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地理巡検記第7稗を刊行するO昭和 45年秋には徳島腺東祖谷村へ, 48年夏には広島県大崎上
島-, 47年夏には隠岐島布施村へ,と過歴を立ねた巡検の記鼓と,地理学研究室関係者の寄淑
女とを集録したO｢離島と山間へき地の地理｣と大仰な誌名を冠したが,オムニバスであって,有
磯的な関連を意図して編集されたものではか ､D巡検記畳は,主として社会科2年次 ･5年次学生
による労作であるDそれらは調査法にも, リポートの古き方にも習熟 した作n77とはいえない｡考察
も十分に掘りさげられたものとは言い難い｡しかし,未熟なもののなかにも,いまだ磨かれざる珠
玉がひそんでいるものと,秘かな期待をもっている｡
第 7輯ともな-,て,巡検記はかなり趣きが変ってきたことに気付かれるだろう.まづ,行動半径
が広がったこと｡いままで岡山県内を巡.,ていたものが,瀬戸内海をわたり,A(覇の奥深い渓谷を
わけいゥて祖谷へ,あるいは瀬戸内海の島々をめぐり,北にきびすをめぐらせては,日本掛 こ船出
して醸畦の島に渡るなど,対象地は遠隔になり,その昆r淵も多様にわたるようになってきた.広く
見開をと志す恵欲のあらわれともいえるo近年,卒業生諸氏のみならず在学中のものをも含めて,
多くの方々が海を越えて広く世界を邑関するようになり,祈 5輯以降の巡検記には,それらのリポ
ートのいくつかが寄稿されるようになった｡時代の経典といえるかもしれないが,そのなかには,
学生時代の巡検を通して開眼した,地理の眼が生き生きとしていることを感じるo我々の巡検もま
i た,海外へと企画される日の近くなることを期待してやまないoところで,巡検が県外になると,
事前に現地の様子がよくわからない,参考文献や各種草料を入手し.#い,現地との交渉に齢倍がで
きる,いわゆる土地勘がないので試行錯誤が多い,妨後の再調査が困難である,などの- ソディキ
JYサブが大きい｡それが,このリポートに常呂していることは否めない-反省すべき点も多い｡し
かし,それだけに,収集した4=のデータは思索であるといえよう｡巡検の価値は,ありのままの事
実を丹念に拾い集めることと,そしてそれをみる眼を集うことだと思う｡方法はその行動のうちに,
やがて練り上げられていくOこの小さな巡検の労作はその出発点であるOまかれた良き種は,枝を
拡げ薬を繋らせ,いつの日か十倍百倍の実を括ぶことであろう｡
巡検に際しては,いちいちの御名前をあげることが困難なほど多くの方々の御配慮や御厚意があ
I,たことを忘れるととはできないo慣れない県外のことであるから,ことさらに迷惑をおかけした
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こともあろうと,感謝とともに申訳なさも感じているOこの場を借りて,御礼と御詫びとを申上げ
たい｡
また,還暦を越してなお,毎年の巡検に欠かさず参加いただき,多方面にわたる指串をいただい
l
ている宗田克己先生には,今回も特別の寄稿をいただいた｡卒業生の諸氏には,巡検記刊行のため
に,毎回,寄稿と支援とをいただいている｡これらの方々の協力なしには,巡検記は陽の目を浴び
なかったであろうo改めて感謝の意を表したい｡
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｢ 地理巡検 と植 生IJ
宗 田 克 巳
地理や地頃で ,勉強vcなるような野外見学の施行を巡検というO ところでこの地Fj!や地質では .
この野外での調査机究が振めて大切で為るので .こうした方面(⊃専門家は誰でもしつこく野外vc足
を迦んでいるのである｡また学会でもあれば .必ず巡検にどこか計画され .そD計画か所の研究者
内によって多くのことな学ぶことができたことを.有拙 く思っているDところが巡検l灯は .こ,a.i
F)な案内役の付か7=い場合もあるわけで ,TJ:かにはまとも7j:地図すら持たずに ,見学し7こければな
【っんこともあるorまあ無鉄砲といったら.これはとひどいこと虻ないので,.;iるOけれども巡検経歴
にとんたち(I.?でL空'れば ,そん7=無鉄砲なと膏でも,ちゃんと見/T_lべ きところで見るべきもCDLri見て
と,'てレゝるので,もろO本当の無鉄砲 な見学L'⊃例としては ,政近C)学校の修学族行があげられると思
うL,これは引卒教師が生徒小こ説明す るたけ,D知針 L-もちあわせず ,往 々に して専門外,Jlj教師でLT･).,
て.早く宿弓軌･てついて足をくつ古でし,くつろぐことばか17気:･Lrしてし-･る場合がたいと/.rlいえまし､,i
た見学,:つルー ト(A:しても教師側で撰択すZ_-たけの能力fr7I く ,全 く観光業者に7麦かせ きり,業者は
商魂たくましく,いくつかつルー トのうち ,もっとももうかるのな政師側作かしつけてくるO もち
ろんこれ(,'L対 して教師は絶対信政で ,施行後の反省 もできえとレ､仕末である｡これと似たようなこ
とtrl.殻近の海外旅行(･'.:ついてもいえ,Y_,のであるO,]チ′こチ多 くの写真のシャッターをきってもど
るのたが ,そV:'写頁かt,iてどこでうつしたものか分 らん〔つがざらにあるという(Dであ7-,｡い-iとろ
はEl本のどこでも.外人観光客が多いので ,外国旅行,a ,い7tとろの こうなスケジュ-ルでのもの
th=よると,うっかりすると .外国旋行-kLfEがら外国ITいることすら忘れて .ガイ ドのうしろtiた
えずかけ足でついて･まわつたというtて,終ったことに7:ってLへるであろうC筆者が7L･ぜこん7ここと
をここでV､うかといえば ,われわれの巡検も,うっかDすると.だんだんこん7Tj:こと('CなDはせん
かと心配するからであるO就中 .外地巡検で葵背が4少チした場合がそれであZ,O筆者は 1972
年の8月 ,はじめて国際地理学会Ln=でてみた｡それはカナダのキント.)オール大学でおこなわれた
のであるが .これに参加した主 El的Lrl.北米各地が見学でき,71ということであった｡なるほど色々
変った地形 ･地層 ･植生71ど見学することができ.か1j:i),D勉強(.仁なったといえるのである｡だが
もう少し73ん とかならなんだものかと,あとでくや-まれることがあるCそれというのは交通業帝と
エスコートの問で0み分っていて ,われわれ(･',=は+J',)知17え73:かったようTL時間配当なD,場所な
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A .事象7LDが ,いたるところで生 じたのであったDもっとも広大な土地 ,それに小縮尺のくわし
Il二
い地図が簡単vc入手できrLくいoまたこの種の地図がたとい人手できたとしても.地理的事象があ
せDVCも大規模で ,日本内で五万分の1の地形図が発揮するような効果を大陸では求めるのが無理
であるということVCなるかもしれないがOそれとも一つは現今多くの人が扱光ムードに巷されてい
て ,いかVC地理学者といえども,大在DJ､なD.そうした弊害をうけていて .それが外国であると,
よけいにあらわれるようであるOだからはるばる外国へててレくクですられたD.子供の並び壌み
たい1=ところに.多くCL)時間をさいて面白がってレ､るのITあるo
要するVTL地理的事象の見学となれば ,所かわれは晶かわDの諺ではないが .いったん郷土をとび
だしたら,われわれ五感vcふれるものみんな珍らしいものばかDなんである｡それが地理学徒であ
れば ,その珍しようが ,よD具体的vcとらえられなければならないであろう｡それが外国とも72れ
ば ,よi)一面のことであるOと総いうものの.その事象はあまPVCも多岐vEわたD,それを通Dす
ぎの兼行で,詳細vC記削ことどめるなどということは庫めて至難のことといわねげなるまいOでも
地理として綻 .最低の地域性の把線はでき72ければしょうがないO筆者はこの最低の地域性の把握
の1就賓として植生をと9あげてみた.
ヽ
C
槻生Vegetationとは一口にいって.植物のどんなものが ,どのように分布しているかとい
うことであるOどんなものがということになれば ,植物(･3分類上の知漁が必勢なこととなるO この
分叛ということになれば ,それこそ大変なことであって,これはかDは単作読書だけではとうvCも
ならない｡もっとも現今の印刷術托よれば .すい分と立派な図鑑ができる,そ してまた次々でさて
もV､るが,かかる図鑑といえども.大体ひとともtD.実物vcよ.'て .料 (フ丁ミリー )の同定くら
い披できるようになったうえでのみ ,その其価を発揮できるのであるOともかく,どうしても,一
応は植物採集らしいことをやっていなくて紘そら在仏ということvCなるOその植物採集であるが.
箕は筆者らは旧制中学時代の1年生で ,ほんのわずかばかD宿額として課せられたものである.そ
れから教師になって ･今度は中学生や女学生L.^=宿層として課する立場vcなD .いやでも応でも.坐
徒採躯晶のあDふれたものについて比 ,その和名くらいは知っておかねばをらん.そんなことでわ
ずか20- 50種くらいの名前を糾貰えた.このわずかな柵物の名前が大変役に立つようになった
ものである｡ もし筆者が植物と銘打っての先生であったら.こんなことでほっとまらなかったこと
であろうが .実をいえば .当時隼者の知鼓以下の柾物故師性いくらもいたようであったO現在吐中
学校でこのていどの分類は顎来されるようであるらしいが ,どうも先生vc自信がなさそうである｡
余談のようであるが･隼者がここでいいたいの姓 ,少 くとも,いせb中学校卒くらいの知鼓比 ,ど
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んな方両のものでも.自由自在に発揮でき71けれげいけなレ､ということである｡せLItや .教師と
なったら.下は小学校から上は大学にいたるまでそれは必須条件である. まあ先生ともなればすい
分の知識が ,それぞれの専門外の分野で要求郎 Lbようであるが .実はそ う大したものでもないの
であって .要は中学校程度のことを徹底的vrcもlL)I,こしてかけば .あとは現在すぐれた参考-aなD .
群青がふんだん(･てあるので .それらを活用するすべさえ知13てかれは:いいということt/'EなるO
さ{植物でむるが ,これはフィール ドVこ出れば ,とんな方面のものでも.自然と幽心をもつよう
t'LIなるものであるOおそらくこれをのけて歩 くことはてき7j:いてあろうOそしてそれVEわずかでVA
いから注意すればV,LJlので .テーマが何であろうと,そうすることが大 した句担ln:もなるものでは
ないO負担どころか ,自然o')植生は身心･rJつかyl藷V-1やしてくれることが大きhoそーれは意識 しな
いでも′〕それ ぐらいの他生を .地理学徒が無幽心であっていレ､わけかないOいくらかでも自然環境
らしいもの左筆q'Cする際 ,拙Jiのことを片鱗 もふかすにすませたなら,その論文は化学工場産のイ
ノスタソト食品をロ托す右上D ,もりとひどいも糾 てアミやてい7=.VLちがし(なV,.っ地理で比地誌が大
切な分野であることは論をIiたたいて去ろうが ,日本で･Li地誌の噛物が樋めて少ないっ特に植生-て
-,4でふれたものVtいたっては皆無t'EひとしVも と九に反 して外国には ,かな-Dまとまったものがあ
A .そしてこれにはしへずれも相生忙ついてふれている:.1これは何たることであろうかOそれくらい
であるか ら,はん訳の地誌射 て限って ,植生があるO こんなこと-1iみると ,このほん訳をした地#_
学者は .植物名を辞番をさがしてかいただけであって ,その植物が分類上どんな植物であD ,その
植物が地理でどんな窟味をもつものであるかkt.Vtっ こ うt,PC御存知アこいとしか思え7lhのである｡
筆者も何度か地理の先生方と .いっLよに外国旅行をL.たが .街路樹を(･iじめ ,野外JJ草木や ,義
林の群落をみて ,ただされいたた7とはしっうもC1>),I:〕,そL⊃名前が分らなL,･Oとき817:はこれは日本で
もよく見る木だなァくらいでぁろO筆者は;bァこれがダイサンボク(イタ.)- ).マロニエ (フラ
ンス).I)ソデ･/パオム (ドイツ)というと.あァこれかと感心 しているO タイサ 1/ポクは日本で
もいたるところで庭木に7Ib7:いるから,筆者に限らずす ぐピソとくる｡ ところがマロニ=-とか .
I)ソデンノミオムは筆者も初見である｡初見ではあるがす ぐに分るっそれはどうしたことかoその分
るのは ,分堺上でど･/とくるのと,日本にも同種のものがあ.'て .反射的vc口か らでふだけのこと
であるoマロニエは トチの木であD .リンデソ,:オム仕ポダイジ1であるo
これと似たようTrことが ,産業地理の分野でもいえそうであるOそれ抹地業でも工業でも｡筆者
も最近少 しばか 少 ,水田と畑K足をいれている01-ると平年作で,どれくらいの投下労力で ,どれ
くらいの収軽があ D ,それがどんな流通&.路でどれくらいの価軒で消費者の手にわたるはずだとい
ラ,大体の見当がたつOまたこんな1ところでどんなものが適するということもおおよそ分るO こん
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なことをふまえたうえで熊業地坪なら,役所の村 i･任な統計資料のみのものよ9,より具体的7E,
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よD信用のある論文がかけるはずであるO筆者は工業万両は秘めてうとL^分野である｡それでもい
ろんな工菜分野の見学をよくしている方であると思っているO=場での現場の説明は大抵工程と工
率であると思われる｡まァ工程は ,いくらか理科的な借款でわかるのであるが ,工業で大切なのは
工率であるO この機械はEl直何屯の性能と聞かされても,それが果して多いのか少ないのか ,多け
ればどれ くらい多いのか ,きっは9分らんなDに ,はァなるほどと感心して.それがそurDかtJ=ベー
パーになるというC)だから.全 くもって始末に負えなレゝo Lか しその見学もかなb長時間とどう=る
か ,たびたび足劉cEこんでいると,そのうちt･{自分で工場労務者vcなったような気拝になるDまチ
ベー′し忙しようと思えば .一時的(･'Cしろこの労務者になるなD.労萌者vCなったよう7-E気特にひ
たられるまでVLrなら'/iければ ,だめであるといいたいので参るO これ(･てつけても思いだナの比 ,ち
う10年も以前であったか .ニ1-ジーランド,放課地理学者マクナム氏を零内したときのことで
･拠るC繁者虻学生 5人をつれて .マクナム氏を･岡山県北の出山村を ,民泊し7j:がら零内してまわっ
た｡}{'_の民泊を特(･'EえらんだL')は ,日本人の鵠山村でC)生活を ,じかil't見せたかったのと,その作
業も卓だ旧億が多くのこっているからお互い勉軌 てなると思ったからであるD岡Ll憾 北'-Clは .7王だ
谷間の水田耕作的:精出してお13.山では雑木林を炭焼きに利用していた9.-1た多く･D家で和牛を
飼育していためであった｡ こん7Lところを歩くのに ,マクナム氏はわざわざ山径をえらひ ,そしつ林
相をみ .林中て足をとどめて ,移のしへたたきを見上げたD.暗い じめじめした谷で ,鉱淳 (かなく
千)をけって ,そのあたりかたたらのあったことに興味をもったものであるOなお厭星に牛が見つ
かると.少 しまわD遺作7ゥても.必ずそこまで足なはこんでは ,牛の菌をなぜまわし胴をさすっ
て .こ(つ牛は何才くらいだとL,ったD.また典夫を呼んで .この牛は少し塩が不足 しているぜなど
といった｡ こかはわれわれの一寸やそっとではできる芸当ではないなと,一同うなずいたものであ
るC.
要する(･て.こういう状態だからこそ ,外由の地誌は ,いいものがかず多 くできるのであるOわれ
われは-単tp=地理ばか りでなく,どん-j2分野でも.もっともっと実践をつんで ,そのなかから理論を
学びとら-,Jrければならんようである0-万理論の学習とし(うことがあるが ,これVCはす ぐれた哲学
缶7:f読むことであろうが ,とりあえずわれわれとして ,｢まずなすべきことは実践であると,筆者は
薮張したいのである｡
○
地熱て必蟹72植物の勉強も,かくて野外で ,じか作手でふれ .日で観察することよDはじめるこ
とはいうまでもなhcそれが繰返 していうようであるが ,それが大変だという招どの種類ではなく
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てすむ<･Dである.,もちろん多く知ってLへることに'こしたことは7:いが .それElT'iど知 らプこくても,料
(D位慣づけができる程度72ら,そうかで多く当るよりも,心掛けと回数で目的は遠することができ
るLl)である｡さて植物の名前につい-{ふれておかなけ九はならぬと思うが ,これ結俗名比せいぜい
さけたい ものであるO理想からいえば学名忙しくQ:1･tV･D しか し学名7.Eらラテ･/名で学会へ専門に
発表 されたもCDで .これを一 使々用 し7=ければならんととく･こ7J:Jaと,誰 しもそう地中では7fく,専
門家の利用する図鑑か ,E]録i'7=よらなければ .つね忙LL抱えておれ,-1-ものではないから骨かおれるO
ち-'とも特別71もIZ)VEついて'.(-i,やっかいでも,こ･｢学名を必ず必嬰とするC-iァー鰍 ;･It･1そ･TJ国
国でとかD名というものがめって ,こJ'L:'J;学名vL)訳語として佐用され-Eいて ,日本ではそれJa･和名
とよんでいる｡す71･わち和名仕学名･DかわLlとして .円木て1-/L立派に通用す/Dも'Jで{ljるCけれど
欧文ベ-パーtL･LどvCする場合 ,C).'かDこ･Ttr九･そ.つ17frJ訳で訳出うちと.往々/!こして誤訳と71る
ことがあるO これと同じこと壮外国文から和文(,LI訳すt右lHてもLbf_,･[)けで ,余材自信∴-ある似1=Tの
ほかは ,学名を付するべきである,Jところが外国'(.T ,そ･lJL'/:学名が-,1･い ものほ ,こすることが勿
る(,す71Lわちむこう(,j名前i:こちらの辞也てゾかすL.大抵適当7L訳語があるt')で .大抵のもLJD 比 ,
そのせ-1和名をつけてしまうのであるO これがむこうJC-そ′-,')物を知-)て･1,1ればそうした誤Dをかこ
さないですむ.･コだが .日本の学者は前述･J)ように物.-よらず言史でとらえ1_いる人{J.多いつであぶ
なかしい｡その一例i･あげてみたい｡
地Bil学徒,7)間てつかわれている古楽'/:,カシとい:･･)-75あるO これ(･i和名でも7:んでもがへ け
れどもわれわれ妊概念としてけ十分とらえ,-i.ことか7さる｡ とらえ,-_l･ことができるといっても,本
当t･,CかちっととらえてL/､る入代非常に少-,TV-･ので捻:,J･Vlかと思われることい うの(.I:i,外語のオーク
とLJ,うことばかあって .地理学者(･riこれ左カシと一様.･こ解 Lているからでむろ -,瀬戸内-!Lカシ彬と
しへう場合など比 ,7ラガシャウバ メガシが巧.lD指標 として浮ぶか ら.鰍て何(I;'抵抗もか,-･:･3である
那 .一度カシ鞘 ということはJ:r離れたとTJ:為と ,こむカソなることば全 く臥 ･'Cういてしまう, この
へんの切情rJ=少し理解するために .やや専門的で･こLを述べてみたいO専門的 と(.TtLrL,L7liがら.本
当くつ分類専門家L･'CLJ,わせれば笑止千万〇つものと思われ⊥うか ,われわれとしては .これ くらlハで結
構で=^=Zi'うからと9あえず我慢するほかないてあろうL.
さきほど来 ,いやに学名学名といって ,学名(A=とらわ1.*_ようであるが ,この学糾iIラテン語で
二命名,法になっているOすなわち.Uryza sativa i.(オリザ サティJI I)./ネ)C これ位イネ
JD学名であるO このなかオリザirI属名 ,サティ,:は屯ち ,.)ソ不は命名者のくi前とい うつで参るO
いうまでもなくイネ比この和名であるO これが英語ではライスであることは誰でも知っているC心
配 もあるせいが植生で ,こDライスをコメと訳したらせちがいであるGさてこの二命名法で7トリザ
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はわれわれの苗字のようなもので ,同じ宗田とい うただけで比 ,手紋はこなレ㌔ 宗田克巳といえは
手抵はまちがいな く .敬(･D手忙とどくoその克巳に相当するのがサティノてで個体名となる｡ ここで
カシ忙ついて述べることVCするO これは大きい分類からいえば ,7'ナ科で .葉は長楕円形また壮披
･一十 針形で .葉のふちが切れこみまたは トゲ状vCなっていて ,多 くのものは ,ドングリと俗称される塾
果なみrJらせる.植物学者でないわれわれ総 ,これたけの特徴で科を同定する｡少 しむずかしいと
.I とをいうと ,この属名の大詔J分はQuercus(クIJレカス)である｡ このクェルカスのなかVE色 の々
一 塩があるわけで ,その分布は後背から亜寒帯ぜて忙わたる｡その分布vC南北性があるということ-
1 このことこそ地理的vz:大 きな悪銭をもっことVCなるのだが一往白すべきことであるo このこと(/C思
いを托せて,筆者はこのク二にルカスなるものを ,常撮なるものと落葉するものの2つVC大きく分つ
ておちのである.この分けかた比地理V=便利だからというVCすぎない,Jそして一方の常緑の方をカ
シ株 ,他方落葉の方をナラ栴とよんだらいレ､と思っているOさら陀これら両者のそれぞれで .常緑
の薬は菓片が厚く重商のつやがはげ しく ,黄緑の出入はほとんどな く ,トゲ状突起のものが多いo
にいうが広亜群の発の緑の切れこみは ,気温の低しっ地方ほどはげLho ここまで述べて くると,汁
ークをカシと訳したらそれこそ大うちがいて ,むLろナラと訂正しなければなら-ないことが分ると
思うC,ナラの耕(a:壮いるもの仕 ,コナラ･ミズナラ･クヌギ･アベマキなどがあげ られようが ,い
わゆるオークなるものは架だけからレt･えばコナラVCもっともちかく.茎のみからいえばミヅナラそ
-くDであるO -Jナラは樹皮が う丁 く ,椎茸の栽培に適するというOで ,その原木Kとむ書冊高原
-帯エD ,さかんに切DだされていZ_,.またかってQi木炭原木としても大変韮嬰祝されたものであ
るQ冬 ,成羽川にそうてさかのぼると,急な山側をおおう落糞樹が目立つが ,ほとんどがこのコナ
ラである｡
クヌギとアベマキ払'/T炉専門家の間でもよくまがうもDといわれているoその分布も(r･tlDきりし
たバウ'/ダt)-がひけないので困るOだが ,大体(,i前者が関瀧のもの ,後者が粥日本 ,特yt山陽の
ものといえそ うで ,関東ではクヌギは木炭としてサクラ炭などといってかた炭の艮炭とされていた
も,Dで ,クヌギはその語源が国木であるともいうoアベマキの方はクヌギと比べて樹皮が厚ho こ
れはコルク層が発達しているためである｡こrJため('Cこの木の利用がはばまれていたような感があ
るが ,このことはスベイ'/のコルクガシとおなじように .このコ′レク層の利用が発明されたのであ
るoそれは昭和のはじめころであった｡すなわち岡山市門田希書で .内山某が地蔵川vC水車をかけ ,
このアベマキの皮を粉砕し.との粉株を加熱同時VC加圧することによって ,立派なコルク板をつく
ることVC成功 し,これよD小は瓶栓から草圧政 ,大は床板まで加工したのであった｡ コルク草履も
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7 - ル ト氏のもの(,Cくらべて ,いくらか高価についたのではあったかも知れないが ,足のおもDで
じき蛙が舌をHJ.したよう(/tなる71ル ト庇とちがって('=んさがあったO床板はいせの合板とおなじ
ように ,洋式の庫(I.:使用されたもので ,俄後まもないころ ,筆者は県北を歩いていて ,勝山高校の
寄宿舎に一泊と厄介になったら,こt',_1番宿舎の床敵97)唾 部 ,このアベマキojコルクであらて ,大
変なつかしく思ったOこん7Zわけで ,このアベマキrD樹皮tlL内LLl=場一軒たけでも常蚤が多くて,
近県の山林では,その皮はぎが十分仕部vcなって ,現在tて及んでいるOそれくらいだから皮左はレー
だ木か･あれは ,アベマキだな7と思えるようにな.,た｡Lr.モそV'D工場は三臓に移転 したときいてヤ
るが ,一時Q:i剛 LJの長者番付V'C-までのIPたほどでLli,る=
(〕
植物(/L'っいて ,いやにこだわるようであるが ,考えてみると,人類の自然立地比 ,この稀物･1し
てはあDえなhoレ､ま日本改称1線を鮎鏡伽全とiIらみJr.iかせているが ,聾者拡食5'源とからみ合
せたいのである.人間は動物で言うることを忘れな.JP仕 ,そ(⊃ことが十分 うなづけるはずてある｡
どんな草でも木でも,自然忙生えているところは ,そこはオアシスであ7_,O栽培飼育を知IDた人粗
紘 ,そのよう7(ところVE定住をきめこんだi/こちがレ､TJhcjL_1然の相生左みて ,それに見合 うものが
栽培できることを知D,人類D直接利用以外のもOJよ,葉番の飼料として ,家畜を自然rL順応せ し
めたO これが飼育であZ･oいまvc残る梅沢地名L･干拓してイ不一･'L一植え ,また止淋 な開生 して果樹をう
A ,原野(,'C家畜を放つなど,み人TE太古そりせiClすがたで-fJることに異存絞るるまい｡ このよう
な植生は ,レゝうたれは気敵 う指標であるO-放,I)動物は ,乾期 ･糾明あるいは目茶のようた四季の
気候,D変化vtも移動するDだが枯物性そ うした啓動かでき7LV,,Jそ(つ移動ができたレ､だけに ,地域
性をもっともよくあらわすのが軸物であるともいえる. こうした舶物をたより(･'E定住 L,生業をい
となんできた人間の ,地域性(･r上るタイ1も,亡や自然相生からつくられたものとレ､つても,決し
て過言刊まあ;t'音し｢｡75か縦生-li.語る際 ,土鰍亡ついても考え7rければならぬよう71,気がするか ,
いってみれば土範型./=るものも,気候の制軌 こよるi.aJで ,土壌をめき灯して舶生紘考えられめよ
うなもDの .この際は一応土塊といっしょに考えなくてもすむよ'JTtことだけについて述べること
とす,aoさて気候が柵生に大きくBSl係するということが分ったら,こn先供だけrL'しぼって ,その
大略vCついて考え7:みること忙しようo気候で比一応気温と雨侵だけについてみることですませた
いが,曳温は主として経度の高低 ,標掛 こよる変化であるOただ例外的に海暑熱'Lよるものも考えね
はならんことがある｡両便で性 ,赤道の低圧帯をのぞいて ,中称度よD高井止では ,一般(,{海岸vC
多く奥地vC少ないといえ,'_O田中啓青侍士ふう(･'=いうと,気温rJ場合ve削 ヒ性 ,降水量の場合は臨
海性といIDたらよかろうo こんなわけで ,地坪巡検で ,広い地域をざゥと見ようとする場合Lr'Lは ,
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そのル- トを南北方向vL,えらぶか ,舶岸から次軌 dr射裾nr向って進むかすf･と,そこの地域性なと
らえるのt･.好都令である｡ Eは のようにせせい島国でも,そのことがいえるし,さらに岡LL雌 だ
けにしぼってみても,それがいえるOちなみ綻 ,陶LL慨 の等温線や等降水J,A:線をひいてみると ,そ
れらはレ､ずれも朋 弓方向に建って ,そCD値はそれぞれ北低南高 ,北高南低を示すOである｡だから
もし地理区の設定をすれば ,その境界線(.t東西-方向となって ,地理区8-t剛 ヒ動句vC並ぶ托すであるo
O
以上稚ぼく'/3:から総論めいたことを,とり こめもなくL-bげてきたか ,これからいよいよ各論めい
たことをあげてゆくこと忙したいO もちろん ,これから述べることは筆者C)足でとらえたことばか
D一カ,参考女献ほ全 くさLはさんでないOそれがためK ,若干独断のそ しDはまぬかれないこと仕
覚悟Tjうえ-こ,7iLる｡翫者もそ0つもりで参考vCL,ていただければ幸である.
せず一番よく歩いている,岡山県忙おけるもtつから述べることケこするO的山県南のLIJ地紘 ,よく
姓げ山が多しっといわれているが .てのこと(,-i.面北力'向くて在がめてみて ,まさにそめとか10である｡
これも他IZHl,TJllかレ､(′二もよるようであるC というのは同 じ雨伯は少なくても .他山iり東部C)流紋
岩地帯で吐 ,虻げILJtLv,へうVC当らないQそれvL一触Jは i憎 珊児島半島や笠的列始で,花こう岩地帯
紘 .まさに!･ま.げとV･うことばか通用する｡いずれも海粒地域く-i.17ツLu地帯である｡でもその生育状
態に大 rc=q7もかいがみられるO これらV=)もが叫,-Lついて地層的V･:説明-i-ろことは ,あまDにも長く
719 ,またこU=.稿でそこまで立入ることは ,どうかとおもわれるのでふれ孜レユこと'.Kする｡ともあ
れ瀬戸内虹カシ帯たとい-われている,そこでとcDカシtFrL.ついて .県下を縦断的VCみ,iことVtrする｡
亡･/.-カシで ,全 く海岸だけに限られるもVつ性 ,ウバメガシがある｡ これは西日本で生垣や庭木とし
て愛用されているから ,一般にもよく知れわたってレ､て ,俗名を′くべまたはバべマキこいっているo
1,シtri-蜘こ菓片'ltつやが,Ii)って肉厚でうると.節(,こもいっておいたが .ウバメガシi･見たことの
あるものは .このことばが全くちがうことVC気付くはずである｡緑で蛇あるが ,若干 しらけていて●.
I/JiさがさLTJ菜で･f,る｡ これ4-iいうまでもなく井雨への適応ということで説明がつくであろうo この
カシは北九州O海岸でも見られるか ,九州では瀬戸内LZ)もの上17つやがある｡ 71･お再考までljrLい う
那 ,イソグ17･ソド√･つ南部でも見7_･ことができたが ,こ この狙 i安tJ?:みずみずしてつやがあった｡ こ
F)Lてみると,気候こっちがいが 1二村てついても,契(.i-はっきりするのであるO余談('lyなるが ,この
り/てメガシが ,･f'たかも海岸植物であるかの如く,全く現在の海岸線vcそ うて分布し,少 しさかの
作った貝塚時代(i)想定海岸付近に見られ7Zいこと(,iどうしたことかoこれは少 したちレゝって考えて
み,たら而白し嘱 果th=-EIるのではある-1いか｡さてカシではぜひあげなければならないものK ,7ラ
ガシがあるo これこそカシ帯を決定づけ7_lもののように考えられ ,瀬戸内の植生で第一次林はこの
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カシであったものか ,伐採'!こよって第二次林cT)マツが摩妙に か9たL･,つが現在の淑戸内の景親をなし
ているという｡ともか くこのカシは少 し以前はい-i(コマツくらい繁茂 していたという,J Lかしこれ
VCは若干 うたがいを残すOだが ,こC_r)カシがいきL.いよく生育する瀬戸内であることにはモちかい
かへOそ こでこC3カシ('こ注意 して ,北に進んでみると,大老の川,D谷筋vE見られるOだが北 (,Eゆく
Lliとその数は減じて .中国山地ではあることtri･あるが .よほど気色つけ7rいと見付けることができ
ないほどL":なってしまうo数年前であったか ,近年三九 ･'Cみる寒い冬を経敦 したが ,そ,DLIF'とO夏 .
広く歩く畿会かあ･Dて,何気なく歩いていた･〇･.'LI ,音場高原の深い谷の力･/(･-土,大概そL/j集が鴇色
(･'L-7TっておD,中国山地で(r1歳(つままで五･'たU'コである｡ こんなわけで ,吉鵬高原,D谷底は .気象
鰍てLriポケットIになっていることi'Z:気甘い7'･")でもえ｡昔から一谷gl.野呂轡 "といわれているか ,
てれは こん7L時 ,とかDすがDの旅行者L･=すらLl-I.っき9分 る E.つである ｡李にしてこの7ラガシとい
うこつが ,山すそ('L限.'たようVC,あまり山の上知 こ生育 していない,DでよいのかもしれないOつい
で7j:がらか7,:じブナ料で輩の落ちる類･⊃ 1つえ挙げておこう_,それ比カシワで,TMも｡ こ〇菓け大き
く,架線が太さ･7=波状7Lほれこみ'VつあるもLlで ,77シワと/iかしわもちからくるも,/Jて .いか&'Cも
かしわもち互くるむかに思われるが ,実れこFJ兵は褐色コ剛毛が'拭;生 しとる･つで .かLわもちをく
るむところでtri77.し1O備中一帯(Dか しわもち○~工,ミブナラかサル トリイバラL⊃集で .くるむのか普
通で･.空)るOともあれ .こ()カシワは .吉裾詩石原上･ついつてあって ,あ7日)多く!,Lなレ､が ,Lr'.fj原而上
('C点在すム. もちろん11国山地rL-ち.土･71しくらし.i見られるL,ついで(てV･えば北海道にゆけば,
そこの原野で極めてファミリア-そしも二･IJと-/1･ろOお古じ木本で吉備高原から北部(,C限るもcjQこ,マ
クタビがある07タタヒといえば .猶にマタyとといって軌壮剤とLて ,史円木や山陰で塩放して
愛用される果実をつけろものであるD これ仕吉抽福原Ij谷なさか･'J⊃(.Tれ(-i,レ､た7_lところで見られ
7_,｡こころみIに .7 18月の朕 ,かわし(らしレ､こつ果実をt;しって口l:=すると ,辛味がきって ,ど
ーマンVC似てレゝふ, ところが苦節高原でfJも(つ比 .味が うす'/i,Jという(D(rl.これをltJ国山地であ
じわえは ,少しそGDからさが強い.｡そ して昨年夏 ,隠岐(⊃学生巡鍬 て参加 して ,このものTi･わしわ
一てみたら,うんとからかったのVCかどらいたのでJるDつまD+p,7,Lじ食用植物でも.そ t-i)生育す
るところ,lCよって .LiTjじかかわる｡､こ･.',3 7 ククビの槻合 ,このLI･,じtl'南北性があったのてらった｡
o:(Jl草木vT_ついて述べたい｡草木('J場令比近代rJ交通親閲('J変化(,7:よって ,自然の分布が非づ削て
みたされたといえるのでL3)るが ,それでも,また'lzだそ○生態をうかがうにことかかないo ノポロ
ギクや7カザ比南部o野草としてあげられようO りウノウギク).Ji音節高原南謎から南部の丘陵Jj日
当 りのいいところに限られておD,北trL托みられが へ -iた吉備高原から北で削てつく花(･t.キツ
ネノカミソリ.イワタ′くコ,ウノ(ユI)7,Lどかもるohずれも谷(-'自生 していて .路傍で目立つほど
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･つものであるOキツネノカミソリはヒガソバナ(′こ似ているか ,花の房の数がヒガソ/ミナの半数vCみ
たず .花の色も朱vcちかく.これの群落が目につくと.苦節高原域内忙し1る実感がわくくらいであ
･7-,こ
イワタバコは岩肌KへはDついた ,陰地性の草本で ,日射の不十分な渓谷によくみられるが ,夏
紫色の小さな花Ik,大きな東からぬきんでてL,･るところは .観賞にあたいするO特忙大きな群落は ,
僻中町の磐競演である｡ここではチャートのよう(n:着生植物の生育しない岩石にも,むらがって生
育している｡これはtll国山地まで .いたるところにみられるO最後(,'tウバユリをあげたいGこれは
大きなサ トイモ(･つような棄なつけ .1m内外の茎の上端に .大きなテサボウユリのような白い花を
つけるO これもどちらかといえば陸地性のもので .雑木や雑草のやぶのところVC点在する=)だから
-打開のところに多い｡多いのは書61-7稲原地域で ,中臥 1他 まで .そこかしこみられるO南部で比皆
無も･こちかハが .西大島の御旗山では北斜面の中腹vc限って ,シイや7ラガシの密林中t･,点在して
いる｡でも筆者O考えでは ,こ11綻飛地的な存在とL.て ,一般iR:托苦節高原から北のものとしたい｡
以上拙いうまでもなく,筆者のしたしんで写た植物名をとりあげてのも(コでみゥたが.別の誰かか
もし.このような方法で南北性な考えると.別の和名をあげて ,同じ結果をみちrJくことができる
に相違か ,1Dおそらく南北性はあらわれても,寮西性はあらわれないと思うO もちろん ,ほんの 1.
2/JD草木忙3'いては一見東西性Dような結果になるかもしれないが .それは資料不足からくる誤D
であIlといえようDこんなことを番いているうち(C.はや原稿虻ZtD枚をこえたoLかしこれも何
日かかったか知れないが.塾姓気の付いた暗 ,次 l々て加筆というようなかたちでしろした結果のつ
●●●● ■●■
みか漂わであ-'たO原稿をかくということは ,なかなかおっくうなものであるむでもひまをつくゥ
てただの1枚でもいい ,啓く習tFをつけることが .^切であるoい1,1論文をかいている人は .&､そら
くそうl/､うくせをつけてVlる人であろう｡ほう大を幣料と参考文献で .一気にまとめあげたもrDは ,
-見よく濠とまってい7_.ようでも,参考cG=ならんものが多いのではなかろうかO零するLて論文 (文
章かモ)かきが仕事vCなることが大切なことではなかろうかo
O
せまレ､岡山県ぐらいで ,植生云 で々地域性もあったもんじヤないといわれるかも知れないから,
少しはなれて ,これからちとは ,大陸のことをとりあげてみたいOレ､うまでもTLい .このようなマ
クpt仁ふみいれるのも,ミクpの林土(.{足をしっかDおろしていたからだとと了解ねがいたいOこ
れは単Ltr一植生vc限ったことではない｡地理全般vcわたってそFJなんである｡筆者紘数年前 .石田寛l
教授がニ1-ジランドの出張中 .2年間,岡大教育の社会科教授法の地理分野で ,なれない地理の
扱1^方を.しゃべゥたことがあるっこの時に.地理の眼は郷土を知ることが手はじめである .こ0
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眼を広く日本(てひろげ .この･日本の眼で広 く世界もみることが大切であるし,また逆に外国を学ぶ
際 ,つねに日本をかえDみ ,さらvC郷土vcかもい-kE,tせ7rければならないといったものである｡筆
者も話したり,書いた9する際いつもそのことを掃 D返 し実行 しているつもDである,
さて大陸というが ,せず朝鮮半島へ上陸 してみ ようO釜山へ上陸 しての第一印象は赤土のはげ山
である｡ ここには日本 とも-･なじような7カマツヤクpマツ-1たネヅが比えている.,たか木材vLなる
ほどCJもOjはない｡そ して的u本でよくみられるタケやぶがないD これをだんだん北上すると,こ
れが大陸かなァと思われもや うVこなる｡平地や河執r=.:i,ドpの木Populusや ,ヤナキの木
Salix が目をひくo l1本,･Zj平野で托 .これはと日'.1･Cつ く植物はみあたら7i･いoPopulusと
は英誌のポピュラーというラテ /ー語であるから,大衆しっ蹄という意味である｡72j:.るほど大衆的7TL樹
であるっ 日本で いり キは中部日本 (わずか托敗北 )で紘 よくみられZ_,が ,西日本ではみられ71･い,J
たが岡栃CrJものは陶山腺L/へたるところあって ,ヤてナラシ(一名-コヤナギ)Populus
Sieboldi がそれで,ある｡ ヤマナラシ(山鳩らし)とI.A-i風が吹 くと薬がなるというところから
つけられた名前らしho よく学校の校庭tJlこうえられてい･るポプラは .洋種であゥ-{,セイヨウ-コ
ヤナキで=r-ろうD この種はEh'欧では極めてファミリアー,;/3樹木であって ,オランダこつ水車(1絵や写
真(,E,孝和をさかさt^=したような樹か点 々とみられZ--)は ,このポプラである｡ この樹がはってお
けば高さが 50mも高くなるの(,i.いいが ,この材の用途が7=い ,それ-こ種子の散布す,ち際 ,白い綿
毛をつけて ,鼠でそれか一画vc吹きちらされ ,濯敷物におろか ,教室･までも舞いこんできて ,これ
が肌(てふれて .生徒たちがかゆがD.始末i'.:かえなし､とあって ,いせて(rl学校圃か らも姿をけしつ
つある｡ 日本しっド.,ノキも材とLてやく('L:たf'･.ん(･つで ,大木にされずきi)たかされていたが .最近
では ,経木の原料にいいとレ､う(,)で .西日-右でも,ヤマナラシが重宝がられるようになったO とも
あれ日本でtri,ポプラスに属す7-I.ち(,_1ほ ,中部日j,･'つドpノ牛と,西日本のヤマナラシの2種たけ
が原産で,抱か忙輸入のセイヨウ-コヤナギも前述Jよう'yZ:戒亡する寸前vCある｡ ところが朝鮮か
ら満州昨二かけては ,その種嬢 も多 く-おそらく18軒以上 もL/-･ろうか ,いた/-'3ところをこか9て ,そ
の横型が特敬があるr:,Dで .これを見たたけで ,外地lこ来た7=丁と感じるといっても,決 して過言で
はあるまいC 日本では市街地以外では .街路樹はほとんど7IいCJ,たが .外地ではそれがあるのが普
通で ,朝鮮での街路樹比ポ-}ラで .これがと:んを田舎ITもみられるOつレ､でながら付言しておきた
いが ,外国の街路樹という,D枕 ,多 くが ,その即にある ,極めてファミt)7-の樹木であ,I,という
ことであるOだから都市の街路樹をみItも,そ0国 つ七･も7Lる樹木かわかる場合が多いのであ710
ところが ,日本の場合はそうでない場合が多く,そ(:Dためtr:枯死した場合に ,もとの株に見合うも
･Dを補充するのVC骨が折れるCL)であるO次iJこ,ヤナギである-/);.これれIEL本VCもいたるところVC見
-iEl-
られ ,その#.塀 も多いO岡山県でも10綿糸あるらしい.平野地方の7カメヤナギ ,キヌヤナギ ,
ユ リヤナギ ,河原のネコヤナギ,カワヤナギ,山地のキツネヤナギ孜とは ,薬の色や形で誰vcもよ
く分るものであるOそうはいっても,それが誰t･ても日だつという形容は当ら?i:いてあろうこと(A=気
付くてあろうQ筆者か勧鮮Ir･Elたつほどあるとレ､うの比 ,日本以上のものであることと思っていた
だきたいO これVTIは ,ユリヤナギ .カワヤナギ ,ネコヤナギのようVC,日本と共通種です('分るも
のも多いが ,それ以外一見ヤナ半と同定されるも')が擾めて多 く,山から野 .河原まで ,実に多く,
そD穫鞠もE]木0 2倍や5缶ではあるまいD こうしてみると,ヤナ半は温暖な気候 LEDか冷涼の気
候C)ものであるようである｡
朝鮮から,すぐ忙シべ t)ヤVCはいるO シベリヤといっても,シホタアリン山脈I,D西斜面のアム-
ル,/3谷で ,ここは北鮮 ,北満とおなじような叔節であって,低地は特vc似ているL,すなわち ,ここ
ではゴボウとキ牛 耳りが目についた｡ ゴボウは日本で比食用にしているが ,北鮮ヤシべ リヤでは食
わプミレーO これが大きな株になっているOキキョウ比日本では食用vcLないが ,朝鮮全土 ,山をあさ
IDてこの根茎を採ってくう｡朝鮮民掛 ,jトラジ トラージ結このキキョウで ,強壮剤として ,朝鮮ニ
ンジン(:ついで有名であるO シベリヤ南部でこしD花を見られるのは ,実になつかしいものである.｡
7Lつかしいといえば ,おIjtじ秋の七草のオミナエシも,多 く拭7Ihがシべ リヤにあるOそれから1,-.
とろいたこと(仁,- ヮカがアムールの谷に自生 してレ､る｡ これも北餅でみることができたO シべリ
ヤ鉄道/は ,LLJ岳森林 ,低地森林 ,それVE草原と ,板めて単純な他生景観をつらぬいて走っているこ,
I.ここ⊃単純 とい うの比か7Lじ森林 といっても,草原といっても,そこに生育する植物の種棟が限られ
ているということであるoul岳森林であれば 1,2唖O針英樹だけで.夏でも広塞樹は見当ら-PLL-I.
箪笥l{1フィリ､L7L=tンでルソt/島の南端ブルーサンで ,少 し森林 らしレ潤 掛 て按 したが ,ここに蛇針
_(.hT'軌 まみ7Tかったものの ,極めて多郁々広東樹を見たOそれは 2太と同じもののない くらい種煩の
変化(:とんでいたLZ)であった｡ こころみ(て日本でいな ,駒山県南O丘陵でもレ小 ,足をいれてみれ
ば分る ,なんと多くの樹木にぶつかることであろう｡ふもとから頂上瑳7:･,針棄樹でも必ず7カマ
ソ17:ネヅがあD ,それvCツツジ,7セビ,ネジキ ,ヒサカキ ,シャシャンポ ,ヤマコウ,(シ ,ウツ
ギ ,ナナメノキ ,アラガシ,コナラ,7べマキ ,ソヨゴなどはこく-lbDふれたものであるL,中枠度
でしかも海洋性気候である円木などは ,組物の種将にもめぐせれ ,しかも山地はいい混交林相'fL･示
す'Jjで比73:かろうかOシベ リヤで ,低地森林 ということばた,あえてもうけたの仕 ,森林の周辺部
(･て限って ,広築樹が交ってくるからである｡ この広葉樹林は ,草原に瀬移するのが普通でLl'るQだ
がサ/iナのよF)佗 ,草原の中vc樹木が点在するという崇観はみられないのである｡広兼掬はこれも
種が多くなく,ばらばらとあるので,車窓からでも識別が可能であるOす?.=わちシラカバ ,りリノ､
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ダカエデ ,ミA'ナラくらいの もので ,このなか ,./=,力･Jiは樹皮の白色が円だち数 も一番多いよう
であったo草原も単純で .妻がススキの よう(JL,長いも･つが多かったが ,おそ らく ,イネ科かカヤツ
リグサ科のどちらか 1唖類のことであろう｡ こうした草野で比 ,牛の放牧が見られたD ,ほ し草の
LLlか所々にあった.
これよDトルキシブ鉄道(てよって ,中央アジヤVC入ることVこする｡すなわちノホシビルスクよ9
宿-Fして .いせ炭坑 として有名71カラカノダの山地を曲折Lて ,いわゆるステップtててる｡ こ,Dス
テoJl'と山地D接する一帯は岩石砂漠とでもい うべきであらF)か .石垣石 くらしへの角は.,た岩石tて
おおわ)したところがあるo Lかしこうした胤(n=も所々忙薄地かあるらしく,20顔たらずの牛が躯
軸で移動してい71.ところかみられ ,またラクダく'/=乗ったカウボーイ ?かそ(I)むとを追ってLJlる｡ -i
れ(,'Cパ*も散見す ;L Q 鳥もhj_.｡ カラスとイ/-･Zでむ ふ｡ カラス代ここでも熱い｡インコ(riミドリ
一色｡ アルマ一夕 ,タシケントと氷河(i)かかる天山 ,Jくミー ルしっふもと左と･t-･ろ(.タシケ･/トー 帯
も岩石砂漠L⊃ようである｡だがパ ミル'Jリ触氷水はここ屯 F,ふいしてい -^E,O オア シスとい うべきか｡
路軌 '･二はチョ一七ン7サガ が一面vc茂っている.,これ(I-T日本でも生育 してレ､Lか帰化植物であ D ,
ILq山方言でキチカイナスビといっている二つかそれであるOこれよDノズオルグをrlJ心Kv-)べること
にすZ･o t_こIJ:+;fジル砂漠･;D北部の小都市で ,アラJL･海に注 ぐシ′レダリヤtn=沿 うている｡ シルクリ
ヤJ.･まいうまても7:く,そJD源を′くミル高原だ与としてし･3,fT_から-稀無雨にちかレ一所であるけれど,
年中豊島な水か流れている｡それは大 きな銅鮎､つ放物転送がみ られ7/iとで-1るっ こんとわけで ,
掛 こQi大きな樹木か点在す,已,OこL-J樹木K比 ,二'Jrj十十キ ,クワ,アキグミ,ニレかみらZlるO こ
.⊃ニレはクズ*/レダで街路樹 と-,lつて .107TL以上 もつ大不が亭Jtと並んで ,かi)ききったよう71
土一色にうるかいi･そえている｡かわききったようなLい うが ,民家･:i全溺土をかた.1_L,た鏡か1L･い
煉瓦をつみあげて造ったもTJであるから ,周圃1二･土と同棲 ,淡黄色というか白.Jlとい うか .全 くか
わききったというつかふさ･わしい祭横であ7_-I,でも幼諮C)Fh.･'L-(,-iシルダリヤか ら,巾 1.5m くらい
の水路をみちひいて ,用水in=あてているJ'で ,水忙(ri.不自由してLへ7:いこ｡こGL叫か ら-渉TILhJば砂
換そのものである｡砂漠と綻広い平担な不毛の地を思いだすが .そのとかD担々として地平の(,iて
までつづく,わずかな変化といえば ,小凸起(:)秒rr_ ,声7J書 5m くらい ,近っいてみれば往 々にして
土煉瓦造上目⊃民家が これに埋まっている｡つ7日 ,これら点在する民家VCよって .砂丘が死′しだもの
となっているらしい｡表而vrはわずかながら'/バ丑が仕えているCそ して付近V=仕ヒレアザ ミやス
べ t)ビュがみられるO ヒレアザ ミ仕業線束くつ線はみられない白っぽいものであるし,スべリビュは
日本でみるエ9大きな架で ,しかも多肉であるC.5て砂丘を怜止させた民家で去るか .'8.と5,.もわ
れるところが .ほっかDロfLあけていることがあっ-I,そ こから天井 をみると.天井は前述のヤナ
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ギの枝を解んでつくった ,巾約 1mくらいのこせいでおおい .これtr'C土をのせているo a-れ披日本
●■●
･,〕旧い民家のやせと天井そのものであるO民家のつぶれたものを話したついてに ,中央7ジヤての
パオ (包 )(てついて少 しふれてみたい｡ この居間の広さは広 くて四畳半 くらいか ?o これを約 50
C7"掘Dさけ ,周BH･7:前述のヤナギまたはアキグミの丸太柱をたて .天井は床面 よbすぼんで .はる
かに小さく,しかも円形で ,これ紘7キグミの蔓を丸めた輸vc放射状の骨なしぼっていて .雨傘を
思わせるものがある｡ こD柾や天井の骨組みはみ-/1羊q)皮でかかっているO土間は必ずマットを敷
いているが .これがまたすぐれている.S赤と相の大柄U_1簡単な模様vr織 られ{いる厚いJ+.-ムスパ
ンである｡こ山中の什鯨は .乳汁をあたためる径約25L,nEの半球形のポール (=･ユ-ム製 ?).ま
た同 じくらLp,･の径U-J平底しっバン旋怒 ,この深さは蓋 ,鍋あわせて ,15C7Wくらt,1,さら昨日覆うほ
うもしっ(/こ水注カニあるQ これ虻中国e)亀耳瓶を思わすもOで ,とび 口で首 か細 く.取手のついた ,荏.;
さ約 50C7nくらいの井銀製で七宝にな.'ている3水が少(ともるリU,トルは結い､る大 きさであるO
●●
放て剛ますべて毘外でおこない ,こくつ駄科は家番のふんや ,砂換(･{(rtえているi頚木である｡ ここらで
ここの砂漠の植生について述べることにするohくら砂漠不毛といっても,わずか綻枇物がはえて
しっ7=-,といってよいで参ろうこ もっとも風かつよくて ,たえず表土の移動 しておるところ1,.1植物の梗
こ')つくひ竜･がなし-､から.いくら乾燥にたえる植物でもそたたないわけであるO ここでは見たところ ,
砂丘(ri発達 しておらず ,荒漠たる荒地を思わす(らいであって ,いわゆる群落的('Cある限られた植
物が ,ある広がME,そればかり見られるのである,そうした棲み分けかどうしてできたくDかLri等
老壮答えるすべたしら7j:レゝ｡ 目立ったも幻を5位あげることができる｡す7.,わちギ9リュ- .ムレ
スズメ.カンゾウかそれである｡ギョ.)ユlJi日本でもまれ忙庭木にみられるが ,こO庭木をみて
いて ,ここへ来てそれと分為符は相当骨かかれようoそれは乾燥地に適応しているためで .それvE
常(･L:砂漠住民l/Cよってその枝が伐採きれるためVE,全く株ばか りになっており.これから出た小枝
仁王.イセエビC)触覚のようをこ赤褐色で ,乗は トゲ状rcなっていて ,1本 1本の枝e長IcTも50叫 と
らずである｡ しかしこの株からで-Tt.1･,る根は ,地下深く5m以上にも伸びているとい う｡ ちなみに
これの姓えているあ･/tbの地下水面紘地下 5m余であって ,深 くてもl∩,TLにも連 しない｡ こんな
ところのバ*住民は掘力井戸で .つるペのつなを巻いて佃野に用水凌 くみあげている｡
ムレスズメも ,日本で庭木とし7:滋れ心てみられるものである｡ところが日か 亡みるこC)木は黄色
D花を ,スズメのむらがってい7°ようVC木全体につけているC ところがここでみるこの木は ,ただ
その花の色だけちがって紫色である(.だから少しは7Lれてみると.山の-ギのようであるOそして
マメ科でもあるO これも燃料にされるために ,刈Dとって家の傍忙つみ上げ られているが ,また往
往托して菜園の垣vcあまれているFJ｡がみられるOそれはそのはず ,この木は鹸 じんな刺がついてい
一･1占一一_▲
石から ,蛇をたれた家畜の畑あらしをふせ(/6'Jt^L-召すとい うのであろうQ
殻綾にカンゾウで ,これtJiシ′レ5'リヤ(C接して繁茂 してV,る｡繁茂ということばがあたるほど ,
むらがって(1えている, これもマメ科で,Lかもこれ的多年生O草木であD,小指大の根茎があっ
て毎年新芽をたして ,これに総状の梨花をつ(,)-る., これも日本中⊂綾(T)孝三.る植物である｡それという
のは .こC)放茎が咳 とめの秦として巌jiかられたD,また特失な甘味をもっているところよD.L
はPしょうゆの味付けとして ,戦前まで(r土必1といってよレーほど使用されたも(/Dで,.bるo
かく述べてしハムと.以上5桜 とも.旧くから中国脱島0名てEI木V(もたらされるなんて .か くも
(ri-/i:れた一寸1央アジヤが ,秦外近かった気かするO
乾燥地蚊(,Cつい･⊂述べた.ついて(,'C.も11=,お･なじ乾触 也蛾を追加 して ,長レ､こD`稿を組'ぷ ことI,こ
しょう｡3"J:じ舷娩地域 とい-)ても,こんどLr.抄出 ,草原 ,サバナと.その漸移 らしいものが述べ
ら.IILるC)で ,あえ-(追加サムことLi･了せられたい｡､ところ比合衆国,Dア])ブナ州の北部-,PL･中心lてえ
らぷ こともてした,それは前述つ如く去年L',J壬 .-jJナクの-tントリq--ル大学で?,122回国際地坪学
会があって .これ(て参加すZj能会が,7:)lEえらrL.帰途4,-衆国J各地な･巡検 い (I.くつで ,そ,i_7収艶 ,つ1
郡とL-しこ こ'{(二紹介す7_,わけである｡
一行は 10名余 ,ネバダ州J)由端ちか くつ ,=,スベ)/スtを拠点i/･= .7-パーダムな経て .アリゾ
ナ高原をよぎD ,コt,ラド高原L'Cのぽ-1て .グランドキャニオ･/までを行程tr':して的 占OCL･q,-J往
復で'左'ったこ.この片道(-1ゆうにIiる 1日がかD.コネ,=ダ州とtrlえは ,ワサoJチ山脈と,シエ1-,-+,:
ダLL脈(L潤 の大塊模なグラ-ベン,D大盆地て ,こtD盆地PI,I:こも.多くDI也塊山地か南北走 してか少.
これら地塊LJLlul間は砂蚊か卓越する｡ ラスべカス比とO地典山地耕めっき九 .全 く;ID平担地の砂漠
･,:JFr-1に発達 した都市である'､だから産物とし1って紘全 くなく,歓楽一本'Jj猷市{.あるO こんなわけ
で.lfh一内(A.樹木も苛々とし-{二お･D ,芝生も広 く,商店Iや来館L'=虹プールあり噴水あDで,涼味を･そ
そる｡標高Lri占50m余 ,地下水面は 551ZGD深さであるというO用水はボ- I)ノダ,E{'Lrよってこの
深い地下水もいたるところでくみあげられ ,芝生のスプ.)･/タラ-壕で(/Lp使用 していて ,こ こが無
両にちかい砂漠のせんなかとも思えないほどて違うるこかかる巾和 也五･一歩で乙と,土比白味かかっ
て くるo Lかし白けた草も点々はえていZIL.サイザルアサの 171･～ 2mくらいのものがちらほら
みられるOそして放牧牛があそこに 1顔ここirC2孫とみられ,_Tのである.コこんな展観が数 10kJrも
つ いゞたら,道はL側(Dcuttingを.何回とぬけるとと':こ=･7_,e こ.;7)Cuttingはいずれも角
横網の上にbasalt flow がl,3.,てLへるO こDような山側の西方は遠くL･:playa 1,akeが
縮減しかかって ,白く光っているのであ･7㌔ こ･の道をJだ ilきると7 -,て一･ダムか ミー デ湖をレ､た
いているOダム姫の高さが 17Um余あD,さらも･ここか･エ17上部KcutさyLlc,由比 10 Ow l.て余
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T
るQ これ比茶褐色を堅硬72basaJtである.｡ITK比 ダムより上に曲折 してこの軌 Iliこえ ,キソグ
マンに連する.⊃ここはもう7.)./ナ州であるQ株高紘 1000m余かも知れなレ､｡路傍に抹サイザ
ルアサが点在するし,さらに7カザかかたD結えてLJ,る9 もっともアカザの嚢は細く多肉であ7-1の
が ,乾燥気候に適応したものとIvlえるかG7.)I,Jナ砂浜の北掛 こあたる位置であD,北vc山地をひ
かえている｡小さな集落かあるが庭木だけは青々しているOキングマンから-ックべ t)-の陶 ,車
で約 50分もあったか .この間は全く砂換来朝で ,路傍のところをのぞいては .不毛のことばがふ
さわしいO榊途同じコースをとおったか .ちょうど15時とろここでは局地低気圧が ,つぎからつ
きに発生 して ,これは屯巻となって ,北方ve移動するのを見ることができた｡そしてかゝる飛砂の
%,ちつくあたりI,tは ,Inselbergらしいも(･Dがい くつかできていたO ここよD道路は ,アリゾ
ナ高原L･'Cのほる(,おそらくこの高度は 2000mちかいものと思われるO この高原両は道路tで接し
て ,寓岩の丘陵-100未満のもの-が .たえず･-7>られ ,また路傍では赤土が阜越 し,これvCシバ
草がか7i･D轄(,=1.一丈え ,所 K々放牧牛があそこに救助 ,ここに教頭というていと(て見られる｡ステッ
プとい うのであろうかO繋老壮いせ75で黄土とステ･L'プと'&結ひつけていたrJだが ,ここで見るの
紘 ,ど)もそれはかDで6-1ないらしい, こうしたところ ,ビーチスプリング,ゼフノo'トウという
インディ7ソの集落があらわれる｡LJ!諮rJこらるところ必ず樹木むDで ,ここがオアシスであるっ抱
木仁工こレで,Ulmus pall,ifolia の薬の小さい短である｡前述の中央7ジヤや ,西欧の並
木作,i･っているの綻 ,U.Davidiana(D姿か広い力の叛であることを参考まで(G=付言 しておき
たレ､,U.palvifolia姓 ,帆山県でも河原,DほとDVCちょいちょいある ,いわゆるコプニレと
いって ,幹vcコプのあるもC)であるD さてこのステップ地域 も東方Vこかもむくにつれ .凹凸ははげ
しく7J:D ,したがってCutting もひっきi)71-しくであらわか ,ついには一段と高度を+IL7:つい
('･=はぜた平押軌 つ卓越すること忙なる｡この平掛部こそコロラド高原である｡ この高原を 1時間余 ,
北vc向って走ればグランドキャニオンの有に逮する. ここで前述C)アリゾナ高際とこ(ニ∫コロラド商
悦と(′')漸移すふこうたiD ,すなわちインサ ィ7ソ部落のあらわれたあたDから,cutting の多い
一帯の丘陵つ植生cJ教化を見たレ､oそれはLfj:らくはすポチ･/(JCサイザルアサが目立っているが ,
いつのTtAVEかそれが見えなくなって ,線状の苛レ樹 木の点在 と変ZDo こここそは他の植物(ril草も
まじえない｡白くかわいた丘陵虻 ,この槻木一種である0本の休憩時RI1を利用して ,近づL,.･てみれ
げ ,カイヅカであ7-.0この高さはいずれも5-6mといったところ.小さいのも大きいのもない｡
Itくもそろった形のものばかD｡それなのVCコロラド高原の境あたりVCでると ,クロマツヤ7カマ
ツの森林 となる-ウイ1)7ムス付近かO これに推力イヅカもわずかは混在する｡ しかし樹形はこ こ
で穂状'lL-なD ,高さも商い｡ この森林 も一時的で .じきとお り抜けられる.そ してそこにあらわれ
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るの絞草本しっ密生する平担そこt)ものの草原 ,黄色の花が位勢で ,一面黄色にみえZ,ところもある｡
狩生とい うが ,全く地肌は見えない｡革か ナも5OnWくらいあるD串をおDて ,追ばたで見た瀧田
では .これらはいずれも草本で ,ホオキクサの頻 ,キクイモ,ヤマニガナ ,ガンクピソウ,メ-ジ
辛,ヒレアザミ,それ¢こ7ワダチソウである｡アr)ダチソウLhr-しても,キクイモにしても.峨後の
日本の帰化植物として ,だれでも知っているとかD ,そvT商引Ti2mちかいもので,道はたはおろ
か如産舶盤C,j水田にまではびこって ,こせ9ものになっているが ,花をみるとなか7j:か餐すべきも
のである｡ ところがここでは高さも50亡7l･'たらすで ,賛辞な感がす7_.｡なかこL73単段にもあちこち
tJ'C木本がみられるo Lかしほんとに-iは らで ,それが前述のか(ヅカであるLl以上でこんな植生の
ところはサJlナとしへったらよいとかもうD この紫誹もコロラド峡谷に接 しては ,せた森林 と変るO
この森林の健勢種は7カ /ーツて ,径 50(7q以上もあり,高さは 10m 肴_こえているっそのほかの樹
木で(rIエゾマツ ,カイヅカ,ナラ ,ヤプサ1･/ザン左かぞえんことができる｡ この土蝦 もcutting
で見る阻Dでは榛めて赤い.
以上でアリゾナの植生 も終るわけでみるが ,J･Vt:首ヰ大きなスケールの地図女手)'LlしてD巡検で
あるだけに ,その位殿も適確t,CかさえているわけでないJ7て ,榛めて雑は く7L.記準'.rJrってしまっ
たDけれども-t･L'i)うつDかわDは十分とらえたつも.Uで卓るO植物て .そしつうたかわしいもの(,Eつ
いてIは ,車'Jrtか9たときt･C.わざわざ手にとって鬼るようっとめた(,-')で ,大体(･j分斬Lにけ自信があ
,-､こ
こん7T.･ところを外地でえらんで記部にしたG7)ち,竺者として7tだ外国のilT物からも知識とL/Lえ
てい7j:いたbfJにほか7i;ら7王い｡ もしも読者.3,･Lかt′こ.以上(⊃地臥 ′こついての実地なD,TJf物(/crLる
-aDで ,もっとちかった結果をもちあわせの万作 .どう:/J▲'qL･教示をかねがい し/'こいDそれに椀物と
いうものは .季節の変化に鋲敏であるOそれをある孝肺だ持ちらっと見たたけで ,それが全部のよ
うにいうのもお こがましLへ話である.｡できれlTtr,手動 1たがえて何回も足を運んだ方か ,この種の
知識をえるのK七【いいfJTきまってレ､るっ自F!3内で比つとめてそ うすべきであろう｡それは 5月早々
とV14うのに .阿哲峡の車窓の冬枯れの山肌L!C,マ/サクが黄色 ('C咲きはこっているのを見るlて:つけ
ても,その感ILr探うするのである.)
以 上D
(岡 山 大 学 教 育 学 部 講 師 )
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昭和 45年度巡検 レポー ト
(祖谷～高知～室戸)
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写l-2
地i=リによ1て曲 られた
ブリキのとい
写 1-I
徳島県美馬耶井川町の吉
野川支涜部にみられる地
と リ地の景浪
1 25-
l
写 1-3
池田町の市街地附近にみ
られる活断層
写 1-5
奄 谷の民雫の軒先に保有されたコウリIYン
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写 t-6
植林 された焼他称地 (車祖谷村)
写 l一丁
祖谷 ･林部清
1軒に棟が2つづつあ
るのが特徴的
写 1-9
両同市の砂丘地帯の温室群
-･2E;-
Ⅰ 相 谷地 方 の地 す べ リ
1 地すべDとは ?
川に砂棟を供給するものかこ地すべDと山崩れとかある｡二者の違いはそれほど明確なもので
はTZく,人によD,その建議は異なるo
中村鮭三郎氏の定義V〔よれば,｢地すべ5)とは山腹にある岩層の一部が継続的に徐 に々低所
に向かって移動する現象左いい ,山肋れと(Ji山花L'つ基盤岩また虹岩唐盾の一部が突発的に急激
に崩壊する現象をいう｣である｡
地すべ9仕日本全国で 5.584ヶ所あり.そ')面壬削~i145.2占5hZl(帖和 う5年度曲林省･
建設省調べ )に蓮する.
地すべ13おころ原因としては素因としてC｡地官t的なもの711あるO岩石が水分を含みやす く ,
水を含めば軟く-･rJ:り,佃単な物坪的刺激によって容易に粘土化しやすいような基盤L7p)所こ地す
べDは起きやすい｡地形壮地すべ 13｡')結果であって原因で/liないとJ)･られている,_.li:た ,地す
べDC73誘因とLてki次,Dようなものかあげられてし･ふ0
o 地坪
0 人為的誘因 (伽一地下(つ石炭tつ採掘 )
そして ,地すべ如 i地質学的に姐三紀僻地すべLl,吸砕帯地すべ 少,温泉地すべDvj三つに
分析される｡ ここ祖谷艶か1】央構造線上つ破砕解でもD,破砕帯地すべDと分類さ/itるもlJL亡)
1つである｡
破砕帝地すべ りの特徴綻
(1) 一次的地すべi)か多く.しかも地すべ り性胸墳つW･,'Lとる場合が多ho直接原因として脊
雨 ,長雨79･あげられるO
(2) 岩石が破砕されておれば ,どん7=地常や岩石13所でもお こるC
(5) 地すべij地帯は帯状 と7FL･ってほとんど直接上に37.･る幅を持ってあらわれる,
(4) 一般的に畑に利用され/I,ことが多いoその理由として水が少く孜V,,砂棟質のため水特が
憩い等があげられる｡そして杉の造林t'C適しているo
(9 秒凍帯地すべ りでは谷の瀬 が長い期間にbた一,でか ころo
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図 1 調 査 地 域
図 2 祖谷川右岸のスケッチ
I. l､'･1
E#->0
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:-:_∴∴~ー
夏生土
亡､
Do.5 1km
2 祖谷漢の他すべb
時間(,3関係で新居屋の西側 (図 1)1ヶ所Lか詳しく調べることができ75:かIDたが ,その腎
料を述べてみ よう｡
(1) 祖谷川右岸
祖谷川右岸壮昭和(;I)初め頃からすべD始･th･,昭和 4C年に急VC大きくすべi).現在のよう
な形となった｡その右岸を対岸からスケウキしたも･-Lが図 2である.そして推定 した縦断面
が図5であるO川蛙に(,ユその時すべ り落ちTT_と思わTLる巨群か多数存iEサム ｡
(2) &%JLrE#
同じように ,祖谷川左岸を対岸か らスケッチし,説明を入れたものが図 4である｡その推
定従断i如 個 5である｡かつて一度I-ltへってそり土砂か堆析した所に新しい道なつけたため ,
再び地すべ ljがおきたと推定される.,これ仏 ,ある恵味で人為的地すべ りと言>-Lるもので.な
いだろうか.Bt地点-/J･ら下かすべっていて,桁詣良:.かてきていている｡そしt)高さは 1- 2
,I!である｡
地すべ _r)がおきていLために .棟で石垣を築き .それを大 き禄金融で包んで保讃している
保護柵の中央が凸状と在って道･D方へ張 り出してい且｡また ,水を含むことか地すべ iJO 誘
因と7T=るので ,地表に大きな 川とい p-･iうめ ,七･L:LJ地表水i:JAiめ祖谷川に排水している設
備もみられる｡
図5 祖谷川右嬢の縦断面
iZS
＼
＼ ここか ら下かすべ る
＼ヽ ､.レ'･
二
7･
100 200m
一一29･-
祖令川
??
襲
流
水
を
集
め
る
と
い
(5) 地すべDの発達
祖谷川の左岸 ,右岸 (新居尾付近 )を調査 した烏巣から,ここlJ地すべDがどG･'よう(,C発
達してきたか推測してみたoそれか第 占図であ･.J.その説明はIFLllとお 17である｡
雛 5回L'01 山崩れのL･FIる以前の状態
2 1昨二道をつける｡かつてC')祖iAiJ"右岸
5 U戯れか五･きた状晩これは昏在的地すべ DであるC現在の祖谷川右岸
4 杉-などが植林せ られる,
5 4に新 しい迫をつけた状晩
占 新 しい道 をつけたため ,粁搭虚ができ,それから下',]部分がすべっているO
現在の祖谷川左岸｡
このように推脚Lてみると ,祖も伸.j両岸比 ,こ･つ内,3どれかV:あてたtTiふようt,C思われる｡
B しかし,一ヶ所 しか調査してもLらず ･こ･?推測か羅;･在も-3かとうか ･確信は持てTtいo
(藤 田 和 子 )
'＼ ｣ t:g､5
祖谷川左qJ(73耽両面
かつてすべっ f7･.時oj
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Ⅱ 手相 谷村 の人 口変動
1 はじめth=
徳島県東祖削 ｣村の総人口は 40年の国典調査に上ればdt5D4人 (男5.289^ .女も215人)
で女10【1人に対する男の割合壮 102･52と在っているO約5年後の45年 9月末の住民登
録人口比 5･404人 (男2･74ム人 ,女2･占58人)となD高い減少をみせている｡いわゆる
l過疎地域対策緊急抱厳法｣の適用を受ける地掛 こなっている過疎の村である｡
そして産業別人口構成が第一次 6118飾 ,節-二次 1d･占飾 ,如三次 21.4飾 (40年 )にみ
られる上うに第一次産業 ,特に鼓某に生産基鍵を持つ村であることがわかるOその出家の続営
耕地規模をみZ-と 1ha以上の鶴家は 40戸(48啓)と極端に少TZく,特に 5a以下の鹿家が
515戸 (60･9虜)と過半数を占めているo平地に乏 しく急75:山の斜面の耕地であることを
考えればこの弱少な凸家が多いの虹撫理からぬことで仕あるが ,本来的に生産性の低い地業が
近年の#.済成長により他産業との生産格差6'C輪をかけている｡こ0ため弱少戯豪壮他F)地峡へ
東祖谷山村の人口変化 (住民生食による)
世帯数 罪 女 汁
55年 4月末 1.412 5.9Ll5 5.C/J/4 7.919
56. 4 〝 1.45D 5.954 5,9ム0 7.貝94
57. 4 〝 1.420 5.984 5.7nd 7.590
58. 4 〝 1,455 3.789 5.7Lld 7.555
59. 4 0 1.475 5.720 5).ムn占 I/.52d
40. 4 〟 1.452 5.584 5.495 I.L;7Cj
45. 4 〝 1.4ム7 5.578 5.248 A.828~
44. 4 〝 1▲う41 5.217 5.085 a.7_.02
45. 4 〝 i.518 2.885 2.778 5.dd王
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就職を求めて ,また不完全TZが
ら県道 ,′ミス路線な'どの交通事
情cj変化によって人Lj洗山をも
たらしたと考えらかる｡
これら他地域への流出という
社会拭少の他に自然減少もかな
Dの数にのほっている0 44年
度の減少人口の内訳を次に示す
が占6?人の稀少のうち2割儀
の 150人が自然減少である｡
これ(I/Cついては後述するが死亡
数が特に多いのでは75:くて誕生
教が下まわっていることに起因
するのである｡
以下社会変動を中心に東祖谷
山村の人口教軌をいろいろの方
面から検討していきたい.
時間L'D制約上 44年度 ,1祁TJ
(I)梯子 しか捉えられなく,迫渦が
あると思われるがそれは今後(I)研
究VC待つこと(rLIするO
自然 ,社会人 口増減 (44年 )
自 然 男 ∠ゝ 8 5
杏 △ 占7
汁 △15〔〕
社 会 yj .£ゝ27 9
女 ∠○. 240
汁 △ 519
汁 刀 ごゝ Lムニ
女汁I △ 507l
(A :減少)
2 地域別移動状況
｣
産繋構成別人Fl比率 (40年 )
徳 島 県 東祖谷山村
躯一次産業 59_O 81.8
出 某 55.9 51.5
林 業 . 狩 猟 繋 1.5 1[1.5
漁 選 ,水 産袈 殊 #- 1.9 -
射二次琵紫 25.ム 1占.ム
鉱 業 0.5 rj.5
建 設 斐 8.8 l5.ら
製 造 英 16.5 O.4
第三次産業 57.5 21.4
卸 ,Jif , 小 売 業 14.7 ll.8
金融 ,保佐 ,不動産業 1.7 0.1
運 輸 , 通 信 業 5.2 1.4
電 気 ,ガ ス ,水道薬 0.5 ∩.Fj
サ - ビ ス #- ll.9 5.7
公 務 こ2 1.a
分 櫛 不 能 0.1 0.2
東祖谷山村の転出 ,転入の状況
trt次(つ表に示すとおbであるが , 一
内訳は転入 2 15人 ,転lJlLli 718人と505人の転出超過とTrっている｡ これを地域別でみ
Lと徳島県内が多く転入者では4割敏(7)95人 ,転出者では 5割弱の 2OI人とな19ている｡
県外でrl大阪府が特に多 くその他高知 ,香川 .岡山などの近隣県 ,兵庫 ,愛知7=どの大都市の
存在する地域に多 く72っている.例えは大阪府-の転出老壮 155人で 21.占多とかなD多 く
なってLへるO他の年との比較はできないが ,この数値に関する阻13からでは都市地域-の賃金
労働者 ,あるいは出稼 ぎに-よる転出がほ とんどであろうと推定される.その他の地域irLついて
もこれ らのことや転勤が考えられるが ,特に近接県では上述の理由の他V:縁者をたよっての移
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地域別移動状況 (県別 )(A4年 ) 地域別移動状況 (市町村別)(L14年)
転 入 転 出
男 女 刀 女
北海道 1
背 森 1
埼 玉 1 2
千 糞 2 1
東 京 1 4 1
神奈川 2 1 1 2
新 潟 1
福 井 r 2 1 1
山 軸 1 -
岐 阜 5 2 ら 1
静 岡 1 2
愛 知 2 4 50 21
三 重 2 4
滋 架 5 1 丁.｣ TJ
京 都 20 9
大 阪 25 15 80 5 5
兵 庫 2 5 29 I)
奈 良 ワ 乙 7 5
和歌山 5 4 ∠
島 根 /+ 1
岡 山 ?. 2 29 21
広 島 2 ′ー Z.
山 口 1 1
香 川 JI 7 21 15
愛 媛 1 9 7
高 知 8 6 29 28
.福 岡 15
_畢 崎 5 2
熊 本 1
大 分 1
転 入 転 出
罪 女 罪 女
他 門 〟 2 2
小松i;i // 1 1
阿 南 〝 1 1
石 井 町 5 1 2 1
神 山 〝 ? i
i-.群穀 〝 1
木 沢 村 1
ぬ 両 町 Li 5
宍 喰 〝 1 5
也 茂 " 1
北 FL ′ノ 1
藍 住 " 1
板 野 " 1
上 野 〝 ∠ー
吉 野 " 1
上 成 〝 ワ 2
市 幼 〝 5 4
阿 波 〝 2
相 島 // 2 1 5 ○
川 島 // 2 1
山 川 " 1 1
木 昏 平 村 1 1 2 1
脇 町 う 1 1
美 馬 // 1 1 1
半 D] 〝 1
月 光 " 1 2
穴 吹 町 2 2
三 好 〝 1 1
池 田 〟 19 10 22 14
LJJ 妹 〟 1 2 5
井 川 〝 5 5 ll 15
三加茂 〝 1 5 4 5
西祖谷山村 1 1 5 ヒ ム
･-55-
裾祖谷山村部落別人口変化 (任登LJrCよる)
4 4 年 5 月 末 現 在 4 5年 1月 2 0 日現在
世帯数 男 女 汁 世常数 罰 女 計
久 保 東 42 115 1〕ーS 218 45 loヰ 100 20li
･久 保 西 42 9109 92 201 41 95! 89I 182
久 保 蔭 15 44i ノ17 91 14 59i 42 81
夢 舵 7 1占 15 51 7 14 15 51
菅 生 日 柿下 25 55 l 57 112 22 48事 55I 101
菅生 円浦赤 52 1口0 110 210 52 107 117 224
菅 J-fiL]浦 奥 7 120 17 57 7 1日 15 J<7.
名 頃 L'19 1〔IBI. 84 1くプZI 4占 ー1〔〕5 78179
菅生蔭奥 Stj 70: 5∈卜T 12fi 1`1 77 60157
L菅 生 -ti:t'rI 52暮 82i " 148I 52 59 4占1 105上 目■5? 12■9 154 265 52 119 12ロ 25rT.･九 鬼 12 55 2ム ムー 12 50 2占 54
中 上 22 75 56 129 2L 占dI 52 11とー
急 ケ 二'd 19 50 51 1〔〕1 18 59 44A a三_
l 林 1∩ '27 25 50 10 24 2 2I " 1
ト -ー-.･.一一- - .-J 阿 佐 24L -JD 占2 17.2l 24 /36 57l2.5
rT 味 15 55 291 占4 21 59一.5,175樫` 尾 52I 150l l5Jl Zる4 50 0ー8L124lZf.2小 川 48 12109 221 58 1之5一丁完了2占
新 居 屋 .riD 山E78I 1Ll4 5Gl 75 占8 1`1
栂 の 蜂 7 22 21LIB 7 22 2[) 42f
上 釣 非 TO 79 75152 50 75 71 l4i`
下 釣 井 19 5∩ 52 1b2 可 47 49 9占
今 井 l5 54 49 85 ･4i 12 15 25
4 4 年 5 月 末 現 在 I ･1 5年 1月 2 0r]現在
世帯数 男 女 計 世帯数 男 女 計
高 野 50 75 6-/ 142 27 84 59 125
小 島 1^5 99 102 2J1 46 88 101 189
佐 野 20 49 51 1U〔j 2〔1 45 4占 91
和 田 50 95 99 19▲! 50 8占 95 181
大 西 21 ム2 ムD 122 21 58 55 115
若 林 54 1Ud lCId ?l2 54 lU′ 1G7 214
大 枝 4〔一 88 lOl lt王9 4〔l 78 BLrl 1dd
下 浦 Ll'2 97 91 1/8 41 84 90 l7I^
京 上 55 R5 ム-/ ll,0 55 71 ･(､U lち5
下 瀬 上 Cー 2占 =9 t=b 10 24 :,_{) 55
下 瀬 ~-ド 52 71 70 1L',1 乙2 dd I:9 155
棄 梗 波 28 75 7L) 1J5 ニ8 占^ 乙占 1うG
薬 枝 奥 9 21 2占 4-/ 10 21 ZL 44
輿 ノ 井 22 54 55 99 21 50 52 102
l# 合 南 56 l59 140 27t′ ･dE 118 l25 241
落 合 西 49 121 159 2J,D 48 112 124 25L
落 合 東 18 57 ′t,d l J三 18 51 59 9O
深 淵 15 55 54 占7 12 22 -50 52
営 林 署 22 77 49 12占 4 占 ワ 8
動も多少あるもCJと思われ7_0
-万県内移動では択庁所在地の徳島市と,膿Sn'の通じる池田町がやや多い程度で他市町村は
さほどでもたい｡徳島市U,_7場合は転出'者の方が乙5倍ほど多いことからわかるように賃金労働
者 ,出凌ぎによる転出者がかな9多いと思われるC池田町の場合は転出者数がやや上回ってい
るものの転入者 もかなD多く存在する｡池田PTと托県道 ,バス路線などでつ-/1がってお D .局
辺では唯一の比較的経済 ,交通の発達 し･た地域で東祖谷山村は池田町の捷済bK組み込まれて
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いるOそのために仕軒を追いかけて移動 .いわゆる転勤が大部分であろうと推定さTlるC
次tで東祖谷LH村の部落別の世帯数 ,人口数の変化を.･検討 Lてみる.煎祖谷山村は 4占の部落
に分れるがそこつうち約 10ケ月の尚に増加を示 しているJ.A)はわずかvt占部孫であ D .それもと
く少数の人口増加でLかT=Ll.一1-方減少しているの(r159部落 (変化71-し:1部落 )で減少C)
仕方も赦減から放減-35でさまざまである､｡そC)うち特 に減少CJ激 LL′･i1滴 は営林署 ,元井 ,今
井 ,若林 (発冠所 ),採納 .釜ケ谷 ,菅生酢であk･O営林敏か特L/C減少が著 しいが ,これは季
節的TJ変化てあろうと思わ,TlムOすなわち冬期には林簡労働部 )lそれぞれ(/j居住地に帰還 した
ためつ減少であろうDその他今井部落が改源 していふか原E如ま不明であるO これ らの都政比い
ずれも県道から(riすれた急斜面上に立地 しているo これLr.t生活環境の不便さのため ,また生産
蒔盤が薄弱なた:,LJlに ,Ji満に便利Tl.都市部で苦労 して もと離村を決める:T)であろうと思われるC.
5 理由別移動状況
刑由別移動附 兄左裾IみてJH L｡ これ位よれば職業t,'C上る移動 ,すなわち就隙 ,転勤 ,松謙
t,tIよる転HL.jfl･かほとんどを占めているQ･7-して転勤 ,転菜 たど(a(-:Lって世帯主が移動するvDに
埋 由 別 移 動 状 況 (44年 )
｣
1 位 入基 転 出
男 女. 汁 男 女 汁
転 勤 , 転 諾 59 ld 55 l lUFJ I.i 127
就 職 5 ZJ lj 占8 dS 15三,
就 学 , 卒 業 1 1 .■1 lb 1ー '27
結 桁 , 離 解 0 占 占 1 19 Z〔ー
1世帯主O移動に伴 うもの 70 46 lld 207 lB8 5(75
Iそ の 他 i 15 15 2ム 占 lO lb
伴 う家族の移動も多い割合!･uYってい,7_,｡-fIの他社全特有の老令 ,柄気による移動が少数なが
ら存在 しているO こ6-,うち就敬による転出の割/rTか同年令の者の数V(C比べて高 くTEっているか ,
これは地元(,こ就職するところがなL^からであるO との若年噺の洗他姓地域社会の崩蛾を表 して
お El ,過疎地域1/t共通75社会閃電 となってレーること抹周知の郡安であるC.
次に産業別(Jj転出状況を調べてみるO次の表は転出前と転出後の職業に分けてのせてあるが ,
これによると転出前はBを13g:-･,林業 ,サービス業に従事 していた者が多いが軽業構成の割合から
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措 某 別 転 け. 状 況 (4 .^午 )
転 出 前 l 転 出 後
刀 女 .汁 輿 女 計
戯 菜 58 19 57 5 5 8
林 業 , 狩 猟 某 L!8 1 .19 7'J4 lJ 5L,175建 設 業 21 4 フ E. 1 4
製 造 業 1J 7■ 占 152 azi 25占
卸 売 . 小 売 某 7 占 15 19 ld 55
迦 輸 , 油 伝 某 4 1 5 ll 1 2ー
サ ー ビ ス 諜 '-占 18 ミ J. ld 45 ()llL5公 劫 ~14 い~一T -Ll /:L 15 □
で く⊃ 他 251 ?.'ム=L1.li ｣11J- 77 1′ーu _'157
転出者で仕:_liに従･iLLでし-I:･jい宕Gj移動
罪 杏 暮 計
学 生 21'i 14I55占 三9 7J/. ●75
ri<- 那 2 72 7Ll 0 -/占 7/)
老 令 A 5 ウ 4 (, 10
病 気 1 う ～ 1 5 A
そ の 他 52 58 ! 7G .7')ち 41 74
みると林業 .サービス業が特に転出者が多い′〕林乳 つ場合I.TL大態の労働力が必頃Tr,訓r一若年層
の洗出に上る労働力不足 .サービス業の場合は人口の減少(･'Cよゥて成D立たTEく'lrふためと推
定されるO
転出･後の職菜は圧倒的に製造業従:!打者が多い,J これ比布市部,D賃金労働者として穀造X･-戟
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搬するためであろう｡その他の帯が減少し _
ているが ,これは学卒者の新規就職を加え
ても減少が大きしへO このこと紘都市での生
活の苦しさ｡rJため新たに労働力になる数が
だいぶ含7tれていると思われるC
そこで仕事に従都していない者の移動状
況を検討してみると転出前と転出後で比,
学生数が大輔に淑少しているOこれはもち
/_'ん学卒者の就職に上る碑少であろう｡そ
の他前述 した上うに老台 ,病気などという
山村社会特有の移動がみられる0
J1
4 年令別移動状況
年令別移動状況をみる前に年令別の人口
比率をみ･BことにすL⊃ことで比徳島県と
比較したが ,全国平均と比べてみると15
-59才盾で全国平均を下回 ガ ,その他の
年令で上回ってレ､るOそのうちで特に差が
大きいDは5-14
才で2倍近く蔑視
谷山村の方が多く,
15- 2†才でだ
いぶ少なく71･ゥて
か9.15- 24
才で t^ほどしか
ない｡このことか
らでも過疎地域の
特赦i･よく表わし
ている｡
ここで年令別の
移動状況を調べて
L
年令別人口比率 ( 4 0年 )
徳 島 県 東祖谷山村
0- 4才 7.5 8.5.
5.- 9 〝 8.a lil+ち
10- 14 // ll,0 1:､.占
15.-19// 10,5 5.7
20- 24 〝 6.4 5.A
25～ 29 〝 8.7 6.2
50～ 54 // 7.8 7.7
55- 59〟 7.9 7.7
4〔】- 44 〝 6.5 7.8
45- 49// 5.ち 5.0
50- 54/I 5.1 I4 ′l
55- 59// 4.ム 4.0
占G～ dL!〝 4_1 5.5
ム 5- 89/ 5_5 5.1
70～ 74 〟 7.2 2_5
75才～ 2.9 50
計 100_0 100.∫- _｣
年 令 別 移 動 状 況 (44年)
転 入 転 ヨ
男 女 計 男 女 ; 計
ロ～ 14才 lA 5 19 L17 47 94
15- 19才 20 16 5占 l9占 129 525
20- 24才 55 Lf) 占9 40 59 79
25- 29才 15 1D 25 25 55 占0
5O- .54才 12 TJ 15 54 24 58
55- 59才 10 1 ll 22 15 55
4ロー 54才 22 8 50 28 12 40
55才～ 4 5 9 10 12 22
みることにする｡前m',=ヲ考を示 したがこれによ･J-･Lと転入者では 20- 24才が多 く ,転入者で
性 15- 19才が庸端に多く在ってhZIo転入者のこO層忙転勤によるもので去ろうと思われ
るo転出者の 15- 19才の層の着払学卒%FL,款軌 こ上るものであろうと思われるG
5 t と め
日本経済の急激な発展性産業構造の矛盾左生 じさせ.特に山矧 =^集約的に薪在化させその地
域住民の苦巌をますます深めてれも｡搬村できたい･住民層虻ほとんどが零細不安定兼業を営ん
でか D ,彼らは藤村ナ7=･軒も .能力石:有しない中高年hlであD ,鼻炎-.土工 ,林業,労務7i中心
として村内労蛎者階牌として ,山内社会CJ_I)底辺にとど卓→ている.〕山村の中でも公務などの職
員勤栃 ,商#･,建設英などの比較的安確した取乱i少･'Jhc革家触杓の場合勘i'#細尉よ12む
しろ中,高層を中心としているが ,Hl壌きI.'Cよる都I群と(7)接触から出稼 ぎ先に定着して都市部
の単純肉体労働者階層として落ち着くこととなるCT/､ずれにしても山村住民の撫村に比国家に
上る何らFL)保護も施策もなく ,外から(_?巨大な力に対してti:.民が個 バ々ラパラにこれに対処し
ているのみであるo以上のよう'((社会的条件からl糾す世帯:')増加は僻遠で生活条件が悪 く ,経
済的 ,文化的Jlc恵iれない束祖谷山村t,C･16lL,1てはむしろ当然のT=りゆきであるといえようO
(′J､ 野 利 朗 )
Ⅱ 神 谷 の 農 業
- 農 作 物 を 小 心 と し て 一i一
自給在日樵とした岨谷の煉菜には ,山村共通の陣欝が横たわっている｡狭い聖職を殻大取に利用
するため .慣斜地の耕地はたんぎく型l′〔細分されてVl晶｡ 1920年(大正9年)に東祖谷山村の
久保まで板谷街道が開通して外部との交渉か盛んとたる寸では .Bを民は自給体制を余俄r_くされたO
ききんにそなえるため ,ききんにつよいひえなつくD,i-Jえ立てというも(,)をつくDそれにひえを
たくわえでいた｡耕地仕すべて-毛田で ,水田CDrJと'Lど,1:階段状の棚田で .自然流水をかんかい
水として利用している所てLrl,賀作の利用は不可能である_わずかの耕地両横だけでは当然生活や
軌て不足をきたすため ,周辺の山林を焼畑とLて札剛づ五倍向が磯くならざるをえなかった｡鮒
は最初そばをつくったので rそば山｣とも呼ばれ ,翌年に咋ひえを,7%'らにだいずなつくD .5作
かすむとみつまたを植えることが多か.,た.みつまたも三脚 .tど収かくすると地力が衷えるので ,
ふたたび山林にもどした｡おもに杉を植えてしヘム｡ しかしこのみつまたも以前から栽培引 1一ていた
もので抹なく,1897年 (明治50年 )ころに移椎尊れているので本来の旋畑拭 .食料生産たけ
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に使用されていたといえZlo旋畑だ家から遠く,労働も激 しいので .現在では放棄され山林化 して
いる｡ てtた荒れ地 とT=19でいるところも多し､o
(衷 1) 恐作物#,培比率 (PL.J41150年 )
作 物 酢岨'61山村 東祖谷山村 作 物 西祖谷山村 煎机谷山村
…一.水 稲 59 5094 Je-つ まレ､も 99tJH/6 99
大 麦 50 じゃが レゝ も 9977つつシうム1占5I
裸 麦 9ー さ と い
小 麦 RLt 81 ･r= 1 ム9
とうもろこし 70 dO 1. き ゆ う L) 1 5599l I
あ わ 657844 32 か た ち や
-,q ひ 84 た レヽ こ ん
そ ば 70 か ぶ
大 豆 87 ご ぼ う
あ ず き 77 に ん じ ん
た ば こ 79 J ね ぎ
Rl75和50年0位作物哉培比率の蓑をみてみると,米麦 ,さつまいも,じIT･かいも ,だいこんなど
食料出作物技いすかJ)村にもほとんど,どの戯家i･'Cよっても栽培されてお D ,食料-lr確陳 Lていた
･つてあそ/)｡刺 Fl谷山村では ,米麦の他 ,あわ .さび ,そば ,あず きなどが多くの出家!^=上D載増
せ-:っれ7:いるのは主食の代帝作物としての塞苛性がしられるO又同地域の隔絶皮の楕坪と考え られ
/-1o
換金作物として ,祖谷では襲たばこ.みつまた ,こんに･rTくいも.茶などを栴えている｡葉たば
こについては ,文化 ,文政 (1804- 1829)のころに結束祖谷の京上でお歪たば こが知 られ
ているようV-,早くから判増され ,人の肩によって運搬ざれる商品作物として ,みつまたとともに
預要であったOすなわち薄政後期 ,商品経済の発達に伴7;J:い ,この地域では ,r阿波廉｣と呼ばれ
る在来種がやかん('L-我増されるようにTJゥたO このように栽培 もさかんにな.,た原因としてこの地
域の日放的条件の適合があげられJtloナ7T=わち ,阿波薬は ,土耕作用が大きく作用し,津の含有率
が高く,土集の厚さがそれほど厚く孜く,水壮けO.th傾斜地t^C良賓の原料葉が-Cきるとされてい
るo この点結晶片岩から成る西阿波の憤斜地に好できの条件をそTlえた土毅のあることが阿波薬の
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(衷 2)
-Toa㌔ 窒 東 祖 谷 山 村 西 祖 谷 山 村
､㌃ 蒜､ -ミ 職 和己5年 59年 42年 A.5年 昭 和29年 剛 和55年 59年 42年 45年
-水 稲 ム0 48_9 Jl6 Il° 51 dD - ′18 48
148 150 197 197 149 - 20口 'ZrJJj
陸 稲 7 ll.5 15 1_I I+ 7 - 15 ll
110 100 192 1.?.1 llG - 178 12占
小 麦 19 - 占 ノ1ソ1 19.1 1う - 7 ln245 178 199 1す う 1ナミロ
ヒ ー ル 変 - - 0 - - - - -25〔】 -
裸 麦 2'}7 178.7 171 1日巳 11∠ユ､7 17占 - 114 l.??
20() 150 15Fi 1.18 211 - 15口 159
さ ゆ う i) 1 - 1 - 1 - つ一■1-/□口 -1三LL. l7ロrl 15.LlrJ
と 盲 と 0 - [11.lit;.lj - - □ - D --.■10nLl 1LH〕(〕 155r)
V:ん じ ん 1 1 1 - - I - 1 -
1〔J25 80[ー 55Ll - - 102.`5 - 5lI.Cl -
き ゃ ベ つ 0 /1 1 〔l ld7｢ 1160 - 1占5(Ljど,LL_lT: - ll-)DU - うLOL:
結球白 菜 l - 1in)LT)D 1 - 14DO - ′｢⊥180r) Ll,i)1500 2/CIロf -
大 根 ll - 10 - l〔)./:i ll - 10 -1227 190n - 2〔)/3Li l85
大 豆 4占 55.^i 2日 2_,l 15_2 52107_ - 2L7 259100 12【〕 llU 与5 - 11t〕
小 豆 52 ZL8 - ∫ '22 - - -
1〔ー5 10Ci - - l15 - -
甘 清 71 .105 50 - 1718.7 97 - 54 -
1三'62 85〔l 12'9O - - ll,i.575 - 12ウ【〕 -春馬れレ､しよ 55 L1_5 ムrl TJ占_9 ら占
1051 700 l2P,□ - 1155 - 128□ -
く D 1 - 5｢〕 7口 - D - 占う 14〔〕
1 - 1-/ 担,占 - 1 - 18 -
こんに JP,く 51口5L】 - ,44 - - 15 - 15 -127〔) 112 12.0
た ば こ tL1 45.2 - E,/ユ - 58 - - 18
178 259 - Tf 2 5 1 - 201 - - 25占
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盛行を助長したと思われZ. 又多くの労働力Ii_.必零 とL,他の作b T:,二比べて労働生産性が低いo L
かL.再発刊下の葉たばこの栽培は ,ばし1しょう金か確実に入手でき,しかも手持ちや金はなくても
栽培が可能であるところから焚盤に虹好て吾の作物であD ,他作 ,代替作物もなく,しかも貧農の
多い西阿波でその自然的条件を利 Lて濃 く ,かつ広 く集たばこの我増がつ･jけられているものと解
すべきであろう0位近で吐 ,ひじように減らてい/p.それというCT,も比較的多 くの労働力を要する
作物であD72がらも,山間地特有の労軸力流出忙ともなレ､漸次栄過の傾向をたどっているO京上付
近で(t:i,10年 ぐらいせえからほとんど放棄されているO タ,くコの作付をみてみると .2月に酋拓
に宙-,hJ,'えられ ,5月∫-なり本如-移され,8f='Cか9とられ ,20日間 ぐらい天井につD ,'&･そ
T)され.らoそして調卑 し,納仰せ 12月ころである｡点上付近で(ri,納付所が下敵であったが ,学
校ができふということもあD ,今では一宇Ijrかニト.'てしつるv l反あたりC)収入は ,14- 15万円
,とい':ことだが ,何 -Lろ労働力を必嬰とするため上記の理由によP ,今ではなされていない｡東祖
谷L肘 におけE,タ/くコの推移を調べてみAと ,衷 2-こみ られる上う(I/E,聯和 55年と榔和 !･51年と
-1･比べてみると.作付面郡で比織っているにもかかわらず ,1Da当O収かく忠紘ふえていること
から,もろ程度礁約化さIlできていることがわかる｡西祖谷山村(T一おいでも,同様のことがいえる〔
工芸作物ではその他こんに†くが栽培されてし1/:,が ,その濃もふえている.桑の栽培は ,以前には
祖掛,I机へてLiかいむであったQ兼たばこの磯培が直接兼蚕に額を与えZlことの外にきわめて多く
(71r)1動力71･必要とする非たばこ栽幣が労力配分の上から戟桑 ,並蚕を不可能-hらしめるもので ,祝
谷でJI'すかにも こゝなわれてい7_.査蚕をみても,並蚕収海率がはるかに夏秋蚕収まゆ高を上まわって
i,-､るっ岨わ地方 C春蚕卓越の現象をみることも黄たばこ栽培が夏季の労働力を吸収L夏軟遜飼育の
困難をことを示 しているとしへえるoLかし2-5年前から桑の栽培がか こrわれてきたCこれはや
拭D発たばこ栽培の減少lcよるものであろう｡祖谷における秦の推移をみてみると,東祖谷では ,
位近わずかで結あるが ,行T=われるようになったとはいえ ,かV,むに近い状たいである｡これに対
(寅 5) 養 蚕
桑園両税1Da 脱背戸敷戸 掃立瀬数箱 収 葡 Jt-liL kg
総 舟 10a当D 1箱当D5-0十5
東祖谷山村 耶和 55年 4 5 占 182 LI5.5
4二年 0 1 2 占9 0 54.5
西祖谷山村 昭和 55年 75 50 占5 1712 25.5 26,5
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して丙細谷で托 ,醐n55年と昭和 45年と比べてLふえでいることから.最近ひじょうt,Cさかんに
てみると.東祖谷では ,水稲托 ,作付両税'ほ 占□haから･三占/'aへと減っているにもかかわらず,lO
aLT,たD収種ilLでは逆に増加している｡西祖谷にかいて も同じような傾向にある｡ この点集約化が
すすんでいるようL/C-[患える,ノ麦粗で姓 ,撫麦/･J,さかん結枕培されているが ,近年わずかではあるか
減ってい;-1｡小安も械 bつつあD,一般に讃軌 工蘇-,てし′ゝムようL,.あるOその他 .大豆 ,廿しょ,
春馬れいLよか4,く栽培されてL,て主食をかきな-ているようである｡野菜類(r:[, 1反あたDの収
睡如 上ふえ-L'1,.リ ,これからの作物TJ,亡うである,J光蛸軸て虹 ,くi)C)変化-止みてみ/bと,船舶 ,J5
年の Ihaか ら職制 J･5年の L/qil.,Lと急奴にふえていふことがわかる｡西iL･/fTにおいても何様,.i)こと
かい,{:1る､.これ比ひじょうiてけんちょであるC._甫幽谷に･[ノ小 てるTt,今までは個人で就培-されてし,,た
が ,蝦近(ri国牡に1-･7°パイロサト群等L'･_r)もとに薬園が-J･くられた りして ,その結果さかんに軌増さ
れるようにたった ものである｡.
(表 4) 販允耕 l位 の鵜作 物 別は変数vJ百分率 (19bS)
棉I 菱餅 稚芋類野菜節果梅柿工芸作物払 木i 左膝 その他〇番虚 粒 査 十＼■他 放棄{D組数
空 目亘 0 1 22079l1 1 rJI巨 】 14 口.5 ′｢∫_1 5 9 jT)西祖谷山村 ｢ .T+0_515Ii ■ 2P. 71
(蓑 5) 1,t軽 業 粗 JiF 産 祈 (単位 10万円)
野菜 巣町 議 I種市苗木 響 !餌 畜産
5t. -｢ pTD, LJ ?lS 1 57
li=T;:Ll .i-き 82-7 占5 l占占5 0 =JrJl
I
束祖谷 剛55
山 村 L32
西祖谷山 村 昭 55
栄 麦類 祥穀1豆梼 I芋短
占L/ 1∠｣9 95 ll.ち
占占 ｢
次に比 ,販売額 ,戯菜粗生産節の面からみてみると,東祖谷 .西祖谷とも工芸作物i/C依存 してい
ることがわかる｡表 5L,I:みられるようVこ,昭和 55年と昭和 42年とを比べてみた場合 ,両村t,てお
いても麦板たけが減少 している｡束祖谷と粥祖谷とのもかいは養蚕であるO西祖谷D方がさかんで
あることがわかる｡このようlたことは ,収か く辞S,作付面机の推移をみてもいえることである｡そ
-LIE-
れから注目されるのl-i.両村 とも瀬近代畜洋に力Li.いれてい7-1ことがナノかるO凄占をみても寸･,かふ
ように ,数J/f一献まで4-･t肉牛を多くか-'ていたが ,蝦近それが-ってきて ,5- 4年-生えから乳牛が
かわれたした｡事実源('C恵まれた頚掛 であるため ,それを利用した粗飼料を主体に乳用牛 ,肉用牛
∫
(衰 6)
乳 用 牛 肉 牛 豚
束祖谷山村 戸 数 - 10 55口 570 1 :]
疏羽数 - ilo 5日? 45rJ 1
拍祖谷山村 戸 数 2 10 45Ij 58CJ ∩ U
5 5*
55占
11 2ー
440
1435
.かかわれる(つも.もっともであろうO最近では ,凍板谷rLかV･て結 ,久保蔭地区での草地改良邪菜 .
あるいは ,内山地区での収得,!イロサト茄範等に上i)どんどん草地,1Ji造成-され .それにとも別,､乳
午 ,和牛が導入されている, このた叫 旺 乳牛カ'ふえて きているO又去 るより蔑視i'iで結,題弟 も
さかんにかこ'f=わTILていることかわかるっ
租税′二i-いては ,Ei捻出家か多く,品軌つ故老と主,わせて安定増収を仕からなければならTL･L.､
又水田面掛 ･亡ついては ,県道 ,PL,Ya道吉野川北岸出凍用水等の工lJrt,でエ9減少が予想されているO麦
･klで打 ,諌麦かちか/A:C油槽音かでかDあまb教化はみられないようも しかしここでの裸麦Q･1品
罰等か悪し･ため将来tiビー′レ変に作付艦換するELlとが計画されている｡小麦妊現状とあまDかわら
ないようであるっ雑穀及び大宝寺 もある程度栽培ずれてけいるが ,これらは自給用(I:,域-1上すぎず ,
これから(,iL山間そ-さいや籍産等Tiど,有利孜換金作物L/C切.bかえられていくそうだ.そIさいにつレ､
では .夏期比較的冷涼で夏そさいの載増に適してかD,従来も栽培がこころみられ良品が生産され
たが酌 む形成までに,至らなかった｡ これ代や結り交通轍鮒の不便なため .流通部両が効率的打運用
されたかったためである｡特用作物のたば こは前にもい､ったように構ばレゝ且つづけ ,Gl･近刊-1労働
力がいろことから放棄され液少 しているoそのため .束祖谷では ,金の入13やすい,土木労働つま
り原始林をきったD,河川 ,道路の改修工弔,などに従耕 したD,又出かせ ぎにでたDして .過疎地
域としての現実を示しているoそのため京上付近で拙 ,米や野菜をつくるよDも累って食べる人々
もふえでいろようであるo これからの祖谷の虚業をいじしていくため拓結 ,股近おこなわれている
ように ,塑宵孜林地 ,草地等を閃こんして粟園 ,茶園の集団産地の育戒あるいkt山間耗菜の振 こう,
文吉農村泊しても,草地造成に上り.乳牛 .肉牛を帝人し,生乳の生産Trどなかこをう畜産田地の
-4d-
育成等K より4-!･印的複合則ヒ.熊的化をかこたっていかT=吋九はモらTL.{･OそのためJrC(rl,まず交
通面の改善を行レ1.流通O近代化がはかられること,i:必要であろうo
(矢 吹 謙 郎 )
Ⅳ 花 谷 の 林 業
1 枚 軌
東祖谷川 寸の森林而鍛仕表 1を見てもわかる⊥うiJI21482へクタ-ルで .全面秘22.85t,
ヘクタールの実に 94口蕗を占めているO こr･3ことからいかにこの杓で比林野両者Lが広 く,林
課がこLT)村の経書削′/:絶対的TJウエートTJ,i･占.めてレ JE'ことか容易にわかるたろFJ｡
謎こ 1 土 地 利 用 つ 状 況 (単位 JLa)
田 畑 如 圃 地 I章節 野潜適地軒 高嘉畑 桑 畑 果桁盲て首 領
i:,2 森 林 形 態
19ム 5年&･箕 七 ･/サス
その内わけは国都†t1777ヘクタール ,私有林 12,日 シムヘ
クタール .公有林 占09へク)I-ルで .それそ才11･0.9啓,5815
帝,2.8解と在 り.府有林の占めるウエーー トか意外に縞V,｡そし
て邦:ji布林(,-L.現在t_げ かしか残っていないOつまりその而折紙
占OI/ヘクタール ,そ(⊃#壬冊数 占.利用形態は共同にTA,っているO
次に保有LLJ林規模別嬢家数を袈 5でみる｡
表 5 保 有 山 林 規 推 別 鵜 家 数
総 数 0.1-1lziJ 1- 5/氾 ti-1OITa 10-20hzl 20-5Oha 50ha以上
19ム5年出雅七 '/サス
1アール～ 1ヘクタールまでの所有者が 2?-8倦 ,1ヘクタールから5ヘクタールまでが
54.1帝 ,5- 10ヘクタールが 9-2多 .10一タタール以上か 占･1留と72ゥてお9.17づレ
-J17-
か ら5ヘ クタールまでの ,いわゆる小規模常常の脚が圧倒的に多い｡i=･は りこJlは昔の地主 と
の関係が深く,昔庄屋とか地主であったものは現在 も所有両群は広いO最も広レ}ものは 8Uへ
ク.19-ル以上L,'Cも登･DでいるOここで ,その内 ,地域外所有者が 9 5戸あD,その保有する而
机は 2.占5 4Jlaで全民有林の 20 8帝を占めてL,ることもみのがせT=いととだろうo
林業就其者の動向は昭和 50- 4□年にかいて 1.1i7名減少している｡盲た中学卒業者の
うち村内在住者は海年7与賂前後であD,若い人は殆ん とが出複に三重 .岐阜 ,鳥板方面-林菜
労務者 として出てt/1ることなどか ら林業就諜者の老令化の傾向が現われ.こいる,Jこのような就
業状況7T=どから生碓活動は 25名からなる労勅&.'Z斑を組織 している森林組合が中心(,Cやって
いる｡ しかし労預者の不足か ら ,労稗淡紘有名無実TjC在って卦D,必管な時に組合長をかきあ
っH)てまかなってViあのが現状であるo以上の .Lうに木村にかける林業がゆき-)'1り状態にな
っていた時 ,昭和 40年･'.{林英榔逓改脊新顔-51両が適用され7to .
L. _
2 林産物J牛.産状況
素材を見てみる
と ,昭和 55年に
減少 しているが ,
昭和 42年度実決
を見るとLtO.500
卯 と 59年の
29.1DO卯に比べ
望t,Cdu虜以上も
千.
讃 4 : 生 庄 状 況 の 推 移
慈 材 蘇 木 炭 しい た け
PT純一王lA丁年 55.9lJO〝〆 75DIか 7Ut HJ,E3/;g
55 29こUf_0 1.1〔)D 100 2dd
58 28.2dC O 9d 186
59 29.1〔】0 0 dO 910
42 49.5DO 5LOGO束 I 12 5〔)o
常祖谷山村調査
坤加 しているO こ
れは林薬構造故事計両の成盟があらわれていること抹い うまでもないだろう｡その樹種は杉が
8割近 くを占め ,ひのき .ブナがこ.わに続いてレ､右が ,これ らは 1割にも達 していない.杉が
圧倒的であるのはやはD土質にあっているのであろうOそ して素材の仕向先姓 ,用材としては ,
徳島県原木市場- 20虜 .愛竣県三島市 ,及び川之江市-バ′レブ材として 70多 .特殊材 (ブ
ナ ,ミズノ)10割ま京阪神へ出荷されている.又 ,こ,D村には .諾要 と供給のバランスがと
れ夜し､ことから魁材加工築者/はなく.徳島市 ,池田町 ,香川県及び愛姓県よD製品な購入して
いる0
第材以外の林産物 としては ,しいたけ ,木炭 ,薪 ,こうそ ,みつまたなどがあるO この中で
特t'C力を入れているの比しいたけであるo この地域紙従来 より天然8,塔の しいたけが若干あっ
一･48-
たか ,昭和28年頃から種市cI)普及1.,CエbLレたけ栽培の方向に進展 して ,2_9年に生産戸数
は 50戸とTLD生産1止も生しいたけ780kg,乾燥 しいたけ 15CA･qK7Cったか ,技術と生産
施設の欠除 ,及ひ販売態勢の不備によ9日家消費と一部村内の需要i･満たしているに過ぎTrか
った｡そこで現在 ,林業構造故事市非にエt)奨励中である0
5 造 林
全国的な他向として大正期や職和初凪は殆んど天然造林であったが ,戦後技伐採息の過多に
上Dtiけ山が増加 した為 ,由の対策として人工逝林か行われ/L'ようになった｡ こCr-)村でも例に
もれず人工造林がなされてきているO特ケこ44年､ニ徳島県池田炎林水務所が出した凸林藁振典
計画,D中で ,各町村ことに伐採且に合った造林を行 うことを示しも そのEl的は ,拡大造林を
重点として補助 ,融戦 .分収制度の活用によiO,昭和 LL〕年度末までに ,町内民有林C)人工造
林を 70多とすることであ少,その方法比 ,偉良種苗の確保 ,造林技術の向上-/i･虻かD,当面
5ヶ年の造林計画に上って効率的Tx人工造林をするとめる.
さて衰 5･占虻東祖谷山杓cJ造林計画とそ= こ対する実鉄であ7_,｡ 一
乗 5
現 況 臼 擦
森林 両 税 昭和 く2年末 人 工林 人工林 率 醐 仙 n 年 末 . t1li和 占0 年 末1人工林面夙 人 工林率 人 工 林面8-l 人 工 林 串
戯林業振興計由 (池Fl袋林事故所 )
衷 占 造 林 サ Gi.
町:和44年度計画 附和 4′一年倍額門 計画t.IT対する達成率 - 44竺蒜 T
再 紘 1ー 才ー'-T 紘 再 紘 人 口林 串
L )内は 4う年艇末人工林率
免許策振興計画案掛必
実軌 土44年度分しかないが ,これをみてみると,達成率托 158･2%と計画を大書削く上せ
わつてレ､るOそして人工林率は50.占蕗と前年D4614%と比べ 4･2留も増加 しているO この
率でい くと昭和 占0年度末幻75索を達成することは十分可能でもZ_-｡ しかし,ここで間掛 こ
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7:･るのは労働力の不足で･IM710在村労力の帝少により椎え手がTrい ,あるいけ ,植えても後の
世話ができない･Dで紘ないかと思われる｡つまb労働者の確侍が必零になる｡この間額の解決
に閑.係老壮力を入れる必要があろうo
さて,造林苗木は杉か殆んとでその他ひのきがある｡そして ,この村に植えるものは地区内
で作っていて ,1年に約 1C0万本で ,そのうち40万-50万かこの村Ci)山に出ているOそ
してそれ(rj:森林組合から分けてもらうエうになってLへる,又植林する人にQ-i1ha当D4万円の
造林補助金が .国から8割 ,鼎から2割の割合で出されているそうだ0
4 林業構造改善耶業計画
今まで .この耶薬について出てきているので ,ここでとの職 の基本的75:ことを簡単にふれ
てかくこと!,rするO
こnl1億 仕出林家の経常規模の拡大と&.常の合理化を企図し,恒続的林業生産に到達すZ一寸
て○問 ,しいたけ生6(lてよる短期収入 ,及び煉林家外収入のおおむねを占める林菜労務等の組
雑的活用畑 工か右など(′つ視点にたって計画されたも･73で ,この為 ,木Tl発け次の4つのTli菜を
基本プラ'針としたD
(1) 経営基奴くつ充実
-&村に拭 ,大正 10年に入会林野を整理 した村,F.駿L?部落有林があるが ,こ:.つうちム07
hdI':ついてrt入会利用が残 り .その実態仕粗放に利用され ,造林も皆無の状態である,Dで,
これを楼会tJ'こ整理 し約半数の50(3,'taを権利者に払下げ記名共有として協業体を作b造林o
推進をはか 乙｡
(2)生産基蛙L;∋せ備
･'木内の既設林道状況は民有林野面戟 12.占占9haで.林道開設延長 15.9kJRであbha当b
I,つ密度 1･09mである｡本邸薬で奥･7)井線 1.7dq,T!.大枝線 1.0-i0m ,佐野線 8Oum
',i･開設する｡ ･
(5) 斬本渡偏の高度化
州 森林組剣,Cti2班 25名の労務班があ9年間態材 1.200秒･の受託をしているが ,この
労砕米に簡易索道 .チェソソー .トラゥク等cJ僚械装備を･なし,地区内素材生産混 50.00口
7nBcつ 1ち射て当る4･D0n脚を受託する外 ,造林については ,下刈株 4台な肝入し,現在
45haの･受託左 15haまで編める,
(p) 本村のしいたけ生産髄は ,年間 ,生 7801･g.乾燥 1501gであるが .この品慣性良好
であり.気候条件もよく,原木もきわめて豊富であるOそこでこの生産地形成を目指し,
-5n一･
5協業体 占2人が主･)こ7tって生産施設を虎促 し,乾燥 しいたけ 11.2501･9.生 しいたけ
4･500kgを生産し .生しレ､たけは地区内使用にあて .乾燥 しいたけ虻 ,森林組合を通 じ
て ,阪神市場-出荷するO
(4) 協薬の推進
前記各節集を円滑tI'C行なうため .組合労動跳LD連結用*- トノくイ 1台と.測地等具一式を
僻入する｡
以上がこ/Jj非難の基本方針である｡
Ⅴ 交 通 路 の 変 遷 ▲
束祖谷山村は ,四国の中央 ,剣山,J山触らに抱か41:i,東西 24-2払 ,南北9 11･P,･の完全な凸字
形をした横式的なLl_t村であるQそこでこの村!,-訓 ナる .各 こ谷とr.;D交a･.-I,古来 ,tiJ迫･/-利用する
はかなかったO村から外部に出で .･,くのJ.I-1峠越え-1l･Lモi一九仕7.らず ,部落問の行き来 も山道左上
I,たDかDた13してレ､たOそLJjような訳で峠道は ,こ _,fl∴も､ける荘重7T=交通路であった,Jそこで
これから峠道を4方面から眺めて見7_･.｡
&)西北力 (水ノロ峠 (1,lldm )
～
t
落 合 峠 (1.519W.I)
按 教 練 (1,L12 1m )
水ノロ峠は ,今でも小祖frの人々には ･^切モ出航でもD .又相当昔から使われていたことか
想像されてレ､るO浅数峠 と落合帆,:i,古来 ,缶畦.+Jらつ塩の行商 ,i)i,I,Lは ,隣村の加茂村 (
現在の三加茂町 )まできていた塩を村民がか .^･t/r行毎帰 りす'1時など特に韮要TL道でLT).Dたt,
i) 東北方面 兄 の 越 (1.105m)
小 島 峠 (1..日 5〔りlJ)
rjiC_つ越｣は剣山oj北中腹にあ9,穀も古 く多 く使われたといわれてい7-･O｢小島峠｣kt全
く菅生 ,名頃の人 の々ための峠とレ､ってよいだ'ろ) ｡即ち落合以東の人々はすべてこ'D掛'(よ
って里分の地方と交渉してきたのてある｡
① 両方面 京 柱 峠
土佐へ出る道 とLてあったか ,現8.は荒醸 してLiゥている,
㊨ 村内交通
村内交通は主として山道を使用 していた,そ して渓谷を渡るにI.はかずら稀を･わたっていた0
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このかずら橋比視谷川(/C15ありたらL-い7);,耐久力がTEく,年がたつにつれ材料の rシ-ー,ク
チカ;<ラ｣が無く721'た(Dで,明治中期から大正の初めにかけ順次鉄線瑞に代 り,現在吐西祖
谷山尊徳K lつ残るのみ推定IDているoそして今や名勝保存の意味でしかなくなっているO
以上のように藩政時代エD使われていた峠道紘大 した変化Q:1なく,利用すべき道は大体両様であ
って .谷と谷との交通壮非常に狭 く ,又 ,他村に出る把比必ず 1.00cm以上の峠をこさればなら
JTいという不便さであったo Lかしこのように不便であったこの本にも.交過上 .かっ舌的なこと
がL･こった｡す複わち大正9年に完成した祖谷街道の開通であるO この街道拭 ,三縦 ,東西祖谷山
の5村組合平楽 として ,姐谷川の北掛で幅 5mの道か作 られたものであるOそして現在では木材を
満載 した トラyクが〔†んはんに通 D.又 ,池田から毎日5回の往復バスが通ってレ1るO これrLエゥ
てやっとこの村にも近代文化が入ってきたのであるo
iJ (菅 田 徹 )
VI 神 谷地方 の堰 興 と開発
祝谷の撮興と触発を考えるには .せず現状をみなければ72ら72い7t'ろう｡先(,Cも人口動態のとこ
ろでみ/tように ,祖谷では近年人口流出が特に激しい｡鼻漁村で一般的にみられる過酎 ヒの現象が
原著に現われてきていることである｡
このような現状であるから.振興と開発を計るiR:紘 ,せず第-I,{過酎 ヒなくいとめる施策が必要
であるというのが現地の人 の々考えのようで為る｡
現在昭和 44年度から適用された山村振興法の計画が進行 しているo LかL.現地の人はこれら
に堪 られた計画が実行されるのは耳んでいるようであるが ,必ずしもそれに期待をもっているとか ,
それに上D過疎化がくいとめられるとは思.'-L'Lへないようであるo
以下 ,振興と開発に的する事柄 ,問題点を東祖谷山村を中心にして考察してみることにする｡
Il経済的条件
昭和 45年現在の状況をみると,農林家 1戸当Dの所得は 525.000円 ,1人当Dの所得
は 87･000円であるo これは同県平均 815.000Plと奇比べてみると占4.5頭 ,1人当D
県平均 188･000円の46･5解と凍めて低hoこの戯林家所得を分析すると典薬 21.5番 ,
林菜 58･0飾.その他20.7蕗と怒っている. とのその他のなかには貨労働者としての所得が
I- かなりの割合を占めているO現在県外に 500名の出稼 ぎがあD,それもほとんどか半年以上
152-
である｡ この琳自体 ,'S細T1-地域住民の実膚を示す ものであろう｡
2 社会的条件
人口動態のところでみたように .聯和 50年 8･')-J7り ､,昭利 55年 7.785人 ,柳 rj4O
年 占･5D4人と減少の仮向をたとり,逐年その串は増大するばかDである｡特に青年層の流出
か鮎著である｡
衷 l
聯和 4 (1年国勢調査による就鞍人口は上記の Litbであ D ,筋一･次産業比率か全W.･よ9商い
の紘地域の特性を示すもので ,その大乱分は鼎林品.労-#者であるo
さ Lh一 朗 政
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この蓑でみてもわかるように ,財政規模が穣めて小さく,そLて財政支持率も同様棟めて低
い.このような現状も振興開発や過疎政策にも大きく影背していることは確わであろう｡行政
的な面で性 ,周辺市町村との協力体制として,共通的問題の多い隣村の西祖谷村と｢東西祖谷
総合開発促進箱-1成同盟｣ ,又英鳥郡一宇村と ｢小島暗線林道開発促進期成同盟｣ ,三加茂町と
｢深淵緑林道開発促進期成同盟会｣ ,高知鵜大豊郡とr乗組谷大豊開林道整備促進期成同盟会｣
TL･結成Lている.
4 交血路の整備
周囲を高時vc閉iれ ,急駿な地形のため道路の普及率比非常(,t悪く,祖谷川沿いの県道菅生
～三郎p-;I:串境線が唯一の交通路-(:あるDその他 ,林道 .久保～大杉線 ,見ノ越卵速林道などが
村外に通じている｡
現在計画実施されでハる林道 ,深淵～落合線 .阿佐繰,熊谷線 ,風呂の塔線 ,笹～笹上線 ,
小去･t峠線 ,出道 ,樫尾線 ,大横線 ,久保日楠線 ,古味級 .薬枝波紋 ,落合線72=どが完成すれば .
利用度が多く交通 .通信/le多大の利益を受けることができよう.
地勢 .気険が大きく影申し道路の開設 .維持に多火の経照を敦するCDである･/I;.受益住民の
絶対的協力I:=よD道路の普及かおしノ進められている｡
5 産 業
人｡支持率か弱い木地域化かいては ,産業として結 ,他の地域と比べてみて特に日をひくよ
うにものが見当らないのが現状であるo先に r丑等菜と土地利用｣,｢林業｣の項で述べられて
いることからもわかるようVt,本地域化かいては ,虎男と林業が大部分を成している｡ しかし
7;.がら自然的条件に恵まれなレ･うえに用排水施設 ,怨道 ,林道などの土地基盤施設の不術のた
めI.･こその生産性は:極めて低い｡さらに,その労働力Z)流出による労力不足が生酢力の低下に輪
をかけて[･(るO労力不Fe･忙対しては戟根の導入ということが考えられるが ,A5年現在では ,
動力桝転倣 42台,動力噴茅畿 11台 ,動力散粉機 15台.もみす9枚 15台 ,脱穀機 85台,
林貰用刈払故 17台 ,動力資材運搬索道 1D基と低調であるOこれは蓑がえしてみれば .出林
家の低所得を示すものであろうo
B!土讃I'Cおいて托,鼎菜所得が低く現代の掛 ,こ高度化する生活に追いつけないため出稼ぎや日
髄い労働に転向し,現金収入を欲する値札 =^あD,耕地の荒廃が日だっている｡ このため現状
の維持にはかなi)の努力が必嬰と思われるO衰えていく典集の振興策として ,畜産 ,窮蚕業 ,
高冷地疎菜 (5 ,占年前から計画されや.'ているが,成果比あがゥてい1=いo現在では野菜は
搬出より搬入の方が多くなpている｡ )の栽培が奨励されている.畜産結現在本地域東部の久
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併衝IKおいて国 ,県の助成vcI･A .そのnlI(I-らから丘陵両に小規模草地造成･gf箕を行71･い .乳
牛の飼育で担当の成果をかすてしハムO この実掛∩上iJL:適地を求めて乳牛(O飼育の指番を行なレ､.
また ･一般娘熱 ′こti･肥育牛を生産させることにエD辺地の盤業o所得の向上をめざしてLへるQ
彰馳 C)荒島に対 してはそれ左桑園('=転換Lて強敵㌫{'i常.むよう指番 ,努力7TJi7Eされてし1る｡
林部は本地域の魂敦な産業の 1つであること仁木地域cD地形の特異性からもわかるであろう｡
哨和 4 1年度から45年度にかけては ,柿-X=柵追放音卦 穀が実施され .あ1;i.程度の成果をみて
vh-qo (林美称道政善心案の詳細i･淋 業の項で速へられているので省 く )現時点で比 ,こ(j
-lI'rXvcついては ,一般的(･'Cは次のよ,FH;,7=評触-1lllているe結果とLて結 ,伽易索道や トラ.,ク,
そして,しレ､たけ生産舶係(,jスプリンクラ-FEとの諾意触 ,施設と林藩か残.,たということで
あ7-loつまり,LLJ,たけ生産では収擬と出荷こて子RbLl-`か-/,.i;すぎLT,わDVCQT,t他で日敵いなどを
して働 く半分にも71ら-,一己レ､という茄 ,そして ,森林組合では鼠弟体等の組織･i･盤併載化 し['J-C
もかかわらず ,労IVi者-,'Jr洗出したということてti.る〔他面 この郡liだ(･こ11)造林熱かさらvc盛i)
あかD,枇休が統けらilてい;1,｡ しかL,今/li投軒段惜ろ･{;Dて収入(I-i縛られ7亡いが ,将来には
大きな期待がもてるだろう｡
常祖谷山村過疎地域振興計画滋には45年度(つだ菜摘 係.iJ整櫛計画として次のようなもC3が
あるC,
衷 l
J .i]f 菜 名 水 菜 主 格 !r 内
帥拓バイロサト棄園造成耶業 徳 島 県 新穂 1120/1a
造 林 郁 夫 寵板谷森作絶命 前轍 1∩40Il.7
桑 園 造 成 部 菜 乗 組 室山 村〟 作付転換 25in
山間疎菜 集落鮮血設怒tJ,;莱 索道 三毛∈850m
散 光 や 源 触 発 郎 菜 Il平家屋敷建築物保存
次(,C,薪光であるが,これは徳島県載光等議会rJHILていZ-7｢徳島腺綴光振興基本計幽vTLつ
いて｣('C具体的な数字'F-(ども出ているので,それ.f参考 に別個tl'C-1とめることVCLたI
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ム 観 光 開 発
祖谷の僻光幣源とLては次(jようなものがあるO
東祖谷山村
-1J-
il= ,i■1r
.一
表 TV
三 編
ジp-ギ1一
括 の 九
石堂神社
深淵キャ ./Il場
落 合 峠
平家G.敷 (赤水)
西祖谷山村 松尾川渓谷
春ノ木尾ダム
腕山スキー場
祖谷温泉
亀 ケ 岳
岩取スキー軸
組 谷 瑛
自 然 公 園 の 鞍 僻 計 画
地 域 I四 容 緩 筋 (単位fP1)
蘭祖谷山村 深淵テ ント付 70ロ ^5年度
深 淵 歩道改良 ,新設
東祖谷Ji体r 遭難小鼠新設落 合 峠 50ー)
寵祖谷山村 同 上 l.ClOO '1占年度L7
深 淵
束祖谷山村 剣山 - 三鎖 899
深 淵 縦走路艶備
西祖谷山村 1,400春 ノ木 尾 タ■ム 公衆便所
屯 ケ 岳 歩道新設 1.0〔)D
I松 尾 川 500
束祖谷山村 深淵テン ト村 500
深 淵 歩道改良新設
寵祖谷山村 駐車場新設 占.〔lOO
見 ノ 越 峠
西村谷LH村 5,0〔lO国 見 山 里山道建設
I 松 尾 川 l 醐 祇載 50〔l
-I-l
L__
机谷湊を中心に慨光開発(⊃構僧とLては .次Ir)ようなものがあげられているO
① かづら桶周辺の環境整備と駐車場 .郷土虎の連取
⑳ 平家部落も･Lttj:民俗教科の昧存 (平家部落の再現)と民宿村策の普及をはかる｡
③ 祖谷温泉の開発推進 (温泉利用施穀の建盛と似合道駐車場の建-#整備 )
6.) 祖谷浜谷(D主袈教範地区に散私道を辿設すj=o
参考までに 45年度(;_r)鮎光客の数をみるとみたつものは .大 .小歩危 50万人 ,かづら楠
9万 8千人 .剣山 (祖各コース)15万人 .触 iJ(一宇狭コース)7万 .剣山 (穴吹神社コー
ス)5万人などとなってレ､る ｡ こV:7付近(う観光の中心(I:t何といっても大 .小歩危と剣llである
ことかわかる｡その2つの間V｡祖谷が位際し,し-/少も散光戟源にめぐまれているのたか ら.坐
通の健を良くし,諸施設宅_一充実させることVC上ijさらに発展が見込めるだろう｡現在剣山の放
てリフトと食堂を出協が経営してかなDの成功をお1_:めているO このような例浅.祉がかDとL
て発展7?I-せていくことが 1つの方法でもあ/'iう,.
7 教育文化の椴旅
木･ト]･は広大TE面5'1-tR=加え.人家qj散在 .交通条件O不備 ,その他の条件から小学校 4校 ,中
学校 4校を詮位 している｡ しかし.般近壮その児蛮生徒数が過疎化を反映 して減少が著しく.
従う和 45年中学校生徒総数 585名 ,-'L-して職和 48年ケこけ 4ム0名.即3和 55年t'E!Ii257
名と予想-3'れているOそのため各校の規模か小さく7j:i),教育i'L支障をきたすことが明らかで
あるD これを考え .現在の4校左統合しで 卜部地区に設位することを山村振興計画にま,･Dこみ .
現在推進中である｡遠隔地の名,lLIは寄宿創こ収容Lir.り,マイクロバスの迎行なと'の対策がた
でられている｡また ,小学校にかいても現在駁式授菜奇行7j･っITJいるところもあり.同様LT)節
勝が起ってきていえCそのため将来tG=!･:i小学健 も統合することが考えられている｡
一方社会教育tJ'Lついては公民館な中心とした活動が必嬰であるo Lかし.木村には公民館が
未設髭のためその実現が叫ばれ ,現在計画央施中であるO
山村振興計画(h=かける幽遠盤僻郡項として比 .次Oよう7rものがある,J
'統合中学建設311-英
体育館建設部葉
柄楢舎建設事業
＼公民始建設部架
8 生活環境(,j屯備
交通 ,通信の薬僻(i:よD村内の生活性急連な変化Trみせているが ,その一方では生掛 こ直蘇
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した施設等の37_ち遅れがめだっていふっ例えば ,し尿処坪 ,ゴミ処確 ,火葬場などに関する施
諺 ,設肺の改善が大きく望まれているということ｡ し尿については ,典家環元か困難なためVC
業者に依頼しているのであるが ,これについて(･i,西祖谷山村とし尿処理場の設把が検討書れ
ている｡ゴミ処理は ,大規模な施設は遠隔地忙あるため運搬経焚が大きな問額であD,村内忙
設備が必要とされているところであるO火葬場trついては ,従来の土葬から火葬へと生活環境
戟音の上からも強く望まれ ,西祖谷山村と鎚在検討中である.
9 将来L'/j展望
色々と振興と脚光についてみてきたが ,木村の将来をお･おTiかVEみると,垂敦な点は ,次の
:r_うなも,Dであろう0枚庇Id=流れるのは過疎対策であ9,この具体的なも(Jjとして虻 ,出鋸首
と変らない収入の得られる簡潔の推進 ,榊光軸発 ,そして直井では ,尭蚕 .開拓禁固の増進で
4.)ろうO ,
l
(森 康 成 )
l
Ⅶ 神 谷 の 民 俗
太祖谷山村 .柿 .菅生部落 の勘合一 二一
木節ではこれまでの諸研究'/ES-･いてその大部分が調査済みであること,加えて短かV,時間しか,i
えられていかかりたことも考慮に入れ ,主Jlt社寺関係(葬制などEJ常生活的Tj:ものも加えて)を扱
-'ていくこととしたいD原則的vTLは民俗全般ということかので社寺関係以外匹も触れるが ,貿料把
締るのみであるCつで .その扱いは軽くし,代表的なものにとどめておきたいo
l 衣
衣脚係で比視谷独特の野良常と貰われる ｢軽妙｣を取材したO軽衿と抹モンぺ(fC似た衣服で
めるがキンベと異な9,腰部絃前後vE,ちょうど袴みたい(仁割かれていて前後から紐をも1'て
締るようyEなっている.これ抹婦人が穿くものであって菅生地区では日中 ,押し寄せる77',
プ トなどの害虫vc備えて考え出されたものと言われるe男子はオソプリ袴をつけると貰われる
が実物(･Tt見られなかった0
2 食
主食は以前 ,蒙であったが今でHl米がとって代わD.それに副食として祖谷名産のそばとめ .
山菜 ,その他一般野菜などが食用vc供されている｡注目に値するのは正月の雑煮の具であるが .
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詳述は後の年巾行部の所で行なうのでここては省くことにしたho食生括全般(A:ついて見るな
ら,現在でttそれ結どんどん改善 ,均一化され ,興味ある食習慣は失行われつつあるというの
か現状である0
5 住
山岳地帯vC集落が立地 しているたt)各戸比急傾斜な山腹の中位 ,I,'iほ同じ高さの所l′こ石垣を
築いて盛土をした上に家を構えている.以前比茅ふきの家が多かったということである7Ji,現
在はほとんどトク./を張った座板vc変わっておD,山号背(,rするため一触で採光 .通風の悪い
家が多いようであるo山腹vcあった家も今では次々と県道治レ､VC降Dてきて計り.住宅も大き
7Lものが時として見られる｡また ,著名な隠居制が住宅型式vc残したものとして隠屑屋がある
が他草で触れるのでここでは省略 Lf-_い｡
^ 社会的生活
以前付地域社会の秩序と安寧を保ったよL',それぞれ｢rお屋敷｣を*心L,こ中央集権的統制79:･
加えられ .部落民67-t鯖の命令に絶対服従で.自由行動虹許されなかったと言われるo Lかし,
現在で比そのような結束結締れ ,地域祉会比分解Lつつあると見るのか妥当であろう｡税母千 ･
の伊勢 ･お大師孜と-の誰 も今で比消滅しつつあ三むたが ,7iLぜそのよう('Eなったかについて見
てみると経済附係の頼母子講では昭和 9年にこの地域が経済構造の指定店戚に認定された際 .
当時の焚借関係をすべて7i許したためす7'･1れたと言われてレ･る.そrJ関係jる屯田か数部落と
いうよう(/C決-,iっていなかったとは言え .鑑済的をこ巾以上のクラス･')家が集まってIJlたっ こ･TJ
軒母子款か7rくなったt.と(,-i年tn=1回(旧1月)交代.でか伊勢参Dなして各家にも･札を配った
E いわゆるか伊勢談の棄過もても敵妙vr_影桝し,-士た宗教的な茄であるか大師親もすたれさせたと
も言われるO もっとも,か大師諮衷退cJG.接の原田比宗教的分裂す7j･わち,以前 ,部落全体か
i絹 宗`であった所作天理教 ･無住教 ･金光致そして創価学会など-/J'持ち込まれ ,それら(′こ入信
する家があったことである0.か大弼削まクジを引いて願総D(･'C部落の人 が々集まる家を決め .
引き受けた側も手元の持ち合わせ,.4=より盛会にL･lH),規模を小や'くしたDして剖膚の親睦な
ど 図ったものである｡ しかるVT:このようなお伊勢齢vTしろ ,か大師Ja(･てしろ一部痛単位の仲間憑,
誠- 酢- が崩れたこと(.rtそれ自身 ,昔からm祖谷C)特徴でも.,た自給自足の地域的結束 ,
社会的生活の変化の証拠となることを否めたいlG')で扱なレ､だろうかっ
5 信 仰
東西両祖谷山村には東よi)円福寺 ･典福寺 ･安楽寺の5利が存Lているが ,この他vC東祖谷
山村の南門潤 を中心とした 11の字の他部寺である持福等 (地福寺とも言われる)が三好郡井
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川町の井内谷VCあるD雄編寺の住持まんVC伺った話および同寺の享保以降の過去帳 (火災のた
め途中 ,一部焼失)によれば上記4刺の甥家の字名は衷 1のi:うであるO以前には部落全部が
其吉宗であったの忙対して.現在で比日蓮宗 ,天理教 .無住教.金光教そして創価学会もはい
って色とDどDである.このほかにこれら仏教と止別vE神道があD .また.各部落vEはそれぞ
れ氏神があるというように民間信仰もその種類は多い｡
蓑 1 東祖谷山村増郡寺別小字分叛
寺 の 名 壇 家 と な っ て い る 字 名 字の数 所 在 地
門 福 寺 菅生 .久保 .落合,西山.名頃 5 窯祖53'LJW ■菅 生
LjTt 福 寺 菓枝渡 ,奥ノ井 .下瀬 .東上 .大横 .若林 ,元井 . 15 同 村
和田.小島 .佐野 ,里之江 .高野 ,今井 京 上
持 福 等(也) 大西,新居良 ,小川 ,樫尾.古味 ,阿佐 ,麦生土 , ll ヨ都邦岬f柿 .釜谷 ,中上.九鬼 井 内 谷
江) 集積等の住持上DのききとDおよび小西国太郎vEよる.
(参 考)
′
o 非 福 寺
京上の東の端 ,県道FJ右手vCあるが i一見してお寺とは気付かずV,C通り過ぎてしまうで
あろうCそれほどか寺らしくない建て方であD,民家といった方が近い(図1参照)0
図 1 集 福 寺 略 図
注 ) ｢祖谷｣および調査に上るo
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15の部落の 保以後の過去帳
が残されていることは前vCも述
べたが .洗失したのkr.過去帳ば
かDでな(,お寺自体も久保tR:
あったものが火災のため現在地
へ移IDたと言われる｡ちなみに
本尊松見沙門天である0
0 円 福 寺 `
山号は剣Lb このととからも
わかるようVC奥の院姓小剣山で
あか,本尊である剣巻不動は東
笹文化財の指定を受けている｡ この1,-寺拭昭和 55年から40年まで前住職の死去に伴い,
無住であったものが再興されているのだ79,こrJ無住期間紘行事･伝統O,)衰退vC拍車をか
け ,創価学会へ入信する家もふえた幽係からせ寮は准少する慣向にあるO このお寺で行な
われる主な行事として比容 ･秋の両彼岸 ,盆rJ法要 ,年季法変に当たっている家の訪問の
ほかケこ7月の土用丑t)HVC行なわれていた折伏 (虫封 じとか瓜伏せとか雷われる),奥の
院である小剣山の前夜祭が行なわjLた旧 7月17日の境内での相撲 (土俵は現在も境内-,I
残っている)などがある｡
d 人の一生 - 葬礼を中心忙-
お寺をききとDの中心VC紅いたため ,如 いて潤して熊味･あることが判明した｡すなわち ,こ
の地域で行なわれる葬俄 .これ(.-tすべて二i=葬モ(つだが .それが埋葬･墓石収i)7Lど部落共同で
行71われるのであJa(,さら(^=,この祖谷地力では葬式を出す前にr空膳｣という仏式を行なう
のである｡空膳とtI=tスシ.吸し,l物 (かつゆ茶碗ttふた付きのものである),煮しめ .肴などを
配膳し.左手で事 .右手で茶碗というよう忙日常ct使い方とれ逆vEそれぞれを持ち.食べる共
似をしたfJとで ,箸を左側よD耕けて七･き.餅をまたぎ越して前作出て後ろを見ないようにす
る,その時 ,他の人(.i辞左片付け .投打ノっている人はめいめいがそれ左持つよう忙定められ
-L'いる道具を持って外へ出 ,庭に一度 .棺を虻いて拝むL,そして ,読経:-済んたら柏LT)回Dを
左回i'yr_5回-:tわってから棺に先棒および後捗を当て,荷うようVCする｡それから四万枚を先
頭に行列が基地へ向けて出発するのだが .その際 .御 こ当たっている7人は屋敷を出る号では
r術守9｣と言って三角mrL焚字を個いたものTE召如こ付けなけれげ7ヱらない, この程の者 ,7
人というのも珍らしく.岡山県などで酔卸 -'見られ･ちのは 4人であるか ,祖谷地方では位牌持
ち,飯持ち,天蓋持ち ,先棒 ,後棒 ,左か ')両ほての 7人で,それぞれ ,跡取 か ,長子の嫁 .
おじまた比いとこTlと,おじまた(T.tいとこ.男女の子供がその後に当たるようi′(-なっているo
rほて｣と(ri焼香の火を移して基まで持って行く者のことを言うらしい｡また .棺について見
ると,それは立柏で形状は六角 ,四角 ,九のものといろいろあD.柁材として虻杉が用いられ
るとのことである0
7 年 中 行 事
この項では主に稲作虚礼とか村奈などtArついて見ていきたいと思うO
稲作焦礼は近年め-)きD行たわれなく-jtってい7_が ,かつてその代表でもあD,それらを盛
i)あげていたのは村奈であったoこの地-方の各部落にそれぞれ氏神があることは r信仰｣の項
IR:おいても述べたが ,集の時にはそれらで綻 ,みこし,だんじD.うねDなどが出てにぎやか
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でL7h,.,たと言 うojlつ{),祭は lつの氏神で春 ･夏 .秋の5回行.l'わかて;h･り ,巾でも特に秋
祭は盛会であるくつそ して ,その時(LI比人々は自家用の袴をつけて参加 したと言われるo粟枝渡
の八幡神社は祭神が安徳帝であることもあって9月15日の祭礼vCは .みこし.はっぴく'C菊の
紋のはいった立派なものを用いたo乗枝渡のようVCみこしを持たない所では的と弓を用いるそ
うで ,これも興味深い｡またこの地方では大西の神主が全部落のiJ兼をす7-1ため ,つま91部落
たけでも春 ･証･秋の5回の集があるものを ,しかもい くつもの部落をたった1人の神主が回
る幽係から ,各部落の集のElは決まっていたそうであるo Lかしなから,このような祭も若い
人がどんどん都会へ出て行っている現在 ,徐々にすたれつつあるO
そのほかVこかもしろいと思ったことVCl:.月の祁煮LD具が参る｡ふつう,雑煮の具は餅 ,野菜
-/.-どであるが ,久保で陳レ､たところV:よると,このあたDOI)雑煮は味噌のすまし汁であD,餅
は_入れず ,角切如,こした小芋 ,豆腐 ,その他 ,コンニャクなどの野菜をいろいろと入れ3-･そう
だが ,娘近ではこのような雑煮を作る家はなくなったそ うであるD
8 伝 東
祖谷の伝承と言えばすぐに平家の落人が想起されZlであろう｡それ招ど祖谷と平家の落人と
の関連が昔から言われてきた. このようtLe関係づけられるその根源vcついて貿料壷調べた結果
を次ri'C記そう｡
元暦二年 (1185年 ),鼻息の軟いLh=敗れた平家の若武者 ,越後守国盛 (門脇中納言敦盛
(⊃二男)は平家の敗戦船忙釆 9遅れたとき,その手勢 .208余酷を駆.,て志度 (讃岐国大川
那 )vc馳せ向かつたが ,源氏の軍勢わずか80余掛 通 いまくられ ,白鳥 (敵岐囲大川郡 ),/L-
めがれ ,卓らl.{水石庄 (帯岐同大川部)tlr渡り,rJち.大山を越えて阿波に綻いD ,三好郡井
内谷を伝って細谷LUへとはいったQ この際 ,国威が安徳天皇を供奉 しまつったこと壮口碑に伝
わり,その古跡また諸所vc存 していろものがある｡天皇御巡幸の際 ,御装束あらせられたと伝
えら7L'る装束石 ,御鉾 を立て享せられて御休息あそばしたと伝えられる矛立石 ,御赦 し冶 うた
と伝えられる御酸の泉 ,栗の枝を切って橋を架け嘩 らせ給 うたと伝えられろ葉枝渡 ,そ'E)ほか
御剣を租.,たと伝えられる剣山とか御矛-k納められたと伝えられる鉾大明神などがその主Trも
i,Dであ9-ますが ,これらはすべて平氏の残党が天皇の供奉を流説したところから生じた柑会の
古跡のように思われる｡
こうして .平国威はその手勢 と共に元暦二年 (1185)の極月晦日(年号は文治VC改元さ
れた )に祖谷の大技にたどD若き,岩瑞内で越年なしたO門松を立てようKも材を得ることが
できなかったので代わ13に相を用い ,これが先例 となって ,その後清は今なお門松vE櫓を用い
一占1-
｣
ていると言うo (この軒安は今回のききとり調査では確かめられなかったことをここでかこと
わりしておく)そして翌 ,文治二年正月元旦の早天に国盛壮大枝名の名主を討って,そ'D家に
龍D(このことによっても租谷地方は平家の落人vEよって肺かれたもCJでないことがわかるo )
そののち阿佐名K移 D住んでそ(つ姓i･改めたと言われてレ､る.-また ,国盛の後衛である阿佐家
'D子孫とその郎党とけやがてその尊卑の混じD合わぬようVCするたわに阿佐家i･除レ､たほかの
家V'C出括した弟子vCはすべてその名D下にr男｣と付けるtF宵を作ったと言われ ,租谷vc住む
人 I々Z)名の下に r男｣という字を付 した ,つまi)八兵衛男とか十兵衛男と呼ばれる(Jは ,この
併営の名鉄9であると言われている｡
こ こでこれら漁平の争いを証嘗する江白2唖コ放(･こついて少 ふ々れてかこうO現在 ,阿佐vE
ある阿佐家(これは ｢お､巌敷｣の1つてある日Jrは所伝平家,7)赤旗二於れが残っておD,それ
らは元暦年間のもci,と言われているL.そかに対し,恥JrJ菅生にあった菅生家 (これもまた rか
屋敷｣の 1つであ7_i)には所伝源氏の白旗か残されていたと言われ好対称を為 しているOその
日放に比三階菱(D定紋があったところからそれた所持していた家q:i,J､笠原氏の末脊であると言
い伝えらtLておD,平氏を追ってたC)祖谷へはいゥた源氏が .その理由(riさたかではなlハが,
当地 (菅生 )へ定着したも(I)でもるらしい｡ しかし,現地へ音生家を訪ねると.そこ!･i裏技そ
の-iまながら住人が変わっておD,ききとijlに上れば管轄,家全長が徳島へ転出したと.こ′ことで
あるCそして苛生家に伝えられていた日放(Y.tか鉄さんか嫁入DrJ際に一括忙持って行ったとい
')ことであるっそのお娘さんの姓入13先紘加茂 (三加茂町のことか)の歯科医と冒われらので ,
源氏の白族は今もそこtAIあるものと思われる｡
最後vcこれらの蒜(nr的連して ,安徳帝を絶ったと伝えられる粟枝渡の八幡神社についてふれ
てお.こうOこの八赫神社は神取および拝殿 ,四注逓zij堂芋 ,土間を持つ荒れ壮てた板帳などか
ら成っており,それらは大体 .三角形(=領 点の位庇咋それぞれ配配されてい7-1｡また ,拝殿の
傍には安徳帝御火葬の地と言われる窪みが軽の木立tだ抱かれるようi,Tある｡伝説C)とおi)とす
ればまことに神聖な地ではあるO
- - む す び- 一
以上(3ように見てくると往古の而影i･今IkIにとどめてし1ると言われる祖谷の民俗は現在 ,重
大7,.L危鞍にさらされていると言っても過言ではないであろうOすなわち,あたかも明治初期の
日本のように押し寄せる西洋化 ,近代化の妓tJr-そJ指針 ,その独自のよさというものが失T=わ
れないように努力が払われなければならなV-･時 ,その努力を殻も必零としている時期 ,それが
今なのでLbる.祖谷vcは板谷独自lJもJ ,他作は新を見ないものが数多くあるoそれらは保護
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されねばTfら7L･LへL,また保護 ･保有して横位に伝えていくことこそ現在のわれわれに許せら
れた兼職であろう｡このませ他･Z)地方と同じように祖谷のよさが失行われて,まIDたく画一化
された .同様.なものへと変容させられていくことは非常に残念なことである｡
参考文献その他
o 徳島県文化財専門委員会 ･祖谷刊行全編 (195占) : 姐谷 .
o 小西国太郎 (19占5) : 秘境祖谷物語
O 文化庁踊 (1969) : 民俗資料調査収典の手引き
o 藤沢衛彦 (195占) : 日本民俗伝説全集 幾8巻
(遠 藤 省 三 ,相 沢 一 正 )
? ? ??
〜?
??
???
9 騒居制Kついて
祖谷では陳居のことをインキ,-iた虻ヘヤといっている, この制庭は古くからあるらしレ､が
- いつとろから始ったか全くわからなくなっているo
隠尻の時期は長男に嫁をもらって立派vc所帯をもってゆける見送 Lがついた時 .隠居するo
Lかし少しでも多くの労働力がほしいため.一般(,早婚であるから隠居といっても401-50
才cj若隠居であって老衰L'Dため隠居するので紘7J:い｡
理由拙家庭内での平和と家産を維持するためとしへうことができるだろうo隠居しても戸主の
弟妹を連れて来て一人前に育てなければならない｡うらに両親が生存していれば .その面倒を
兄かナればなちかへ短で ,祖谷の隠居は楽隠居どころか .戸主の時よDも一倍働かなくではT=
らないO
隠居所(･j:多くの場合 .将星と同一監敷内にあ7_･o Lかしどの家でも隠居所があるというわけ
ではなく隠居別カマtJでや.'てゆける経済力を持たぬ家vcはなho京上のある騒居は牛小屋を
改造したもE)で魯D .また萩や納巌を改造したもujがあIDたoまた落合部落では ,大きい家は
別棟忙しなくで ,同じ棟vt邪見を設け ,小さい家では別棟にしているというような所も現在あ
ったO
昭和50年ごろ隠居の数は東祖谷では 5割～ 4割 ,朽祖谷では1割くらいであったO
林部落の隠居している(しかし今は息子が高松に出て行19ているため ,耕地もL一人でや.,て
いっているO )阿佐さんの話vcよると7分7Eでが林部落では醸居していて習tFのようVCな.,て
いた.(今はほとんど不在 )というこ一とでした. ･
-占4--
隠屠所-引移るさい拙 ,別段 ,行?JiJはし-,lL､｡,たた移るからと戸主VCいうたけのことである(.
板谷の随居托ほとんど別カマドであるo平常は母屋とは所帯を全 別々vCすZnが ,正月と盆には
母屋で隠居を呼んでとちそうする｡珍しいものができたら母虹から隠居-もIDてくるし,隠居
から母屋の孫V(:もっていってやるなどするJ
隠居者の両親が隠居 している場合を閑居とレ･)亡.こ,DカンキョVCはカソキ弓の財産は7zV･上
Y-)で ,約倍の食料は隠居で耕作し供給 し.次邪を別(,rLするらしレ､O役場の人〔つ話(/L,よると閑居
比久保vCl軒めD .これ代め19たVCないそうであるo
普通 ,畑は母屋 7分 ,隠居5分 ,出は半分半分 ,山林は普通わけなVWJが多レゝ｡
しかし世帯員教 ,また(,t財産に上って多少く3轟79･あるC財産が少ないと等細化すろばかDで
あるから分けなレゝD隠属財産は隠店者-JO:死机と戸主の所有忙婦るかけであるが ,多くuj場合 ,
すでに長男に嫁をもらって随居する年令に戸主かなってLハるので隠居財産捌両線_Otて新しい隠
居者(.Cよって受けつかれて行くわけであるO
祖先rJ位牌托母鮭でせつるのか普通で;5るかlD隠居も仏世i'=(･i親の位,偶 をせつるもC')か多い､｡
隠居者か死んだ場合,r木島-(lもどiI｣といって葬式it母巌から出すo Lかし隠居irてつれて出て
いる子女の場合は剛 号から出すのが普通であ/'_l.〕
隠居しても公扶上GJ_)戸主権経費記を要す7-･から死ぬまで譲らぬ場合が多レ､が ,矢賀的iでは戸
主権杖隠居と共vc新戸主に移るわけであるU村 しっ戸薮蚊隠居Ii,一戸前として数えていたい氏 し
たがって諸種(,j税金はもちろん ,部落拙つ賦役:'Zとも付屋だけで隠居にはイulもかからなし1=
隠居者は背泳 p,ジイサン,パパサンと呼4.1yL右が家掛⊃-fl'か多少他人vC卑下Lてジサ7.メ
サマと呼ぶこともある｡祖父母と骨祖父母と'D区別はなく,他人にいうとき(･i区別してフ′しジ
ジなどとレ､う場合もあるL,隠居さんと他人がいうときはジイサンのみをさすCつが普滴であるo
これに対Lて隠居者は.母巌L'つ孫を男女ID区別なしにマ3'と呼ぶ｡骨孫と孫,I)両方かある似合(/t
も両者の区別虻Lないで一棟に孫というO隠屑溝に対する母屋の人達(')呼称かよひ偲居着の母
段の孫連に対する呼称が非常qこ単純なのは成厨者や孫は-つむては対外的Ln=一家ID来任a･もたな
いので明確vc分化す7_'必要がたかった(I-3であろうが.一つKは隠居制によって祖父母と孫か別
家するので分化の機会が少7LいととqCも起関するDであろうO以上のことが粗谷の隠居制の特
色であZ.とL,.えるが ,林部落と京上を調査した結果として ,京上vc比新 しい家が多くて隠居の
家がほとんどなくて,あっても別棟7:比なくて,納屋 ,牛中臣.渡を改造したものであった.,
や仕り近所とO部落常会とか ,村の仕事vCは母良の人がてるO耕地は分けたら食べていけない
ので分けてV,ないO別かまどであるが ,母屋で食べることもあるO
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郎 二二 .三男即 日,E.出て行き自分独自･の家を持つ｡.分家という言葉か涌じなかった｡これは
親類というようなつき為し､よD,近所とのつきかへが非常に盤祝されていZ,O
林部務で比京上と適って古レ､整ふきの家が多く一軒tR:二つづつの棟があるのがよくわかるし.
隠店,D数も多い｡他比東上と同じである{)格式'TJある家でt朋 り棟で隠居制か絃っきDしているo
次の.r･R階として隠居部屋を改造し,同じ楳t,'CあるC.全々7Zくて-鰍 こ任虹 の5つに分けられ
るだろうO もう一つの分け方は ,落合のようvc大きい家はBl棟忙しないで同じ棟vE部屋を設け .
小さ'い家では別棟(てしているo
Lかし今はtctっきi)した隠居制が残っている所は少ない｡隠居している人が ,長男さえも町
に出Zりヒ1^/),残された土地を耕作L･.町忙呼ばれるのを待っているというような状態であるL,
川 名子側について
宝暦九年(a ｢祖谷山旧記｣か∈よると,江戸時代 ,祖谷山Il:は5占名があ9 ,8軒(.7｢御足敷｣
と称する雀斑とその家来vE:5る r土居｣と称する人達に とって支配されていたOそれを総轄す
るもL･:,としで ｢碁東名｣ V(C音多腺内のい･bゆる ｢政所｣かあった｡
･爵多家(･Tl天正18年に｢刀狩｣で弾圧を加えた(Dで住民が怒った①を一字の北六郎三郎 (後
のfT一冬氏 )が討伐し.,祖谷fL･鱗有し.また兜永5年に渚合名 .大枝 ,釣井 ,今井 ,一字 ,今窪 ,
平 ,-di末 ,尾井ノri,,CI19名の名主等が紛争を起し,それを通 じて山谷全体(rc係る名 .令:-F_以
1-:.住民,訪fも統轄すること(A:なった｡ これらのことは ,北六郎三郎 .と喜多安石板門に与えら
れた交野でわかる｡
r政所｣となって東西祖谷山を統括したLJ･多家は代々｢卑多源内｣を称して ,明治の新政ま
で線五･世襲して租戒をふるい ,住民vE対して r朕役｣をもって臨んだ様であるC
明治 4年-丈で東祖紬山村 .粥祖谷LL耐食せて祖谷と呼んでいたO
◎ 凍所胡･'ei山し,38士 8屋敷は lI
q 恕祖谷山の菅生 ,阿佐 .久保 .西山
･ 西祖谷山の徳善 ,有瀬 ,薯多 ,小野寺 (者多家ユタ分立 したもの )
また御殿敷 V土居の経済も賦役の上vE成D立っていた｡中世封建制度に糾ハて虎奴の労働に
よる地主 ,鱗f.'D自作が生産構造(Jj中核をなLていたのが .近世的な現物地代へ移行した(D比
室町中期 ,応仁の乱以降のことであると考えているが ,祖谷のような辺境の他R:は江戸時代(て
-1で賦役が残っている｡,
一般塊民は御足吸 ,土居- ｢おっとめ｣と称して藩初IlCは占0日の賦役vC出ることが規定さ
れていた｡ このほか御座敷直轄の煉民を ｢狩D出し｣と称し,その子弟を的家敗vc召し出して
一dd-
｣ -
1年から5年間 ,下男.下女 ,として車公せしめた｡また下人といって御零敗 ･土居vc奴隷の
ようLR:所有されていた人 が々いたが ,その賦役比 .日数に制限72く,いつでも勝手に使われて
いた｡
また御零敗は高取としてその配下の r名子｣から(,i見付年賞と称して収唾の2割を徴収し,
その他vCl戸vc対 して1年延 50人の人夫を徴収し,50人に満たない時抹金品を代徹した｡
さらvc,例えば牛馬 1匹忙つき銀 1匁 ,臓椀 vT15厚 ,庭むしろ1枚につき1分 .その他新しい
活迫-Avr.運上がかかD百姓連は苦労したCだから天保 15年正月vcは祖谷山｣敏が起って落合
の土居 ,与多寄をおそったというような事件が起った｡
今 ,阿佐名(8屋敷の 1つ )忙ついてみると阿佐名は 11部軌て分かれ .こ,vlうち占部掛て
は土居があD,残 Dの5誹蕗は r御家敷｣である阿佐策が直材してレゝたものであるn
◎ 阿佐家の部落名および土居の氏名 (明治時代)
九鬼 ,中上 ,鎌ヶ谷 ,阿佐 ,古味
林 (河佐態哉 ), 樫尾 (阿佐元吉), 小川 (阿佐竜三郎 ),
新店藍 (阿佐三郎), 大西(河佐虎雄 ). 安生土 (阿佐佑太郎 )
御岳敬へ土居は rかつとめ｣と称し盆 ,正月(I.:御錬嘘うかかいiLC出かけたDしかし縁故臓
によるつきあいの時Kはrおっ とLJ,｣といわず ｢出入｣と称した｡阿佐6_r)土居のうち,大西 ,
林の両土居は御崇敬と鍵故馳係によるつきわしへなしでいた｡
糾星敗は山の大名的な存在であったらしい｡ しかし戯民L',)賦役からの解放は江戸時代を通し
て次第に進行 しつつあった｡
当時名主は広大な山林i･竿外地として支配Lていも 名主が竿外地むて名子を使役して ,焼畑
を作っていたものであって名子はこの焼畑を諦負小作 しようとして宝贋一報が起ったo賦役解
放の1つの理由として.文化文政年間D換金作物である煙草帝人vE伴 う地業の集約化と賦役刺
の矛盾であるが ,名子が院役赦虎LDため ./I,_ち上ったi).寛保 5年 ,釣井名･D名子が年貢を名
主を通らないて直納を請うた邪実があるの虻 ,市子′つ性格を･水呑百姓と同一視できず ,ある樫
-:!_室~I
[垂｣lj)_I_
下人 I士官 l
下人'有
度志百姓的性格も掠っていたためだろう｡
これvC対してalJ座血 ･土居から,かまどを分けてもらって奴隷的LR:蘇
属してレ､た下人q:i水呑百姓的であったろう｡
祖谷の江戸時代の上下閑係(I-1図のようVC表わされると思うG しかし土
居がどうレ､う性格のも(/つか上くつかめない.
普通C)上下的係より何段か複雑である｡
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下人も名子がEl作化 したと大体同時刑IjrL｢小作化｣した｡
阿佐家で杜奥地解放の時 5町歩 (畑地 )を7軒の小作人vC売却しているo忠地解放以前技 ,
しかし.阿佐家の採草地を利用さしてもらうと千把vc対して 7- 8人の賦役を徹 したO
明治44- 45年頃まで田8反畑4反手作 していたが .この賦役をまじえて手作していたo
明治4 4- 45年以降は畑4反田5反を耕している｡
林の土居であ.,た阿佐さん結 17代目だという.｢音吐多くの人を使っていたが ,明治4年
の解放令で皆平等L,Urゥたっ今は田 5反畑 9反山林 15町ぐらい参るO｣と伺ったが ,耕地が
どのようth=分割されたか ,;Gz,るいはどう処分されたか伺うことはできなかったo
近所の人 は々 r普請組｣など･k阻搬してか互に助け合.,て生活を細ってきたO
生産性が低く封鎖されたこういう地域で壮分家ということばも通用せず ,たぶん血縁関係も
重複し個々の家族のことエD共同体全体のつながDを傑先して考えるとLo-うことができるO
それぞれの部落vC結党野な持IDでレ1て ,共同で普刈i)をしたL),尾根替えをしたO
この先野はたいてい遠くO山の上'/Eあったが今で比共有林や荒地KなっているそうだO
附和 50年とろから生野はTrく.a:ったそうだO若い人連は町Vこ出て行き,今は老人だけの慰
め合う近所付きあいのようにな.'ているO
(中 底 住 患 )
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昭和 46年度巡検 レポー ト
(広島県大崎上島)
- 49-
与 ニー 2
本之江町沖浦のはまち饗梓
- 7 t -
写2-3 手前の島が船長
かつて雷珠の妻沖を管理していた芋鵜所か見える
木之エからきた魚行商人 (紫野町白水)

写2-7 大崎上島のマキ-ダ工場
写218 7キ-クエ湾での聞きとり調査
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Ⅰ 大崎上島の漁羊
(1)はじめに
大崎上島は,竹原から沖 10b程に位filする両Cr約 4Stu ,人口約 2万足 らずの良であ
る｡これは虚掛 こ浮ぶ岳であり,この良から約 1肘巾こは愛媛県との9;鳩 が走っているOこ
の大崎上島には,東軌 大崎,木江といった5つJj町がある,J今から,この大崎上.Q,の漁業
について触れたいと思うが,便宜上.統計は町別に表わす｡て伽き取り調FLは,主に木江町
で行なった｡
(21経営規模
概して利 山であるO漁船の トl/数は少なく,J空隙木江の港で見られた敵船の多くは,1,
2トン程度のものであったOそれゆえに.出訊EliLは,現在では全部が日旭7)での換柴であ
るO もっとも午前 5, 4時のまだ空が白みかける前から出かけて,娃頃あるいは昼過ぎに掃
ってくるというふうである｡軌跡),港去t)約 10Fm桶後生IFが多い,J｢二は･lま,追 J4,耕JIl
lE'J山抗もまで出かけていったもんだOだけど.今でfi繊'称こな-,て- -･｣とおじLJlさんが諭さ
れた,一･九 すぐ向いJ)盟IEtの漁師は盤後水温.五l':flji-_!iまで行くとかOだから,一応この
辺は漁非が盛んらしい.っ
寅 1. 経営体階層別経営体数
漁 船
助 力
吏 二 重=コ盲 ~匝
S L14 9. 1 .%在
また.この良で漁業を営む年令府が問題とTXってくるOこの良での人F1増加はほとんどな
く,むしろ戒少の威向にあるJ 家を継 ぐのは.やはり良男であるが,漁業l:よやめたい梯子で
あり,若い年令盾の他産業への進出が急激に増大してレ､る,木江町における75人の漁業就
染着のうち,52人が男子であり,そのうち27人が60才以上の年令個であり,29才以
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下わずかに2人という有様であるoつまり, 60才以上の占める割合は51.9虜で.広島県下
では,一番の滞戸田町の 占4,6串に次いで 2位の老令化を示しているDこのことに究極的には
漁菜の後継者不足 という問題を招いている｡ r
表2, 男女年齢別漁業就英名数
S 45.9.1 現在
(単位 :人 )
＼漁業地区＼､ヽ 総計 汁 15-19才 20-29才 50-59才 40-49才 50-59才 占0才以上
東 野 85 罪･51 】 5 9 4 (I 7
女 54 2 2 5 1ノー 12 1
大 崎 80 罪42 - 5 10 ム 8 15
女 58 4 8 ll 9 6
木 江 75 罪 ･52 - 2 15 5 7 27
L
l
■
また,この島においても零細漁業ということからも薬草ということが考えられるOここにお
いては,日雇いが多い｡当然,出漁しない家の乱 往々に して女の人の臨時罷いが多い｡この
島の各地でみられる造船半,騰弗 みかんの狩取 り,土木工事が仕韓としてあげられるO
こ こでもう少し言及しなければならないことは,勤力船が,確や櫓で漕ぐ和船に代.,て出現
したことである｡職時中,木江町においては,わずか 5, 8隻しかなかったが,峨後大巾に増
大したQ そして,その動力船のために, 5 , 4時間の労働時間が合理化され,大いに楽になり
健康でおられるようになったが,それでも,漁具や船の手入れなどを含む翌日の出漁の準備時
一 一7ムー
I.
表5. 専業別個人経営体数
＼_~~盲哀別＼ 捻 数 卑 兼 業
漁業地武＼-＼ . 計 fl 誓 十二車型-東 野 15 9 4
S.58 51 51(60.日) 】 20 15(29.4) 5(9.2)
木 江 S.J与 45 12(27.9) 51 1d(57.2) 15(54.9)
S.44 ー 22I 12(28.占) ー 55 1占(56,1) 14(55.5)
()内は割合%
木江以外はS45
例を入れると.やはり10時制以上.如 ､ときには 15時にijuくこともある｡ しかし,-た
ん鼠が如くなると.出i触てⅠ見合わされ,沖に山ているときは早々と棉IDでくるというJ天気
次乳 魚の獲れ縫次封の不規則な労湖畔刷である,
ここにおける軌は.多くが釣であり,そo'Jため網元などという経済的社会的健卦 ま全 くな
もある.,ここ木江の漁諸掛同組合のh-hきは,魚捜物の出荷をするのが大きな役目で.その他
漁業権や,漁具のことを世話することくらいで,Ef金焚付け.技術発展には大きな役割を果
しているとは言えない.
(5)漁 法
木江町において椴も盛んなのは釣である｡ここは昔から釣があT),今もなお釣が盛んであ
るoそ して,底曳網が2網あるが,小型庇曳で-王にえびをとるのであり, 1時樹か 1時仙半･.
鍵,船の放ろで網をひっぼるのであるoまた,これについてはBL.1<からの許可制であT),岳へ
の制限があるO刺 し網については,嬉駒の一心であり,これに魚が頑をつつこんでひっかかるの
るのを法とするので,もつれ網とも言うそうであるu鮎 1- 1.5m梯 1 5m良の粥を5, 4
つ娼てて確り魚が迫るときにひっかかるようlこするものであるOこれには雑魚がかかる｡ま
た,軸力船一隻で引.,ぼる朗粥があるO撒餌をして魚をおびき寄せてくる｡これを操菜する
のにいずれも区を帥-秋 .,ているが,木江町については,明石から南へ 1XD沖,rhi村良との中
愉点のところに娘境があり,そこがちJ:うど中洲で,軌 姐が多くとれるというo また,そ
のあたりから木江の方に向って海は,･Jil.に深くなっているので,木江町の漁港は,一番有利な
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地の利を得ているO
詔はもとに戻るが,釣から網への漁法の転換については.漁民にはほとんど意掛 まなく,む
しろ.網より釣の方が楽でいいらしい.理由として,網だとひき落ろ した_r),ひき上げたりし
なければならないし,破けたところはGi;埋 しなければならないので大へんだと9)ことOこうい
った理由は.全 く基本的なことであり,それだからこそ,全 くもっともだと思われる｡漁法技
術においては,ほとんど親ゆずりのもので,それに個人個人が秘かlこ工夫 していく程度で.狗
民全体のレベルアップは望んでいlsい.これについて,｢このことは大企業榊の凶係とも同様
で,それだから技術進歩が凄いのだ ｣と言われたrJ Lか L,ここにおいても時代の大き71進発
もはいつてさていたO今まで木綿で作っていた釣 り糸 とか網がナイロン五智 (彼 らは,この切
和 ユゴーチと発音 し,五智網のとき(.1ゴ千純 と元首する )にA'変った｡彼 らは.和船がiju力i:Liに
代ったことと同じ軌 このことを磁融 -るO糸が撒くなり魚がUっかか りやすい｡網を千十手
間がなくてよく,海口使用できると利点を上げたOが.これによる袋中的漁獲の為もあって他
がZ,克ってしまったということにもIc生らは気付いていた｡結局,その追跡 こおいて想膚を妄する
ことだったのに,当時はあまり考えなかったLIJだろう｡そ して,今,さらに漁獲&;j豊について
主iねると,｢独典をつくるくらいで,あまり併任的でないですね-･･Jという答が返ってきたO
そ して.彼らが.ホッとした様子で蕗IDた言葉｢それでも,物臭は盟笛になり,小さいなT)に
も近代化 した｣を群臣i'Lに1茸lき流 してよいものだろうか｡また漁家をまわると,風雨にさらされ
たような素艇の蛸壷を使 う人がなくな･),鋭在は,釣 り糸による網漁をやっているということ
だOかって.他U3位で,締垂を浜孔 紀恥､詔路と所狭 しと節み遥ねていたのを見た私にとって
感横深いものがあったoそれは,ずっと前のことであるが.ひJ.つとしたら,あの頃が全盛期
だったのかなあとも思われる､,これら.漁兵など漁業ruJF紺ri材は,今治,尾乱 呉からまとめ
てに7人する(,
去 4. お もな 独禁磁税別経 営体 数 S.44,9. 1 現在
こミ叫 は釣 定 地占揺そ艶 の か 美辞 そ頚 内
し えり E上びひ負の葉 り き 珠昧 の殖 求な きき 煤 他 a i ･# 他
】 網 わ 柄 網粥 革 の A 苑 殖艮 の 面
4 1 - - - - 7 1 2 1 -
1n 4 - 1 - ll 1 - - -
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注 :『五智網 』を辞典でみると,『瀬戸内海地方で使われていた飼手錬り嗣 』となって
いるが,彼 らは,すべての朗をこういっていたようだo
(4)苑 殖
このL1-.･(こは主なるものとして,海苔,くるま海老.版があるが,他にはiLt珠もあるOが,
どれも,いろいろの耐鞄を抱 えて,まだ軌iBに乗っているとはいい難い状僻にあるO
表 5. 浅海壬姫の若菜銃殺,漁堆赴
単位 :災珠 :yO かき :ト/ 痛苦 :1OCO牧 魚iil等 :ト/ー
かき.海苔 S･14.7--S45.占 そ(･1也 S44.′ト S45.5
･海苔並新
大がかりに行なっているところi-,t大晦町にある商魂学校近紬であるL.が.どちらかという
と気候が良すぎて生産,J=少なく,なかなか広くF'･を延ばすことができないとかOこれからの
製品は少.Jl･でまとめて元r)に出すO去3印.'j和 45年D台風で-1･凍り,また,痛めつけられて品IB
も滋ちたとか｡掛 こ,こ円軌 ･i潮の加誠で赤)朝が刺 t,てきた').油o:3.1才進 もあり,汚染され
た海での-ilti始に不安を賭 じてr/.る様子だ｡
･くるま海老
大崎上島のほとんど北の札 東身町垂水,D秋Et)水産 (本社鰍 と･])では,くるま海一色を讃穀
する｡別在,従兼fl男 7名女 10孝.のこじんよ()した規校である｡広 さ20h-.程の苑殖蝦
を士埠から見降 しながら.そこの人に諸を佃った.益殖掛 声,向いの良と砂洲のようにつな
がったものを利用 L.,もう一方を締切って貯め池のようにしたも甲だが,明治時代に塩凹と
して出光 し,級,相和 58年それを廃止,昭和 59年に副菜するという歴史をもっているo
扱きは幾雑するのに深い方がいいが,大体. 1.5- 2m雀.ここにく↓水門があり,fM,満
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潮をうまく利別し,絶えず海水を入れ背えしている｡水門から通いところう水槽へは.コン
クJ)-トパイプが水の行き来を手伝っているが,どの水槽にも,水を抜くとき,海老が流れ
ないように浦過渡巴がある.嶺海老は,山rjより年間 500- 400万匹仕入れるo体長2
m足ず.休題 2㌢程0 4月末から6月にかけて丑難敵 こ放すが.それから生育期間約 6ケ月
間すなわち 11月終餅まで餌は毎日与えるO餌の与え方は,あさりjl,冷凍海老,冷凍魚の
ミンチを伝馬掛 こIh'Jみ込み.海老の抱む し出す夜に轍放す｡現在 7月中旬,体長 7- 8cm, _∩
休A-6g程｡出荷は 10月から5月末lこかけてであるが,出荷は兼寿方向､)おがくずを冷 し
てその中にくるま海老を雷ね送るのたが, 11月末から5月ぐrPいだと5EH榔ま生きている｡
もし夏場であれば,それに氷のうを入れてなるたけ語群にするO出荷頃のくるま海老は大き
さ20- 25㌢, 18m くらいで約 18- 25トソずつ出荷するので売上げは 6000万か
ら80007J一円にのぼるOこの裾租は,ひとつの企業としての経営でありt,地元漁民には無
L丈j係な糊 だとも雷えるが,また.その反乱 今後このLL･の栽培漁粟の糸｡となる可能性も
あるかもしれない｡まあ,これらM,これからの産米であるため,問題点も多い｡風当りに
よって味が変ったり,また色の薄いものは質が蕗ちるもあったりで.細かい神経が必要であ
7:Jo また水槽の中に,あおさが生成し出すとよくないし,水温が 10℃以下になると海老が
不眠し出すので電気ででも暖めたり,また,ここで砥海老ができるようにしたいOもっと設
備資金を増 し,規Liを大きくし,そ して餌まき法を改良したJ､旨も話されたo乗取 あたり
を見波 しても,いろいろ故事できる余地が残IDているように思えたo
I
L ･はまち頚殖
これは不振らしいOこれも去年の台風の検事を受け,また特に赤潮の彰感が大きく,はま
l ちについては広岳県全体で甚々しかった｡そして,今年は止め,という木江軌掛司組合且の
話であるoいつもは,宮崎,大分,高知如 ､ら稚魚を別 ､受けていたが,これからはどうす
るかなあ,ということを言われたoそれでも,魂難場の近くまで解で連れていってくださっILL-r1-1-I,1
■'l
｣ _
たO枠組をしたものに約を張るという簡単なものだった｡
●茶味牡殖
良の人にL削ナば,｢船路でやっていた弟妹の丑難は.ここ(東野町白水 )から見える管理
一J序初所へ船に乗って渡り.あれでもや.っていたんだけどなあ,今はもう止めてしもて-･･滋
の凄側に移IPたともいうけどな｣というo結局,東野町における真珠凄絶のことはよくわか
らなく,ほとんど人に知られていないらしい｡木江町の方は,経営者は静岡から来た人だっ
l
たが,ここではうまく背たなく,また静岡に帰ってしまIDたという.つい 1年程前に.
1-80-
ヽ
(5)漁獲ii,出荷,行軌 逝漁
漁獲itをみて,漁業の全盛は今よ7)数年前の方たったように思えるo Lかし,披らは漁独
且のことをあけり気にしていないようだO｢故はi･!i.,ても単伽がよくなったから,以肺の収
入には劣らない｣と諾っていたOまた,漁法により季節によ･つてあまり変らないので.なお
さらのことだo彼らは自分連の代だけの漁業だ,と後に期待する様子はなかったO
･-126.年 別 漁 獲 丑 (単位
~ー ｢ S.5S S.56 S.57 S.58Irs.5? S.4ti S.41 S,42 S.伯
東 野 79,0 85.0I 68.5I I 15.5 15,5 ll.9 10.4 1占.5 ll.7
大 崎 77.8 66.2 ～il.8 占7.1 50.a 45.0
木江町においては,魚椎軌 1?,5日分まとめて糸鴨,塵岳に送り出すが.その間,生発
射lこ入れている｡糸崎からほ冷塊串に乗せて,阪神地方に送る｡この仕ミtは組合がする｡
この掛 こt･15- 占人の女の魚の行商人がいる.,竹原市のヨシナIJTl場より包朝 bf時頃,魚が
送られてくる｡束をf町白水で出合った行病人は.木江町の方からまわ19て来たとか 0小売商
は木江町に 2軒ある｡田に,軌 白水で光っていた生きe')いい粗の種娘を上げてみる｡めぼ
ら,鍋,海老,いか..*,きざみ.1げetc,何とも不悠議な気がしたO魚を送りTf!す良
に都市の市場から枚が送られる-I.･,.別に変でないと言えは変でないが｡
このL,Lも.他の捗と同様.都会からの人々の保染地とri:るそうであるO老熟といって.船
と船坂がついて釣案内する破棄がある｡これは一隻4- 7時間軽度で8.000円O結構の収
人になるとかOぎざみ.秋ならとらはぜがよく釣れるO
(a)終 りに
｢天候まかせ,札が掛 ､と何日でも休みますよ｣と言いながら白髪ま●じりの髪の毛を両手
でかき上げ折りに座っている同士と敬を見合わせて笑.,たOその敵が印象的だったO城の色
こそ随に焼けて黒かつたが実に温和な殻付だったO生括できる種皮の平穏な暮 しをしておれ
ば,済々としてL'hこうとはせず,まあ今で幸せといった感じが受けとられた｡つまり今さら
大巾な改良はするつもT)がないらしい｡炎天下引頒き取 りにまわったが,どこに行つても皆
好藩的だったOわざわざ船のところまで遜れて行ってくださったり,ぬ兵について実演まじ
りの説明や.伝馬掛 こ乗せて生黄鉛を見に行ったり,益難舶までも連れて行ってくださった
りもしたO結局,私は速く外洋の荒海を乗り越 して幾日も出かける男達のイメージをそこに
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見出すことができなかった｡息子連の仕送 りを受けながらも,なおもfibくOこの岳の誰かが言
った｢なぐさみ程正の漁-jE｣と片付けてしまっては極端過ぎるかもしれないが,それでもある
面ではあっているような気もした｡そして,もし,この捗から漁業が除々に少なくなろうとも
､ 俵しさはあっても.わび しきは感 じられないような思いもした｡
木江の中浦から北にまわゥて白水までの夕･滞れどさの船掛 ま思い出深いものであるO
. (立 EF 悦 子 )
Ⅱ 大崎上島の柑橘栽培 (その1)
1. 木江町の柑砧の歴史
大崎上掛 こはじめてみかん(尾蛍系温水みかん )を杓えたのは,円妙寺 (木江町沖浦大字木
越 )12代副住軌 福浦我範 (昭和 55年.84才にて死去 )で,明治 2 5年のことICあったO
当時の任取は兄の玄昭である. 79年の古来は今なお円妙寺の築山に残されているが,ここに
持.,てきたのは誰なのか明らかでない｡それまでは安.イモ.ソバ.7ワ,キビなどが王Iii作
物であったO当時の有力者たち(･iこの話を仰いで｢みかんを食べては生きていかれまいJと酉
を抜いていやがらせをしたという,J LかLJlがら,柑橘裁培の見通 しは明るいとみた彼は,沖
浦一称こ苗を配り.その藩慾をみせたoさらに,耕地整理組合を創立 して.その補助金で柑橘
栽培(こけ好条件の段々畑を造成 したt.そして,相席に加えてt:'ヮ,冬柿,ブドウ.すもも,莱
など年税通 じての果菜経営を自ざしたO当時の市掛 ま東京神EB市松と神戸果物市場であり,業
者を通さず直接述んでい.,たらしい｡出荷丑は 2口00ます(7町 )分で.その内 占町分はみ●
かんで, 1町分はワ･/ソトン糸ネーブルであったO福根岳へ視察に出かけるなどしだいに破 り
あがりの晩熟こなりかけたころ大平拝観争が始まったのであるO
昭和 17年 (戦時中)食料増産のためみかん畑は髪.いも額に変えられた｡
一 昭和 20年再び柑橘栽培が復興するが隔年成熟 まひどかったら山 ､し､
悩和24, 5年,放水作菜を手押 し,ポンプから動力嘆#機に替えたOさく道 とケーブルをつ
けるOこれも円妙寺が付近の良民に呼びかけたらしいが.結局は個人で敷設 した｡このころ.
カイヨウ病,焦点病などの病気やヤノネカイガラムシ,ルビー燭虫などによる被馨が多かった｡
昭和 28 .9年,杉山,南柑 4号 2種をネーブル(こ高接するO能原一帯を娘の母樹園として
提供したo
uEL和 50年代後半から40年にかけて,柑械栽培の経営権,決定権は主婦が特っようになっ
てきた.,これは操作の楽な機械の白人により,手㈲がはぷけるようになったこともその原因で
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あるが主因は社会状勢に応 じようとした結果であるO当時,広島柚 ま似政策として企菜誘地
などによる良工一体形式をとり,近代化を進めていたO 兼業出家はふえる一方であった｡男
は木江の造船所へ勤めに出たり,船員となって仏から出て行き,残った主婦が機械を使って
栽培を掛 ナていったのであるol.tの地形は相帯の救培に召 し,歪労功だが金になるので,離
山岩はいない｡生活向上のために主鰍 ま力を持たざるを符ILいのである0位を走る串の ドラ
イバーに転入が多いのもそのためであろう(】
ところが,そうした近代化は後継者不促の拍鞄とな･Dて表面化してきたO.ちとq_)山々は頂上
までみかんの木でうまっている｡詩一番の轟いLLl.神峰山からのその展望はずぼらしいO柑
橘類はデリケートな果物なので,一一:F中休む柚JL,/亡くkiかLL･の注意が払われてい ろ ′.しかも急
斜面での作業は炭労t-,I)である｡にもかかわらず.後継車の労tif(-は支払われないはかりでなく
むしろ作男的存在でしかなかったOさらに狭い･.卓で娯盛施設もなく,若いエネルギーが舟か
ら出ていくのを止めるすべはなかったのである｡ひどい頼 二は.退治掛こおレ､てさえ2ろ才
未満の著名が7人 しかいないこともあったと言う.･,ところが,同年,大崎下J,'.1･大足村では9
0余人残.,ていたらしい｡ というOTJは.末長村の奴たちは子どもの敏ilHこ熱 山で,大学まで
進学 させる親が多く,大学では主(こ柑橘凍培の節電をさせろらしいO
後継-1',:不足は .那,嫁不止であ710 これくま側払 とな[)ながらも,たい した対策も打ち出さ
れぬままの状態であるO
相称 ま気候条件に非梢に影響を受け易いO_-):さな被害を起こす.L益も尉潜な例は大雨.強風
干ばつである｡
HJLi和 42年,この年は干ばつであった,T･Jがなくても柑橘が太らず,でこぼこだらけでr
菊みかん｣と呼ばれるひどさであった｡
その上に,端和 45年の台)_もである｡雨を伴った感政がこの台凪の特徴で.幽日本一･稀に
大きな爪跡を残 したO木江tJでも神位山南側斜だ如き完全に終審を受けた｡木江一沖浦線の海
沿いの道路は,-LF後の昭和 46年 7月現在未だ政 }工13沖 であった｡
こうして,多くの敏皆や悪臭件と戦いながら,多くの弼魁をかかえつつも.東岸町.大喝
町.木江町, 5町一体となって,大崎町[t】掛 =｢七時上占-LF北岡選果場 ｣を設立 し,｢大略み
かんJとして全国に売りだす方針をjl_て,かつ.jf行 し,又,栢主',:員を位いて専門的にみか
ん作 r)を追求 していこうとしているD
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2. 生 産 の 現 状 1
まず,出字数を反別に見てみようo t .
衷 1. 反 別 良 家 数
17d 19 57 25 2C 22 28 20 2 51
195 20 88 51 21 21 9 5
8 20 79 5 5 9 5 5
?
?
?
?
?
?
?
?
次に生産盈であるが,多いところで反当 4-′5tの収軽があるOしかし総平均は反当 2t半
で.柑橘栽培面融は 228町であるD したがって,生産法-反当 2t半 ×2280反 となるO
生産されている柑橘の砥鄭 言,早生温州,普通温州,夏みかん,はっさく.ネーブル,安政
柑などである｡
町当の所得旗艦基掛 目 00万円であるOなかには 1億円以上の所給を持つ専業出家もあるO
柑橘の裁培には多くの手がかかるO 苦心の末輿約による年尚贋用制をとって慰安旅行に出かけ
てサービスにこれ努めたり,宿提供 .食琳付の日給制に した りして, どゎk.1家も家族に加えて
広い地域から労ih者偽線に散担 している｡ しか し,ただ人手をかけただけでは採井がとれTIいO
そこで とられた方法が,f壷家の組段化である(,木江町時良諾協同組合の中に果実部を設けてい
るがAl常は独立 した形をとっている｡そ して矧司避凝塊の支所的役割を巣 している｡
月別の自家労山時L由を見るまえに.労Cn総力月1位を見ておこう｡
表 2. 労 蜘 能 力 単 位
年 令(才) 10′-′15. 1占- 2ロ 21′.-50 51- 占0 d1.-′70 ｢71以上
罪 0.4 0.8 1.0 0.8 0.ム5 0.45
(S45立込林省瓜家経済鮎壷による )
上の表は, 21- 50.才の男性の一日の労山漁を 1とした時の年令札 性別か削.;h丑 を
数字で表わ したものである｡
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衰5. 自 家 労 1':3時 間 (41位 日数 )
施 肥 1,P4.5 0.5 0.550 鳥 二呂
摘 果 2.01 15.051 2.55 17.580
雌 仕肺 ら.590 1.5 1〔1.52 18.0951 22.51 I61,0占6.7
-合計.I 8.5 15.占 26.5 15.0 18.5 2.5 li;三冨 呈`'o:≡15.0 16.0 15.D 2占.D
表の数字は,衰 1.の労仁,1能力単位をもとにして,それをさらに日数に換耕 したもので
上が男性,下が女性を表わしているO
月別の作業内容については詳 しく後述するが,この表から. 2- 4月に射定 (枝を切 り,豊え
える), 10- 12月の収砕出荷という柑編親培の大筋をつかむことができるO また.休む刷
もない忙 しさの度合を知ることもできる｡
El
衣 4. みかん製品平均単価(S45)
大 串 平 均
62.55 占6,9〔】早 生 温 州 64.72 I 65.85 72.75 65.98
普 血温 州 .52.7l】 55.5〔一 4111 55.55
5. 木江町柑橘栽培 12ケ月 J
摘果されるまでの一年間の主な作業を月別におおまかに追ってみよう.詳 しくは表5.を参考に
されたい｡ ..･こ∫
t
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(1) 1 月
この時期に貯蔵韓の管理点検をしておくO球内は阻皮 5℃ .湿圧 85%に保つようにする｡
ただし,耕柑 (はっさく,ネーブル.安政柑 )は握は 90C/OであるJ
組伐は採光が目的であり,仕部が楽な割に違年結果,尉削句上 串剤散布の徹底,作染能
率の向t.土壌管理の推理 といった効果がある｡'@抱化をやめて崩全体に日光があたるよう
にする｡
越冬醤虫の防除は95%マシン油剤を50- 55倍に縛めて散布するO防寒のコモ掛けは
散布後一週Fr3Cjくらいでする,
その他排水施乳 留年.(土壌軽食防止のため )の点検も見落とせないo
(2) 2 月
番肥は苦土石灰を施用するOこれは土壌の酸性を中和するので建宝JIのだが掛 こitJig02は
菓静索中の雷妥成分であt),これが欠乏すると薬が賓化 し木が衰弱するO叉,同化作用を防
げるから臭突を肥大し晶質 を向上させるO
ガス錦熟1,昭和 40年からは新薬ジメトエート(殺虫剤 )やダニ剤などにきりかえられ
た｡非76'tこ危換仕を伴う上にEr労相で人事もかかるからである｡
(5) 5 月
防寒用-Jモを除去 して苗木の植付け;･Jiはじまる｡苗木は百苗圃で2.5年哉既 してから本
畑に定噂する｡
射定の時期である｡接木は集を港 してから,からたちの新芽に行なうO接木には論接と板
巌とがあって,つぐ位山がちがうU 高接は不良糸でも樹性の強い木に健良糸を扱ぎ,根接は
病旨樹や老樹の回復にも役立つO侍知的には艮接が早 く, L砧昔がおそい｡V､ずれも接がれる
樹は 1年生.2卑生が括芳 しやすく操作が簡将である｡
(4) 5 月
摘花は花がJi新田の尚にチラホラ見える程度がij当であるO蕃花の放任は生育を著 しくそこ
ねるので,できればつぼみのうちに摘んでしまう方がよい｡
(5) 占 月
病語虫防除は一年中,海月それぞれ病気の与良生に対応 L'て雑剤敷布がなされるが,rF･でも
占- 8日は防除に力がいる｡ヤノネ,焦点病,カイヨウ(海洋--･･風当たりの盛い固で娼生
が多い)軌 -ダニ,サビダニなどがそうで,これらの防除については,広路県監軌 広島
LT.t果実L主菜協同組合連合会,広島粍経済出井協同組合迎合余光行の｢m:]J和〇年度相棒病虫害
一･8占-
防陰暦 ｣が魚粉から出熱 こ配られ参考にされる.,
(A) 7 月
梅雨明けの土壌管触 ま,雨鰍 こ生 じた被皆箇所の早急復旧と土壌の乾燥防Lt,嫌亡防Jt.
通辞防止 (Id℃退院 )のために敷革が敷かれる｡ -/.8月の 2ケ月で乃果されるOせっか
くここまで大きくなったのに惜 しい免もするが隔年精巣の矯正をして品矧 句上をはかるため
である｡
(7) 8 月
雨の少ない年は塩害が割合多い刀で,放水 Lて,垂についた塩分を落とすO
台凪対策として拙 人体は必要不可欠のものやあるが,上良にはほとんど見あたらないっ台
地や大寒波の年はまさしくお手上げの状態である.
(再 10月中旬
いよいよ採収である｡ 6分茄色でとり始めろVTJが哲迫であるO最期に分割採収を行なうと,
JBがそろいやすいO仕分けは完全Ltu1,, .ト良ふlfL1, 2割程[_'tはある ),かんづしわ用 (大社の
もの ).ジュース川 (小粒 )の 4位に分けられ句､
i:-;収後.蜘LiLのilV,貯鼓相に蒔く舷べ,フ-･570戒ilさせる｡,これを予措 というが,そ
L73仮払注,界実の過剰水分が発散されてLk止がし/Iやかになり,呼吸作用を抑制 して耐久-JJ
を蛸すそうであるO また,この&.Lirが外書乱 ;u こもにはJtjであるらしいO
この後,も.主秒単位に張杓されて共同題欠場へ遠 rI'れたり,仙人で出荷 したr)される,J
衷 5. 柑橘作業贋と-平均所妄し脂 (S45年 ltjal_1り)
上 韻 管 理 2jlL下旬かb4月･tt'E.7(中れ 深耕 ) 15ビ､i悶
施 肥 1月下旬から2月Fl一卜i.a(品十石灰 ) 15
追 使 'iTJ 定 2月下旬から1月中旬 16
防 ,IA 網 除 去 5月下旬から4月中旬 4
施 肥 2月Lll旬から4月Ll'J･fLt1 18
/! 5jr卜旬から占月 fl句
土 壌 管 理 4月下旬から5月中佃 (歳草.一部動力 ) 22
防 除 ム月中旬からtI月上旬(軌ノ)) 10
〃 ti月下旬から9月中旬 ( / ) 5
士 媒 管 理 7月中旬から8月中旬 (焼串,一課動力 ) 20
rJh
鏑 巣 7jj上旬から8月下旬
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24
採 収 出 荷
防 除
〟
防 風 対 簾
亡 貯 蔵 侍 管 理
出 荷
そ の 他
11月上旬から12月末
10月上旬から10月下旬
12月中旬から1月中旬
1月上旬から1月下旬
1月中旬から5月下旬
1月中旬から3月下旬
■■
129時蘭
● 5
5
4
8
14
20
349時間
(川 上 碩 利 子 )
(そ の 2 )
昭和 45,占年ころには,｢上位で家がたつのは,みかんも主家だけだ｡ ｣と言われるほど,みか
ん栽培は,盛んであったo Lかし,liB和42年の千番による菊みかん(小 さく割れてしまりたみ',･l
ん ),その後続いてV.る麻布結果の状億と,ここ5恥 まどは= 一年がないそうである｡おまけに.
みかんは全国的 (央A-(ち))に過剰生産の傾向を示 している｡このような状勢の下で.大崎上よもの
みかん栽培は,どのように変化 しているのであろうか｡その間頻を.ここでは大型選果場の役It'tlと
腐鳩点を手かかりに して考えていきたいと思うo I
去A-(1)経 常 耕 地 面 EJi
耕 地 m L'L(hd)と そ の 増 械 地目別群成比(S45)
S弓5 4V35~ SLlD 45/4日 S45 水 田 畑 樹園地
大 崎 町 570 ∠ゝ占.5 554 9.5 585 19.5 4.4 76.1
克 野 町 25ム 6.4 272 ∠ゝ4.2 2dl 5.5 5.1 rTJ9.4
木 江 町tM 244 0.5 244 9.5 28占 7.2_ 2.ム 90.0
迅林統計年表より
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表A-(2) 木江町の耕地面掛の変化
捨面坊(h) 求
S55 242.1 5
S.4D 245.7 2
田 t Cro) 畑 l 陶
::I.85 ～ 1::;
9.8 1 7.4 l 占_9
衷A一(5) 木江町の作付而Blと収鍵丑
良林統計年報より
媒普通温州86%,早生温州4Dye 木江Jil{惨の賀料より
1. 大崎上島みかん共同選果場の概略
大喝上島みかん共同選果切 (以下,共通 と記す :=ま.相和 44年 12月,桁造故事都築の一群
として'細司され,相和 45年 10月 51日に,大喝uj大字中か :完成 したUその設位の趣旨は,
大崎上昏みかん共同選果場設位および道営管理規約的 2条によると,次の九iりであるo榊成組合
(大晦中9i7良黄@,同組合,原田il{臥 大串放臥 木江町良臥 京好町良g･の5町 5良脇をいう)
は,そ′の組合且が生産する果実の袋荷,-rLq造,出荷等の一切の共販体制をf連立 し,果実の品質規
格の統一 と計副 臼荷ならびに販売経済の節7･'iを固 rJ,その組'E.1月の生産性および収益の向上を期
するため.上如 ら適切を設旺するOその鮎常には,年別 才の埋萌から成る迦営萎良会があたるこ
ことTlっているQLi常は,娯呉出林の決めた持ち分 (東野 251t'･955ro,木江 25･1159To.大
崎 58,E)90%図 1.-(1))によってなされるorI
l 図 1-(l) 上LiJ.共題迷宮親政横柄図
理 事
- p~~巾 ~ー;> 運 営 委 且 会
支部(部落)
組令員(煉家)
些重し - ラ直垂互J
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?. 牡 荷 と閃 野点
大崎上品のみかんの梅生産息は 1万5千- 5千tであり,その集荷については,①巣伊 (果実
良業組合又は凸協果実部 ),②産地菜乳 ⑤生産者直売,④自家滑於と分けられる｡木江町の場
合は,⑤(3)はほとんどi日周 とならないほどである｡そ して②の産地業者の敢扱570についてlま.共
遇の話では,｢一割にも満たないO ｣と,いうことであったOが,木江虚ti'･の話では,｢実質 4
鰍 ま,業者がさばいているO｣とのことであった｡産地業者としては,大長からの玉島,安芸津
などという第着があるそうであるo
系統損TFrは,利潤を目的としているのではなく,梁者は本来,利潤を目的としている以上,当
然両者のうちlこL-i,性格の相連があるOそれなのに.現在まで.両者の取扱い鼓が,伯仲 してい
るのは,なぜだろうかoPj由の 1つとしては,次のことが考えられるであろうし,すなわち,系統
良馴 ま,大市場において他の生産地と競合するには,相当止を絶えず出荷 して市場を確保 しなけ
ればならないOこのために,下珊機凶に計画出荷を抑 する｡非.題の場合,出荷割当てIi.損家
の出荷時親.希望教法をもとに,それぞれの出荷崎柚までに,各点家に屯知するという形をとっ
ているが,その時々の相似 こよる業者の男い付け,D方が妙味がある｡これが,生産者にとって苦
痛であるということであるoまた,義弟と生産者 との個人的つながりも理由の 1つてあろ ･) O
そして,共避′り;できてから,系続出tS.Jの東和の割合が,かえって縮少 したことから,今 1つの
埋由が浮び上ってくる｡それは.現金化生での蛸ijlの速 さの掛 ･､である｡紫着はたいてい,先金
か税金員付けであるのに対 して.共選を泊すと. 40日あまりも後に,支払いがなされる0兆選
では,データを,四国の西条でコンビコークにかけるのに 20日を鼓し寄掛 こ20日をむすると
いうことである,Jこれは大塊共適の欠点の大きなものであるOすなわち,桂1紬;かかる割に,L･
スが大きいのであるOこれでは,共選の設立別 表である計画出荷の励行は,むずか しくなるであ
ろう｡そしてこのことは,共通の今一つの欠点である｡月覧 の々組合であるという意慾の欠如｣
にも,由係があるoこれは,補助金行政の欠点として考 える必妻があると思う｡
又,渡 り作 (大崎上島では｢入りYF_=二いう)のみかんについては,はっきりした数値は,つ
加めt(かったが,その 5割程度が,共選をFJされているそうである｡そして,この助命はqLl加 L,
つつあるそうである｡これは,人件墓守の拓臓のため,大農みかんの名声よりも,人件Iflを低くお
さえる方が,利が多レ､ためであろうO
′
J I
5. 選果の方法と間男軌点(別選果の関原 ) '
共通の選果域の処理能力は, 15L/hで 5台が 1日8h操遜なので,560と/day,
-9【l-
=-
15Kg箱 24.000箱である｡
作業過程は.〔適巣-水洗-乾燥- ワ9タス地域-乾燥 〕の,Viである｡選果は,生産者番号に
よってなされ,①外観.②大きさ,⑤総fT点によって分けられる｡Q)外掛 ま,5人で偉 .香 .良
の襲Oをみて,平均をも19で決められる.②大きさけ,樋枕によって, さLから5Sの5roを出すO
そして① ×②×③-総点数を.コンビ,-タにかけろ (.IrJックス勉軌 こつレ､ては,つい最近まで
カラーワックスと艶出 しと両方を使っていたが,bjijとなってからは.艶出しだけにしたそうで
ある｡
退巣において,目につくことは,木江uT紳輔のみが,共適の中で,別選果となっていることで
あるO これは.沖網みかんは,その味によって知名Llも高いので,合併の条件として別選果が認
められた7=めである｡みかんcr)甘さの丑L.ijfI粂件で･>,るEl照については,木江や明石と条件は変
らrlいはずであるO それfj:のになぜ紳輔だけが.味が山,lのであろうかG 木江町畠tlz.の橘品さん
の執 こよると,｢木江には.造品所があるが.神仙 ま全部が.r:f家だし,もとが漁民染蕗,なので家
は密娘 していて通称 ま5nc7n足らずだから.とこ,上りもよいみかんを作ろうとする競争心が強い
んですこだから,他地域ではどうしても徴拡 Lない流束 もスムースになさ･iLるし,中排や攻 r/ラ
もていねいですよ｣ということである‖
共遇の中で,現在実際に,別過失の行JLt(われているのほ,油滴だけであるが,大郷 汀と木江町
東野吋のI-;1-にも避架Lr)うえで,わだかまりが残っているようであるO(これま共選ができて後,大
鞘ではLldnJ･の取損い辻が栂加 したのに.木江 .火1fではかえ-,てIt戌少 したとレ､う結果にJなってい
ら.)木江町,火を何 は,曲の両側に位 ..lL,日あたりがよいのに対 して.大称Iqは,日あたりが
悪い上(こ,水田転決園が多いので,両者の!,かこは,韓の上で迎いがF'った｡叉木iT_Lll.Rl好打は
家庭避別も進んでいた【,それを,訟他の消却を急ぐ典妙 ま,血 り扱い｣ほ ふやすためイこ,家庭遠
別をやめさせたUJであるUその結果は,大的_ヒ練れかんの佃下がりという形にtiって2')らわれたO
これを解決するために,別越如実も考えられたが,虐局.S1`6年Ii-一大崎上土jlみかん生私 販売
拍iTJ計CpJ-の小に.家庭遡別の徳政とレ､うー ち1が付け加えられたにとどまった｡これでは,板木的
･#決とはなり得ないq_lではなかろうかO
4. 出荷 ･販売の現状と対策
出荷先は,敗外がほとんどであり,東京方面 5コ%,大阪方-d 509ら,その他 20%であるo
Lかし,2月と5月は,県内に 209もが軌IuYされ.東京刀由への出荷が拭少するQこの時期は,
いたみのはげしい貯蔵みかんが主となるためであるULたがって,冷涼J+L年は,魚外出荷の割合
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†ヾ.
が高くな.,ているO貯蔽みかんは各出家のクーラーによ-,て,貯蔵されている0-月以降の平均
遵続出荷の徹底のたかこは,共剛 ヒが望ましいが.管海上の無理があるそうであるo
みかんの加工と輸出は,割合としては催いが計画出荷の-頚としての窒蛮性は,高いと思われ
I.= る｡加工用は,広島県果実良薬協同組合連合会と加工業者 (大崎上良の場合は,主に対岸の安芸
▲′
∫
津町の業者 )との契鰍こよって決められる｡
ジュース用には,5LからSSまでの良と可があてられ,市価のS0%程度で販売されるOか
ん話用にはJ2Lから2Sまでの良と可があてられ,市価の70%程度であるo
編出は,蛾争中に中断されていたのが,硲和 27年に再開されて以来,校詞な伸びを示 してい
るo相手国はカナダで, 11月 18日頃に,クリスマス用として,80t程度が,船群みされる
そうであるu
c 輸送方法としては.海上輸送とトラック輸送がなされている｡割合は,敵 ヒ輸送がB0%,.I
IL' テック廠送が20%であるO トラック輸送は刺 ヒ地九 東京方面の一部などへ出荷するものに用
いられている.速圧を必要とするためである.船による輸送は,内航海道共茶組合の50t折の
船を,ンーズソ中(†o月- 3月ごろ )は. 1日5隻チャーターしているO船は,共適の虚栄場
に披 して封荷が可能であるo
I
広島みかんの欠陥として,-専一掛 こまとま･らないと発送 しないこと.つ畢りBj史が群にIPす
みやかな販売による利益より先行することがあげられるが,この共遇では,すべて自力輸送であ
ることは,販売上の大きな鏡みであるoそこで,井出の存在の意我もある｡ しかし,今は,まだ
各ii家に,価格の伸ひとしで実感される樫には,至っていないようである｡
次に大野上島みかんの特徴と出荷,販売対策について考えてみようO
'大崎上島早生みかんの長所としては,巣皮が薄いこと｡欠点としては,架皮がやや硬く.酸が
やや憩いことであるO果皮が硬くて薄いことは,痛みができやすく.商品性を低下させる｡故が
･Elいことは.消蚊の増大と低下させる必嬰があるoこれの解決策としては.採収後 5- 4日間の
出荷予楢が必要であるO系統的には,宮川早生と背江早生は,外観 .内容共に多少異なるので,
これはかナて出荷することが必蛍であるO上島の早生温州の販売細岡を瓦 じての問題点は,出荷
が後半になると外観 .晶質が急に低下することである｡このことは,若色の早いものが品質が良
く,遅いものは品質が憩いことを意味するoLたがって,その対策として,栽培面の努力が必輩
であるO
普菰鼠州は, 2月中旬以降に,tると,融の械少lこよって味がボケ.品JBが低下する｡広島県の
立地条件からみて,普迅温州は年内から2月前半までが晶質的な販売遍期と考えられるO例年阪
一夕2-
J`売は他県産地E=比較 して,有利な販売がなされているのは,品質的な特徴によるものであろう.
いずれにしても,普通温州は,販売期旭が長いため価格変動による機械的販売がみられるが,品
質による販売時期の決定を実行することが蕗重な評萄となるoこれの対策としては,共販体制の
硫化と同時に,計函出荷体制の確立の必要があるo
(この項.芸南qr聞社｢芸南の産業と税光文化 ｣卓考 )
●■′■
唐山温州の出荷計再について.共過の諮1胡委員会の秦によると次の迫 りであるO 全良家から半
句別の出荷希望教主ほ とり,共遺功がまとめて,出荷計百をたてる(,①年内出桝 十両 11月末まで
でに出ず守希望数JLLlをとりまとめる｡②年明出荷計由:12月 25日までにLil朽希望教生をまとめ
る｡
以上のように,適巣塙L'J広域大劉 ヒと,それlニともなう主さ続出称 Il,和利販売上破 くIi;求され
栂代の変化とともに,絶対必'･.東条件となっているo Lたがって,共選の出荷 .販売にRたす役割
も非常に大きいわけである.同lhhfに目的達成のた茨目二は,生産者の広い団結が必鮭であることは
言うまでもない｡
5. 大崎上島みかん共同選果場の今後の課髄
大型共題の今後を考えるために,その悩みをまとめると次の1･:iりである｡
① 品質の違いをどのように選果するか｡
別遡巣と家庭選別の地域分類
② Ei宮の藩さからくる鮭'ilのロスが大きいO -
コ./ど .,一夕の利用
i
機械の故障
消却をどのようにするか
③ 計Eji出荷が徹底さ】lJていない｡
④ 良家の組合意誠の欠如. ,.
補助金行政の欠点
(上 原 暗 江 )
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Ⅱ 大崎上島の造船
I. 序 一
大崎上島は磁戸内海の略々中央に位 しており,人口約 2万 1千人で.木江,大軌 東野の5か
町よりなってお(),大崎下島とともに造船と柑橘の産地 として広く知られる.ここで私たちは,
教育委員会,海道局,岸本造船所などで主に造船について話をうかがった.
2. 造 船の お こ り
立地粂件は次のことが考えられる｡
u7) 気候がよく,雨がすくない｡波がおだやかである｡
② 海岸地形が㍊ している｡
③ 排他がすくないため海での仕串を求めた｡
④ 地理約位IB(航路の中央に位Liする )
⑤ 隈史的にその技術が認められたこと｡
｢大鞘上良造船史｣の一節に次のようにある『大崎蕗の北端にある生野島に人i揃が住みついた
cnま今から約 2千年ほど前の縄文文化時代後iyjであることが発掘された土器や石器等によって立
証されているそうですから,大崎掛こ人が住みついたのもよほど古い場代からのように考えられ
圭す｡当時の住民が何によって,またいかような生活をしていたのかよくわかりませんが,海上
史j山王おそらく九木船によっていたものと考えられ,また古い九木船は,くすの木が使用されて
レlること.また大帝良にくすの木が多くはえていたこと,くすの木は,しょうのうの原料として
防虫剤として用いられることより,丸木滋を作る材料として盃していたこと等考えられ,Jo
地理的に見ても大箱島は親戸内海の時々中央に蚊Lfしており神武天皇が御東征に瞭 して,この
付近をIB過され大乗岳にたちよられたとか,また神功皇后三韓征伐のおりたちよられたことが語
りったえられ,万薬の昔,防人が北九州の守蕗の任につくに当り海路を利用したこと.延音元年
菅原通式が左遷されるにあたり楓手洗港にたちよられたこと,あるいは,徳川指代九州方面の辞
主･'h'参勤交代に使用した吸国船が往鉦するにあたr),御手洗砧にたちよったこと等から大蛸島の
住民は掛こ接する機会等にめぐまれていたことは造船ということに非常な恵味をもっていること
と思う｡過
5. 発 達 過 密
｢大′'-15上良造船史｣- 『望月克之助氏が 1828年文政 11年に生まれ海迩並びに造船業に
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市献され･また 1850年安政 5年に木江に金森道諮所ができて,この削 らゝ大崎giにおける造
船頂がさかんになってきているよう思うoその後,鹿ifに発田造船所ができ, 1898年明治 5
1年に広島商船･rJ減 ができ 1904年明治 王7年に木江町に丸鍛造如 ;できた0日軌 日男峨争
当Ltlfより大正時代欧州大磯争当秘 こは約 20社も｡'JqL船所ができていますOこれら適,'rnt所は一般
的には約 200t前後の木造帆船,大和塾船 (/(イ砧 )が多かったが,明治 5 0年- 4D年頃よ
り西洋型帆船が建造されるようになった｡これらの木造齢の中には 1.000 tを越えるものも(
長浜弼全ii造 )･T)ったそうだから木造船 としてほ最大級のもL′つと思いますO造船技術もよほどす
ぐれていないとできないと思い,{す｡
これらの造船技術は倉絹岳や近軌 也区,北九粧 三tiより入ってきているようにきいている｡
(rLJl･J各)大正 lD年頃になると,ぼつぼつ補助批 ほ っけて航行すく.'よう(こfiりは帆船が建造さ
れはじめたが.最初に虹遺されたものがfji三原市幸崎しけの享腸 ドックの前身であるはiirドックで
あう｡r相和 2年のことであるO同じ項,ノノ(ル階のIilI;i鉄工T･/.-は舶用で?.物の呈造をおこ/Lってい
たが,大正 8年より鋼船をkLf遷 しはじめTl｡ もちろん当Ljの粥掛 -1すべてこう鋲によったもので
ほとんど手ガス でー遠道されている｡ 』
大筒上.●長で-)j没に木晶!ntから飼感への切りか,t7)'lfなわれたのはIiLlfL'15l乍～ 57午頑であTJ｡
この転換仙こ木江で,つぶれた造鮎所は 2件であっJt｡御手洗にti現在 1-･2q)造船所があるだ
けだが,木造掛 喜代にはたくさんあったようだOこれil木之江が潮流LJ係で停泊滝であったこと
と技Wl的に木江が宛達 していたためと薮えてくれた.現在,大的上L.;でつくられている船の主な
用途は,袋物泊,紬軌 抄札i=t,凌軌 フエリー.ひき軌 7㌧ シ7-,i-I)一などである,
以在の主な造MJtT')了と従某[l数は次のとおりであろO
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造 船 所 名 .技 術 者 琳 動 員 工Li浦 用 工fl臨時 許 負
渡 辺 担 渠 2141占5 1 i 1ム46 ■1)t218L
-鉄 工 所 紛 1 2
小 池 造 船 所′■ 古 本 鉄 工造 船 所 ㈲ 142 1594
長浜 造船所㈲松柄鉄工造船所岸 上 造 船 ㈱ 248ら 15A4482
林 造 H.lt ㈱小 林 造 船 12 841
川 本造船所㈱伸 和 産業氏 押 造 船 伝令 15t 4
1246 11 2541 2 1ll1620
(中国小型船舶工業会広岳県中部支部 S4a.5月Fy'ij査 上段は男,下段は女の数 )
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木 江 地 区
木江支局
Fii
/r l?
?
?
?
?
?
? ? ー
?
?
?
望月造船 r､
岸本好焚工場
佐々木好賀工機
?? ? ー ー ? ? ?
? ??
? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ?
?
???
＼､一･一一
?
? ?
庇押造船く
??
?
?
? ??
? ?
?
?
?
?
?
?? ?
? ?㌧? ? ?
ー ? ?
長浜造船所
//
?
?
?
? ?
?
??
? ??
?
??
?
?
? ?
???
?ー
??
?
?
?
? ?
? ?
?
? ? ? ? ? ッ ? ? ? ?
/
'r-Lb一江造隼 芸芸霊習,,.ノ{/レ
工切
iC'畑 敵 瑚 笹 竹鉄工造船所
･:i-設 h'- j
/
/
√＼○
木江町
? ?
??
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ?
? ? ?
●
大崎上白■造船総 トン数と壁数
i
/I---I/ ーヽ
??? ?
??
? ? ??? ? ??
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
?? ? ? ? ? ? ??
? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ?
? ? ? ? ?
?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ??
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
?
? ?
? ? ?? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? っ ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ?? ?
?? ? ? ? ??
? ?? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ?
宇浜工壌 (木江 )
藤江工場 (福山市)
･ 取引金融機Bu 広t,.1銀行
広応相互銀行
中小企業金融公序
商工中央金庫
日本不動産鋲行
･設 備
<船 台> i.i賀工以 2C0OG/T
〟 ソ99G/T
/ 49rJG/T
字浜工槌 499G/T
〝 4 50G/′T
藤江工場 4ラ9こrl,//T
くクレーノ.> 13t走行.)71クL,-ソ
40t /
12t 〝
St ′･■
12t 〝
5t 〃
<門型 クレーン> 5t走行
<モビール タレ1-ン'> 1CIt
1 線
1 線
1 線
2 線
1 線
1 線
1 品 (ff･幻)
1 盗 ( / )
( 〝 )
( 〝 )
(宇 浜)
(藤 江)
1 韮 (妄f hlT)
1 台 (字 浜 )
20t 1 台 (如 月 )
<受電殻倫> 1.5 日DKw
[ その他,施軌 ポール乱 工作以軌 油圧 プレス･べ ./ダーなどが盤っているU
･ 従 業 fl(下請を含む)
･17 賀 工 秘 45 (.I- 5Or,人
宇 浜 工 場 占0人
藤 江 工 場 50- 40人 〔fF料 :経歴番〕
技術20^,車軸 50^.その他は労朝右で′この労拐着を間接と直接 とに分けることが
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できる｡間接は避軌 貢'l役,倉見 ガス担当.直接は良進であるoまた,鋭敏こも女の人が
田き,ガス.電気を担当し,溶軌 切断をしているO.保 険 泣造保険を住友などにかけている.
(5)船 の壇頼 ,特 色
訴 造 船
絵 tこ丈J
??? ? ?
?
? ? ? ? ? ?
ー ? ?
?
? ? ? ? ?
へ ′,'/ 舶 納＼ /
′建造髄格(百万円 )
Sさ占 57 58 59 4D 41 L12 45 44 円
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24DD
2100
1800
1508
1200
900
400
500
0
G/T別造船数 (竣工が昭和 40年 1月-樹林 46年 5月まで )(四捨五入値)
? ? ??
?
? ? ? ? ?
? ?? ? ? ? ?
? ???
? ??
?? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ㌦ ? ? ? ? ?
? ? ?
? ? ?
? ?
? ?
?
?
?
?
?
?
???
nUTSnU∩U.q500∩リ020nUnU
? ??? ?〔 ? ??
? ? ? ?? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ?? ?? ? ? っ ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ?? ?? ? ? ? ? ? ?? ? っ ? ? っ ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
?
? ? ?? ? ?? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? っ ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ?? ? ? ?? ?
? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ?? ? ? ? ? ?
? ? ? ?? ? ?
? ? ? ?? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ュ ー?
? ? ? ?
? ?
レー ダー 東京
II
(5) 船 の 男 手
発注#.船主に特定の分布はないO
(ム)工 場 内 部
[ 従業員は壬に柵乳 明石方面からバスで出動 している｡また,島外迫動者が木工だけで
24- 25人,大三島などからやってきているO
組合はなく,若い人が少なV､O平均年令は木工だけで約 40才,下請 を含むと5占才-
57才である｡壬耳金は痔問当)約 409円,特殊な仕事であれば 占00円であるOまた.衣
性の方が男性に比べて筋金は低いO
(7) 下 請
-Fu'Hl,I5n社ほどあり,特殊な過程専門の下乱 雑役的下桁があるOその内容はマ-キン
ガス切断 電乳 迦払,塗装,とりつけ,溶軌 ダクトなどである.設計,触臥 監督以外
は下市がヤ f),犠装は木工がするときがある｡このような下請は専属になっているものもあ
る.
ラ
5, 問 題 と 展 望
造船界でも鼠が強 くな7).小型船の新造規制など運輸省のセーブが放 しくなった｡大崎上島は
小型船の造船数が多いだけに深刻な問題だと思うo しかし,地元では,まだ,荊造船の許可の手
持ちがあると楽観的意見もあったOこの難所を越えるためには中小企業同志合併 していった方が
よいのではなかろうかO しか し,岸本遊齢での話によれば企業合同はむずかしいというO岸本造
船などのように比軟的大きレ､ところでは大型船への転換をはかっているようだが,とのままでは
多くの企栄が危鰍 こさらされるのではないだろうか｡なお,草木地区に各造船所から資金を出し
あって合同の造船所をつ.くる計画があるが賛否両論である｡ .
(難 波 英 子 .■万 代 文 子)
.TIE,.-
1.A yl.■l
■l■
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四 昭和 47年度巡検 レポー ト
(島根県隠岐島)
- 1U三一･
? ?? ? ? ? ? ???
写3-I
回東海岸の波蝕地形
- 105-一･
写3-3
巨資瀬資の地 上に
放牧された和牛
写3-6
仰敷海津の賂小足
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■F I 醸 岐 布施 村 浄土 ケ 浦 付 近 の海 津 地形
隠岐の主免,島後の北東に位叔する布施村には8-.々 の特散ある海岸地形がみられるが,そのう
ち,布施部落北東の浄土ケ柵は,地質や断層に支配された海蝕洞や波蝕棚などがみられ,特に且
光明娠な崖海岸であるt,
我々はまず,浄土ケ浦付近の地形地質の概略を観察し,つぎに波蝕棚の形状について観察と断
面形の御免をおこな.'たO波蝕棚の面上に存在するポ･Jトホールについては,位軌 大きさ,形
嵐 堆御物,棲息生物などを観察して.考察を加えたO
図 1. 隠 岐 島
前 島
5---II l 了 ノ､ し ､? ? ? ? ? 〜
顛美里ヽ一_-
-:二1-
｢!pL
･二･:I ､
hil>>､ヽノ
J)
??
? ? ?
lL
＼ ノー′､ー ～ /
? ?? ? ??
? ? ?? ? ? ? ?
絶 島 甘 言 しヽ
_-/I-
? ?
?
?
?
???
? ?
?
??
? ? ? ? ? ?
?
? ?? ?
?
? ?
? ?
?? ? ? ? ? ?
?
?? ?
?
? ? ? ? ? ? ?
?? ? ?
? ?
㌦
布施
･う,1､ 懲 /
し ノ
? ?
?
?
?
?? ?
1. 砥岐布施村浄土ケ浦付近の海岸地形の粧要
図 2に示されるように,浄土ケ滞付近の海岸線は出入が多く,複雑であるが,ここの崖海岸
には数多くの波蝕棚や添蝕洞が発達し,入江の兵は小さな棟浜となっている.
浄土ケ浦からトリゲ海尉こかけては5カ所に波蝕堺がみられるが (図 2の① ② ③ G)⑤ ),
比較的大きな波蝕軌ま①④ ⑤ であるOこれらについては沸景調査をしたので,詳しいことは
あとで述べることにする｡
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写井4 中位ユース ･ホステル入口的近の断片的な段丘の
規丘畦tI敬
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写T5 *土ケ･J･A卓の･ZthJ(■2-l) (北上リSZt:)
写t6 トリゲ海浄M近の洩地相 (固2rJ,)
Tれ7 トリゲ井や書方の洩姓増 (田2-1か)
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図2.浄土ケ滞付近の地形 ･地袋囲
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川 削 安 山 岩
斬居は い)ゲ海岸で多く観察されるが,このうち主な断層を図2のG)⑦⑧ ⑦ に示した｡
断層の方向はほとんどがほぼEW方向で, 1カ所だけがNS方向である｡写其 1,2は北につ
き出た安山岩褒角裸,漂灰岩よりなる半島を西側からみたものであるが,②-⑥の斬新こ沿つ
ては海蝕洞門がつくられている(写真 2)oまた,⑧と⑨の斬新こ沿19て形成された海蝕同は.
それぞれの臭で連続して一連の洞門となっている｡
海岸線が入りこんだ所には,比較的小さな円棟でできた錬浜が発達しているoまた,岬の前
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港南高潮位 (47年度 ) AnfⅦ
叔低低潮位 ( 〝 ) - 55m
西郷の昭和 47年度の商潮位及び低潮位について潮位頻度を固化すると図4のようにまとめ
られた｡
･図 4 西郷における高潮位 ･低潮位の頻度
(1) トリ〆海岸付近の波蝕棚 (写苦い )
トリゲ海岸付近における波蝕糊の断面は,図 5の(1)に-示すO
この波蝕棚を構成する地質は安山岩T1-角疎林灰岩であり,波蝕棚上には陳及び砂はほとん
どみられなかへたOこの波蝕棚の特徴を列挙すると次のようになるo
q)前半分がi掛こ向って綬く憤斜 (約 dL')すろが,全休としてはほとんど水平である｡
② 高さは平均海面より約 1.5mであるoこの花さは平均高潮位より高く,従って平常は,
高潮時でも海水をかぶることはないと思われる｡
⑤ ジ ｡イソト(走向N80CE)が数多くみられる..
G) Seaward rampartはみられない｡
6) 面上はほぼ平滑であるが,前半分にはポサトホールがみられるOポ･)トホールに関する
観察は衷 1で示す｡
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I
蓑 1. ポットホールの観察
演目海蝕 短 径 長 径 深 さ ジ甘イソト 凍 そ の 他特 徴
崖茶部よりの距離的 (C7*) (C7W) (C7*) との関係
8.5.-9.0 45 50 55 蘇 有 ポーフラ生息
15.0 85 170 70 有 無 横 長
17.0 90 500 85 I 有 有
波蝕棚の全長 25m
④ 波蝕棚上には棟はほとんどみられない｡ただし,ポサトホールの政には,数多くの水磨
された棟がみられる｡
⑦ 波蝕棚の前半部に"たまきび"がみられるO
ポーフラが波蝕棚中央部.iiサト.+.-ルに生息しているが,これは,波蝕軸面が最高高潮
位より高く位駁しているため,常時には汝の影帝を受けていないからである｡
(2) H)ゲ海岸東方の波蝕棚 (写英7)
トリゲ海岸東方の波蝕棚 (図2参照⑤ )の断面は図5の(2)に示す｡
この波蝕糊を構成している地矧ま角棟搬灰岩であるO前半分が波蝕棚基部方向に緩く便斜
し,中央部からはほぼ水平であるが,所々に突出部がみられ,全体として少 し逆傾斜してい
るO海岸の突出した場所に発達しており,波蝕棚面は不規則な突起が数多くみられる｡
以下,この波蝕棚の特徴を列記してみるO
① この波蝕棚を構成する地質は角裸溌灰岩であり,(1)で述べた波蝕棚と同質のものと思わ
れる｡
② 高さは波蝕欄愚前面が約 1.5rTで,海蝕崖基部方向に進むにつれて低くなり,中央部で
は平均海面下 0.5TrLになっているO全体として海に近い部分は高く,内側の部か ま低くな
っている｡
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⑤ 波蝕湖面は不規則な突起が数多くみられ,平滑であるとはいえない｡
@ ジ■イソトが東西方向,而北方向の 2唖類みられる(.
⑤ rampartはみられないD
④ 波蝕溝が波蝕棚の基部と側方にみられ,これは断層方向と一致して発達している｡
⑦ ポサトホールはみられか ､が,藻などの生息するpoolは存在する｡
⑧ 波蝕湖面に砂棟はみあたらない｡
⑨ ノッチはみられないが,波蝕棚基部に海畠が存在する｡
⑲ 波蝕棚は,海に向19て急崖をなして約 5,5m落ち込んでいる｡これは断層によるものと
思われる｡
(5) 浄土ケ輔海岸の波蝕棚 (写其 5) √
浄土ケ滞海岸の波蝕棚の断面は図5の(5)に示す,J
この波蝕棚を構成する地熱は硬岩,砂岩,シルトの互掛 こよりなる唯秩岩であるO前述の
波蝕棚と異なり,頼斜した地層を持つ中央部の丘の東西に形状の異なる波蝕棚がみられるが,
地矧ま似かよ-Jたものであり,地層が東に怖斜 (2135)しているため,波蝕に連いが生じ対
照的な波蝕棚が形成されているO以下両波蝕棚の特徴を列挙してみる｡
L.lj q) 両波蝕棚ともはば水平であるが･東側の波蝕伽 拙 校的平滑であるのに比し,西側の波
蝕棚は洗濯板状の起伏を室する｡
② 高さは,西側の波蝕棚は平均海面から1.ロー 1.5mであり,平均点潮位よりも高いので,
平常は水をかぶることはないと思われるが,東側の渉蝕軌 ま0.5- 0.7mであり,高潮時
には波の影帝を受ける｡
⑤ 地掛 こついては.東側の渡微糊は蝶層の旧理両が施蝕欄両と主体となっていると思われ
るが,西側の波蝕棚は磯,砂,シルトの互樹が詐碑板状起伏の波蝕棚面となる()
④ 両波蝕棚とも波蝕棚面に確はほとんど認められない〔
⑤ Seaward rampartはみられないC
⑥ 西側の波蝕棚は掛こ向って急患 (ほぼ垂範,高さ約 4,4m )をなして落ち込んでいるO
なお両波蝕棚の間に存在する小丘の鯨蝕岸で観察される地質構成を図 5に示した｡
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(4) ま と め
トリゲ海岸付近の波蝕榊 (図 2の@ )とトt)ゲ海岸東方の波蝕棚 (図 2の6))は地J151構成
において塀似するが,被蝕榔面の高度,断面形のパターソおよび債斜の煩向においては異な
るo場所的にも近接 した所に存在するが,彼敵椀の形成過掛こは何 らかの差興があったもの
と思われるOまた,浄土ケ浦海岸の波租棚 (凹 ∠の① )については,前述の両波蝕相とは地
質構成が異なるため形状の典なる地形をたしているが,波蝕御所の高度などについては類似
点がある0
5つの波蝕棚のiL=通点を列挙してみると,つぎのようにまとめられるO
① どの淑蝕棚も披細物耐 ま平均砧‡脚t,lJ-.rJ痛い｡.
② 波蝕秘が掛 こ向っていづtLも急鮭をなして指ち込んでいる｡
⑤ 波蝕棚面に砂棟はほとんどみられない′_.
④ Seaward rampart は存在 しない｡
⑤ ジ可イソトが数多くみられるo
(.61 波蝕棚基部に海促が存在する.
波蝕棚がどの高さで形成されたかについては,今までの観察からはWr定しかたいO しかし,
どの波蝕樹も平均高潮位より,かなり高い位軌に波蝕仰両が存在することから,いづれにし
ても,波蝕糊形成後,軸水準の低下もしくは土地の隆起があったと考えられる｡
(林 洋子 ･FL'Ii田管見 )
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Ⅱ 布施 村の人 口動態 一
1. はじめに
近年都市部においては人口の過密,農山村に卦いては過疎の現象が大きを社会間借となってい
る｡昭和 40年と4 5年の国勢調査によると,その5年間で 27都道府県の人口が増加してかb,
甜菜,東海,近親,山陽に集中している.一方,東北,山陰 四国,九州を中心とした20県で
人口の減少がみられる｡
中でも島林県紘増加率が鹿児島腺の-i,7カについて-5.8年で全国第 2位の人口淑少を示し
ている｡市部では-1.2施であるが,郡部では-10.7弟にもなり郡部における人口渋少が深刻
な間質と凍っているC
とのような状況の中で,島叔県のしかも稚魚とレーう特殊を条件下にある布施村の場合どのよら
な問題が生じているか述べてみたレ一.
2. 村の現況と人口
騒肢[,lb後の北東に位匿する布施村吐.村で産する木材を島外に自船で漣搬する目的で興った海
巡業によって栄え,特に江戸時代後半には宵廻 り航路の商船として括挿し,村民の生活も豊かで
あったという｡昭和初細には水田約250haを他町村に所有し,離島にありながら村民は平均1
haの水田をもっていたとLJ,う｡
現在でも村の主賓を財源は林産物で, 1.10Dhaの村有林をもち,昭和 45年度の村の歳入の
45,5車を占めている｡このため村民の負担は少75:く,一切の寄附行為はなく. 1人当りの税負
怨敵は村民税 955円,その他rJ税を加えた総衛でも5,i78円と非常に安い｡医席穀の8割 5
分は村が負超し, 7 0才以上の老^には月額 1.500円, 80才以上で比 2.00□円が給付きれ
るなど福祉の面にも堺元され,村の丑かさを表わしている｡
国勢調査によると昭和 45年 10月現在で村の人口は741人 (男 547,女594),戸数
24占戸である0 5年前の40年では人口824人 (男5 98,女 426),戸数 2 占2戸T.
この間に人口は85人の減少がみられ,増加率は- 10,1東である｡これは島根腺平均の-5.8
串をはるかに上回るものであるが,郡部平均値よりわずかであるが低く,さらに同じ曙肢郡内の
他の市町村と比戟すると巌も低い数値になっているO
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世帯数および人口の推移
午 世 帯 数 稔 数 男 年間増加率 ｢人口密蛮/lk-
S 40 282I46 t824 598l - 5,2 44.2
41 797 1 591 - 5. 5 42.7
42 779 ー 578 - 2.5 Jll.8
45 741 S40- 45のIi_'J加-8.5人 - 1CI.1〆
5, 年令別人口耕成と動態
このように減少を続けている村の人口であるが,その内容はどのようなものであろうか｡
昭和50年から45年までの年令階儲別人口の肝苛をみると, 15- 19才では58人から
19人へ 20- 24才では47人から,1_8人へ, 25- 29才では59人から54人へとそれ
ぞれ奴少している｡また児童生徒数の推移は,昭,ftjSU年には児童 1占5^ ,生徒88人計 251
人であったものが, 44年では児垂de人,生徒 47人計 115人と半数以上の放少を示してV,
る｡これからわかるように,他の過疎地域同様 ここでも若年層の苦しい流出と出生数q)滅少にと
もなう自然増加峯の低下がめだっている｡
役場の話しで払 ここ10年FEIrけこ当初からこの和に残った若者はわずか5人 しかなく,相和
46年度では高卒者の 100〆,中卒者では進学者を除いて100弟紐対 してV}るという｡転出
先の多くは京阪神方面で,輿子では/J､敵,水道薬,女子で絞被服菜などに多く従車 している｡
村の主要産業である終業,林英仏 ともに経験を要求し,老殻の補償が浸 く ,さらに林某では
-ク.,ウ症などの聴業病のおそれがあることから,若者連はこれらの産秦に従事することを敬遠
し,その｣二部会生活へUL'あこがれから村を触れていくようである｡このよう把.人口厳少のうち
特に社会的増奴は若年層の流出にともなう汲少であb,これは村の将来にとって菱うべきことで
ある｡
しかし流出が著しい反面,-直島を離れた若者が再び戻ってくるいわゆるtTターン現象も購近
忙なって見 られるようになった｡彼らの多くは,捷美,ペンキ塗装,運転などの技術を身につり,
離島振樹 某に従事しているoそのため,戻ってさても村の産米に従事するものは少なく,ほと
んどが西井などに働きにでかけている.
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年令 階厨別人 口の推移
年 令 階 屑 S.50. 10, 1 S. 55. 10. 1 S. 45. 1.0. 1
総 数 : 輿 I総 数 ! 男 I総 --4 --盟
轄 故 1.045 1 510 l985 i 482 741 t 547
G- 4 97 f 51 占5 1 55 57 lJ 25
5.- 9 I153 70 95 1 47 55 ; 27
10′-14 156 1 7ム H f 占9 占1 L 2.9
1■5- 19 58 1 28 50 ー 19 ‖ l 11
2〔1- 24 67 I SB 64 ! 50 28 17
25～ 29 I59 1 29 7.4 ー 41 54 19
50- 5′l 50 1 22i 64. F 51 i15 l 19
55- 59 占2 1 19 54 [ 27 57 28
4【j～ Ll4 54 .- 27 dO 1 21 49 24
45～ 49 67 1 54 51 1 25 49 24
58- 54 45 24 7ロ ー 57 55 17
55.-59占0 8467n 52 1 25 48 f 27 495 245〔t0
】
57 15 47 25
I I
42 21 50 12
i I
4. 塵兵別人口
こJL)ような人口問題は産業にどのようを紬 を与えているだろうかo寮兼別人口を見ると,良
:RではβI'櫛150年から45年までの 15年間に 175人から54人へと急激に減少 しているo村
の緬 横 1.8i5･OhLlの内耕地は田畑あわせて 14.Aha(内水田5.5ha)という状況から考える
と当然GruことともいえるoLかし,林薬の場合 1.88i.5haの山林を有 しているにもかかわらず
15年閲に 126人から75人-と淑少 しており.かならずLも地勢上の問題のみ1.rJらず,労働
人口の金主少も考えられるOこのように鮮少傾向の著 しい虫林菜に対して水産菜は若干夜がら増加
も示 し, 50年に 17人であったものが, 4 5年に壮 4 1人となっている｡この水在英とともに
低調を伸びを示 しているのがサービス菜である.隠岐が観光の島として注目されてくるにつれ
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民宿を行なう家が坤加してきたとととl娼係しているものと思われる｡ 50年には54人であった
ものが45年には60人と約倍増である0
15才以 上 産業 別人 口
産 業 別 L S50.10.1現在 S55.10.1現在 S
総 数 502 254 458 28占 41
出 業 75 25 59 24 5
鉱 菜 - - 2
鍵 殻 .莱 12 ll 5一l
炎 遺 業 20 18 45 51 2
卸 売 .′J＼売集 47 55 51 57 5】 24
金艇 .保険 .不動産 1 1 l 11
迷 相 .通 信奄 気 ガ ス･水 道 50 1 29 55こI41ti 295
サ ー ビ ス 54 17 22
第 1 次 産 業 62.9 46.1 Ltd.1 59.2 4
窮 2 ′ A.4 ll.4 21.4 24.8 2
次にこれらの産米に従車する者の年令を見るL･. 45年の国勢調査時の15才以上の就業者
577人のうち5才ずつの牌親区分を行なうとdST以上が .tも多く48人1 15･- 19才が姫
も少なく 6人である｡これからもわかるように労恥年令が-i.･;く, 4 0才以_i:が 24 4人で約 65
帝を占めている.
これを産業別にみると,由林業では福年令IBが多いのに対して,水産業の場合 50- 54才が
瀬も多く, 25- 29才, 55- 59才かそれに次いで･おり,労働年令が低いe:Jが特徴となって
いる｡ちをみに,年令牌層によって就井薮某の遵Vl告訴べてみると, 20- 24才では迎輸 .過
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倍とサ-ビス菜が多くとの年令屑の 25年ずつを占めている｡ 25- 29才では水産業と適格･
通1･g-がそれぞれ21年を占め,ついでサービス葉. 50- 54才ではサ-ビス井ついで水産兎
55- 59才ではサービス菓ついで点,水産.建乱 逮輪･通信となっている｡ 40才以上では
50-54才のサービス薬を除いては各牌屑とも林薬が第 1位を占めているO
(難 波 敏 江 ) 山 川 加 牲
Ⅱ 布 施 村 の 林 糞
∫
1. 布施村の林業の歴史と現状
(1)造林の初期 (私有林)
｢当国第-の山林は,島後布施村の杉林にして,大勝寺山の東藩に位思し,齢 葱々 た々る大
森林は数里にわたりて繁茂し,時価数十万円にのぼるとhD｡而して,同村の杉槻採種創始者
は,即ち隠岐国における造林首唱者にして,享保年間,中村の原 (玄 )琢及び,布鮒 の藤野
孫-,.船田兵右衛門,長El新大,佐原長兵術の諸人とす｡島民がいせだ,造林の何ものたるを
知らざわし時代において.卒先して造林専業を奨励し.もって今日あるを致せるなりO｣と,
倍岐駄未にみられるとおり,今日でも布施村の杉林はすぼらしいもので奉る｡
この布施の森林の大部分を占める人工林比 今から約268年前の享保年間に始められた｡
宝永年牌に仇 それまで自然生の材の輸送払 加賀船,若狭船に頼っていたのを,人工林の生
育を目のあたりにし,自船による伊,外輪送も始められたC航海運輸の業は急速に発展し,木材
r 翰送のみにとどせらず,生活物資も運ばれた.運輸で財を得た村民は,自村に乏しい田地を近
隣の町村に求めたb,山林を拡げたりしたそ5である｡しかし,初期の造林者は,入会林地を
開発して｢開き取b｣をしたものが多いそうであるO
(2) 公有林の成立
古(から,部落の周辺にかいて払 土地の所有権が明らかであったが,奥山は本来公有であ
った｡公有地を開転した者がその地を私有としていった｡江戸時代末に,公有造林 (地下山(
じげやま))が進むにつれて,公私の山林の境界宙が明確にされてきたようであるQ
β)公有林の充実
明治 10年代になると,公有林の経営主体である村も,自治体としての形を整え区有林は輿
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隆に向った｡我が国わ多くの入会地は,地租改正の時に国有とされているが,隈肢に卦いては,
明治9年に区有林として登専されている｡これは当時の隠岐島の特殊な条件である牧畑の存在
によると考えられているo
明治57年隠岐匡町村制の施行により,布施 卯軌 飯糞の旧三村が合併し布施村となった｡
山林も統合亨れ,大部分が新村有林と在った｡.
(4) 布施施薬森林組合
合併時に,布施区は他との比例の幽係で一班を区有林として穀していた｡大正 2年に布施区
有林の処遇方法CJ考究の結果.組放されたのが布施髄粟森林組合であるOこの組合の実体は,
組合有山林を経営するためのものであったので.鎌に所有林地を失って組合は解散したO(昭
和 5年.森林組合林 5 4口町歩を村へ売却 )
森林組合は更にその後,昭和 16年追捕耳性の組合が再舶放されたが,昭和25年から後払
活動が席少し.ほとんどの兼務は村有林経営等の中に吸収された形となった｡
森林組合という民柚団体は,珍らしレ1存在ではかへが, この･村の組合払 公営の性格を持つ
ものを肩代り亨れたという意味で衛色があるといえるだろうD
(5) 部分林 (分収造林)
明治50年代に,村L,ま奥山開発の手段として,部分林を設定し,申込みを井った｡場所が人
夫を入れて造林するにkt凍すぎる南谷の奥であった.労力･Z)消耗が大きいことTZどのためか,
応募する者は少なく, 5, 4カ所の団地が開発されたたけである｡現在も残っている部分林は,
1団地で,約2反歩である.それを造林さZLた2人のうちTさんの話によると,
･｢村とは80年の契約になっているので,そろそろ伐採 し7TJ:ければならない｡そうなると村
が5分と,残 りを2人で分けることにな.7°が,三着の意見はなかをかせとまらないし,部分林
と村有林の境界がはっきりしないqJでどうなることか-･･････｡｣
と,いうことである｡
部分林は,増反の目的を逮するととはできなかったが,最近,民FE'lから分収造林OJ許がでた
ということである｡ これは,合併の話がでたことによるのである｡単なる村菊地であれば,令
併すると地上権がなくなるQjで,相と民胤との今岡所木(分取林 )の形にしてかこうというも
のであったO この試みは:,瓜林省などの賛成が得られず,立ち消えになったということである｡
(占) 民 生 社 林
民生社林比,昭和44年現在 247haで,全林野面棟の約15車を占めている｡ これ比,令
併の話が出始めた今から5年ほL:前に,財団法人民生社の林として,きめられたものである0
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そ その目的払 合併時に登記をとって,民生社が経営し,高令者年金や学校給食の面で地利 との
差をうめようとするものであるo
Lかし,民生社の設立の付帯決議には｢民生社林のうち,村の財政上.伐採を必賓 とする場
所払 村有林の他の場所と交換するものとするJとレ､う条項があるため,民生社の山は,次々
と価値の低い所と交換されたそうであるOそのため,現在の民生社の山は,両横はあるが,林
研抹ほとんどないという状態である.
(7)布藤村の林菜の現状
昭和 44年硯昆 布梅村は,両横 1.865haのうち1.485haが林野である｡その林野の保
有形態は 村有林と民生社林とT･全休の占5帝を占めているO
林 野 両 横 (利用種別)
(S441琴在) 単位:ha
分 林 野総 面 舵
数 1.885
右 林 ゝ生 社 847l 2
有 林 595
森 林 森 林 でない原野樹 林 地 竹 林 ト I林の伐跡
針 薬 樹 林 広 葉 樹 林
人工林 天然林 人ユ二林 天然林
859 275 1 515 4 55
257 200 1 552 2 35
197 5 - 46 -
林野面覇のうち,樹官半分は人工棉薮がなされているO この割合卓も 私有林では約 88飾,
村有林では約50東となってhるO私有林は,杉を中心にした楳薯をしているととが衰からも
. 樹 種 別 林 研 表
. (S44.1.1現在 ) 単位.m'
区 分 総一 散 針 葉 樹
す ぎ ま つ そ の 他
総 数 10占,552 dO.155 55,584 12.795
村 有 林 42,245 ll.5.59 24.855 5,851
民 生 社 林 52,026 25.774 5,5dd 2,684
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わかるが,布施村ri3忙 40町歩と商務町に 60町歩を所有 していらっしゃるL,Lさんのか話によ
ると,
｢杉は,北や東の斜面で湿ったところがhhL,どうしても杉に適さないところたけ,松を植
えますO｣と,レ､うことであるn
村有林姓,私有林に比べると,人=雑費が遅れてし1るが,現在50年計画で, a0Ohaの村
有林の人=椅教がすすめられている｡
村有林の存在は,財政の面にも大きく影響しているO昭和 4 5年度の布施村一般会計の歳入
の45,5宙は財産収入によっている｡その主たるものけ1捕林の立木売却代金であるL.
村民に払 稚々の特別k,敏感があるが.主tEもの仁t次CJとふ bである.高令年金として70
才比上月頗 1,500円, 8O才以1には 2.000円か支給されることや,水道設備や道路舗装
などの扶粗金が全 くいらlEh ことであるO
このように,布施村は,村有林とい う50年サイクルの財産を基礎としたiiかカ,村であると
いえるだろうQしかし,問題となる点をLlDげろとすかは,次のLようなことだと思 う｡,
その爺 1比 労働力の老齢化であるU塊も 年間78日以1.勤務 した者の平均年令比50.02
才であ り,年 高々令化する傾向を示 してhjt,,!巾て比 能輩をIi-tJめるため払 - )コブクー l/I
よる薬剤散布や,下刈機の使用を試みているが,問屋か多 く ,なかなかう･まくいかないようで
ある｡
第 2は.,全国で墳′J､の村である布施の合併Pr'% である._,合併時の村'･FT林Vの取 り扱いG')対策と
しての民生社林は,その存在の仕方に大きなIL'1泡かあると思われる｡
2. 村有林 の経 常
(1)育 林 法
作兼は.雪のふらない 5 , 4月から11月まで行なわれるか.それerl大 きく4つに分けられ
る｡すなわち,Q) 5, 4月の静木つくり,し2,L) 5- 9月の施肥.⑤ d～8月o'_)下刈 り,
④ 9- 10月の秋柾えであるO作業の様子を図にすると次のようになる｡
作 業 内 容 5 4 5 6 7 8 9 10 11月
0 首相つけ,味がえ.箸かこし ･. ;
① 施 肥
喧) 下 刈 り
① 秋 袖 え (梅林 )
卜 -一一･･一･一･一一･一一･--1
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(j) 酋楯えつけ : 首払 昔綻個人かつくったり吉野から訴人していたが.戦後は#.費など
の問題から,村が首恥を直営している｡ 2町歩の苗圃で帯を育てて,個人にも販売し
ている｡
床 が え : 4月に種をまいた苗は,翌年 4月には別のところへ棉えかえられる｡ 1
tf-目の苗を播稚 〔はしゅ )床, 2年目を二年首, 5年目を三年苗という.I
雷おこし : 雷がとけるとすぐに.雪で倒れた木をおこす作業か始まるOかこした木
はテープで他の木にくくりつけて,曲りを直す｡
② 施 肥 : 5月～ 9月のひまをみて施肥が行なわれるO場所によって使われる肥料
の碑類は適うが,主なものは,森林特合油と森林 1号であるO
ざ下 刈 り : 頼林後8年まで比 布年下刈 りをするが,その後 占, 7年は 1年おきに
行t.:うO舟近では,剖験的に下刈糠の使用されているところもあるが,村有林kT.急斜
面が多いので,昔ながらの方法で行なっている.
④ 艦 林 : 秋穂えが9割以上を占めている｡ このととは他村と大きく遣う点である.
布施村では,良薬をほとんど行なっていないので,秋,比較的早く桜えているO
栂林の間隔は 1町歩に4.000本程度である｡ これが, 50年後には1町歩 に
1.000- 2,00□本に減るそうであるo他との境界は,約8尺放し,ひのき･あナ
そろ等を植える｡ 2年に 1度は手入れをして境界をはっきり享せるo
以上の他の作東として払 満車,間伐,整地などがある｡
消車也 4-'9月まで月2回程度行恵う｡用剤は害虫の種類によって一定しないが,石灰
ボルドー 液ーが多いようである｡
間伐は,土地の良いところで比 木の間を畔すために行なう,除伐の意味が大きいが,木
材は個人の用材申し込みに応じて特売品としているO
野地は, 5 , 4- 11月まで,随時行なわれるO
(2) 伐採･運搬
抑 伐採 の桝令
伐採の樹令也 一般に5 i- 60年であるが,布地村の場合払 杉,松の平均が70年ぐ
らいであり,松は200- 506年のものもあるそうである｡材務の見秒 少壮,看守人が,
木毎に胸高を測って井出集計している.
(｡) 伐採 の時期
冬の馳 雪で作井ができないので, 4月から村議会CI)決定に基づき,随時行なわれる｡
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〔う 伐採の方法
菅は. 100年以上の木もあったので択伐される鶴合もあったが,現在払 伐採される木
の柵令が低いので皆伐になっている｡間伐されるもの仇 特売にたされた後個人が伐るが,
それ以外のものは業者に上って伐採きれる｡美名は,安来や鳥取から山林木材工夫をつれて
きて,チェンソーで伐~採する｡
チェンソ 一ー也 10年ほど前に村が購入したのが出初であるが.今は個^でも約 10台が
使われているOチェンソーー使用人は日当8.D0u円程度であるが.2, 5年の経験が必要で
あることや,老後の保障や退職金などがなVW_)で,なり手がほとんどないそうである O
(⇒ 伐 採 後
伐採した後は,土地の条件のよレ､順に,軌 椿.松を概林しているuしかし今後は,人手
不足などから,伐採した壁をすべて柏林していくということか 難かしいのではをいかと心
配されている｡
体) # #
伐採された木材は,少釜か使用不能の時代木馬を僚うれ ほとんどケーブノレで簸鵬 まで
運ばれるOそこからは, 4t車で適び出されるO奏者L/Cよって,そのまま車で西%'の貯木場
trT迎び,そこから給析みをするもOrJlもあるし,布施の港から訟枯みするものもあるO
(上 原 柵 江 )
掛 版売 ･価格
(i)販 売
東細れ 隠岐･島後全体の木材を扱っている,隠岐島木材某製材業協同組合があるOこの
組合は,野軟み場として県から土坊を借 り,昭和42年に着工,昭和4 5年7月に開井した
ものである.との野横み域は,油等の版兼にも肺償してV･るれ 大部分が木材集約処理魅に
なってVlるo市場に対する借用と,金融面にお小 て,木材をこの組合に集概し,組合名義で
販売しているO
との組合の先産材の取扱克也 昭和45年度 15.d2dd,昭和 4d年度, 18,597〝/
となっているOそして.布施村が占めてV)る割合比 隠岐･島後生建立の5分の1近い割合
を占めている｡布施村の生産材払 2通りの方法で版売手れてV}る｡中村経由のため トラッ
ク適賃が高くつくのT,直凄布施港に出す磯合と, 11月～ 5月中旬まで季節周(北西風 )
のたb,船が自由に航行できず,材流出CL)危険があるため,この細合に典布する場合である0
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そして,この組合を通じて版売しているの拭,布施村の生薙丑全体の 50車であるo
Lかし, この布施村の生産韮仕,昭和50年前後で壮55万石 (10.550nl)で,昭和
47年で壮 11万石 (4,058nf)と減少している.この減少は,組合への払い下げの淑少
にもつ葱がわ,従って,.曙岐･島後全体の生産丑にも影申してきている.
販売方法は,組合長の船で販売先まで輸送するという方法をとっている｡ この組合員の船
は8隼あり,うち総 トン数110トンの木造船5坐と, 190トンの鉄船 1食が,木材専用
として迎搬に従事しているO
願売先としては,益田市場 (佐 木々商店 ),出零市場,松江市境等があり,一部の杉が,
静岡県の天竜へ送られているoそ Lて,この天竜へ送られた杉は,天奄杉として加工され,
東京方面ヽ市販されている.地元人の購入もあり,隠岐島にある大 ｡小7=場のうち,大2
工場へも販売されている｡
(叫 価 格
木材は.昭和 45年までは高 く売られていた｡昭和25年を1DQとすると,唱和50年
では1.8倍の伸びを示している｡しかし.昭和44年頃から外朝が入ってきたため,木材価
格拭下ってきたO例えば,樹令占0年の杉 1石 (長さ5m,末58CZl)の価格は, 4.SOD
円から2,400円程度に下が り,松 1石の価格は, 4,000円から1.BOD- 2,100円に
下った｡
杉を例にとって,杉の価格の阻書をみると,ソ連材のエゾ松が内地の杉に類似しているこ
とから杉を圧倒し,臣宅の外壁に新感材が用いられるようにな り､また,橋梁等の鉄筋イヒも
加わって杉の需要が減少してきたこと等があげられる｡
しかし,昭和47年d月頃からは,杉の価格が頚をもち上げ始めた｡ というの払 外材を
使ってみると,内地材の,変色しない.耐久力がある串といった良さが見直されてきたこと,
また,木材各団体(全国木材連合会,森林組合等 )が内地材の良さを宣伝 し始めたためであ
る｡
隠岐島での木材価格比 隠岐島木材髄教材薬鼠同組合が検討して決定 している｡
木材の良し慈し払 ① 樹令,② 山のある位置,◎ 山の憤斜度で決まる｡直材ほど価
格はエho曲材QL 小曲の場合直材の2分の 1,大曲の場合直材の5分の1の価格になる｡
5. 山の信仰
(1)大 山 神 社
布施村で払 ム00年ぐらい前から,年1回新暦 4月の初丑の日(旧暦 2月の初丑の日)に
一･150-
大山祭 りが行なわれている.
この大山神社は,鍛壱肌ilの神様だけであったが,大山砥神社の弁盤 (海の神様 )も加わって,
山と梅の神様になった｡従って,年 1回, 4E-1の抑丑の日に行なわれる大山祭 りは,山開きの
日,海納車の日としての意味をもってレーるo撤内幸の日というのは,旧暦 2月の初丑の日まで
は海が荒れ,それ以前に航海すると遭難するといわれていたので,この大山祭 りの日をもって
海開きの日とされたのである｡そ して,御舟のなUくJI一向によって,向って左が山 右が海で,
左へなびけば山の幸,右へなびけば海の幸が多いとされていた｡
大山祭 りというのは:,祭りの前日(子の日)に崇 りの藤で酒を飲み.聞きずらしへ歌を歌いな
がら,神木に巻くつる(帯 )をとりに､恩山の村有林まで行 き,それを大山神社-3:でもって帰
D,印としてさかきの木をつけ くる｡そ して,帯たち(,柿.-iJ取 i)に行く若者 )が宿に輔ると,
宿の者が彼-:,:).を接待するのであるが,その抜特が/i L/-(l=も若者の気をそこねると,家の中でわ
らじの-i-i.#れまわるのである.これも祭 りの最先の 1つと-されていたOjで,人山祭 り杜,礼
暴な作法の祭 りといわれていた｡
この神木に巻く常の長さは, 120･%･(約 21,ム･nZ)あ り,こOI)帯を神木VL'巻 きつけると,
7番半ある｡ この菅は,帯を巻 く時に歌う｢きゃbうt,_｣,JD出校の｢ドトコ-1 トトコー｣と
いう糾:たやしを合図に, 2D～ 50人の者が,曲ってしつるつる(衛 )香.のはしたから巻きつけ
るのである｡ しかし,蝦近では大木が少なくなり,神木に巻きつけるった｡かずらが少なくな
ったので,この儀式は行なわれていろ:い｡従って,以凱 相木に帯を巻きつけた後で行なわれて
ていた,神官の祈る儀式が残っているたけであるJ
との神官には,以前拭 2通 りあわ.春E咽 Iilの神主かその神官(,:当る場合と,祭りの宿の主
人が 1年間神官になる場合とである,
神主 (4D～ 50才代の者 ). じいさん 添当(そえとう)の5人からを7,7中宮の家が, 1
ヶ年lL凝 りの宿になるのである.しかし,多人数であるC/Jで,後に,紘,布施村 120軒を1下
半 に々分け,i(下 )の細の当番の時は,下 (上 )の折の占0軒を客として呼ぶとレ､うように
なってきたO宴会は,祭りの日当日に行T=われ 料理としてほ,梅の魚,山菜,豆腐,人参.
あまがゆ(まだ酒にならないとろとろLたもの )を出し,千日は麦飯であるれ このE]は白米
を食べていた.また,障子やふすまやたたみも全て新 しくしていた｡しかL,相当軒用がかか
るので,次第に行なわれなくなっていった｡
そういうことで.布施村の家は,大山祭 りの時(I:楕V･:なるぐらいの広い間取 りをもっている.
昭和 8年頃まで続いていたそのような習椴 も,それ以降仕,神主の交替をやめ,区長が神主
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をつとめ.氏子総代が添当等を決めるというようになっていったo
(2)岩 倉 神 社
岩倉神社は,布施村の南谷村有林大帝寺山の頂上近くにある神社である.厳しい所にあるの
で,供え物を持ってあがる程度のものであb,これは,央山開きという意味をもっていた｡し
かし.現在では道も開け,奥山開きとVlう意味はうすれていっている｡
この岩倉神社!,Cは,岩倉杉といって,岩舟才沖との御押棒がある｡この岩倉杉は,樹高 40m,
横合 800年をもち.上下に模幹 47本と乳頼 19が垂れている珍柳で,天然記念物に指定さ
れている.
(5) ｢蘇民将来(しょみんし上うらい )｣
r厳民将潔 ｣という青葉は,約50G～ 40 0年前に.これから山へ入るという時VL戸口を
出る際のまじをhの言葉であるo｢醗民将来｣というと,｢-チ紅さされるのを防ぐ｣とか,
｢ムカデやマムシ等に足をかまかをho｣等といった昆虫や埠虫の書からのがれるとV,われて
レヽた.)
(4) ｢くわを府にかついだませ,戸口を出入りしない｡｣
くわは,人を葬むる暗にかついで出るとされていたので,普通の時には,くわをかつh7とま
まで戸口む出入 りするのは上くないということから,習tRとなったものであった.
(5) ｢一区画のうちで, 1番高い木を切る時に紘祈りをする｡｣
昔は.高い木には天狗がいると思われていた.天狗は,良いことをすると災いを加えないれ
悪いことをすると災V,を加えると思われていたoそこで,天狗の通り道にあたる高い木をただ
切ること蛙良くないことだということで,高い木を切る時に比 祈りをして切ったということ
である｡この祈 りというの仇 作美に行っている者が祈る程度のごく簡単なものであった｡
(i) 八 天 狗
照ケ叢の上にあるほら穴に払 天狗の倭が八体納められているOとのことを八天狗とV'って
レlるO
想ケ峯は,登ってはならないとされ 神聖の山として叢拝されていたOとの漕ケ雑の上にあ
るほら穴に納められている八体の天狗係は,明治抑期,布施の里にいた 1本歯のゲクをはいて
歩くととのできる人が,そのゲクをはいて,そこに納めたものであるといわれているe
(片 山 恵 子 )
V
∫
-152-
Ⅳ 布 施 村 の 牧 畜
1. 枚 畑
隠岐島における最も特徴的な土地利用は何とい-,ても牧畑であるO
封建時代においては,交通が不便で社会的経済的に孤立していた隠岐島においては,自給形
態として牧畑が発生した｡
牧畑とは,一定の土地が牧場と,作物耕作に交互に利用される形態であり,地力を保持し,
作物耕作に都合のよいように配慮されている｡牧畑は一般に 4区に分けられ, 4年周期で輪転
しており,水田,畑などとは軟に垣をめぐらしPlを掛ナて区割されている｡
封建時代には食樹の自給体制のために発生した牧相も,食槻自給の必要性を失った現在では,
牧畜が主目的となり,主に子牛生産の放牧地として利用されているo
我々は西ノ島国現海岸で牧畑に関するものをいくつか見たL,山の斜面に斜めに道のはしった
牧畑の臥 阿州 と牧 を区翻した垣や門,実際に牛を放牧している様子 etc｡
我 の々調表地である布施村においても,き′､と,このような物が見られるだろうと思ってい
たCしかし,実際には牧柵らしき物,牧畑J)跡らしき物などは何も見られなか.,たoそして誰
にBflいても ｢現在,牧柵はやっていないし,また,過去にもや･,ていなかった｡｣という郭で
あったo
布施村は,江戸時代から林業,海運業が盛んで豊かであったO その結果,昭和の始めまで,
各戸が他町村に平均 lLag)′J､作を持っていたoこの様に裕寓だったこの村では,牧柵などは必
要としなかったためではなかろうかO
牧畑ではないのだが,牧番と耕作を関連していると思われる物が50年程前まであったよう
だo
山林を伐採した後に, 1年間牛を放牧して,土地を肥やし, 1年たつと牛は他の土地に移され,
そこに木が成長する10年間の内の 4, 5年だけソ,.'を楢えたLlこれが牧炒こ似ているといえ
ばいえるだろう｡
また,畑の名前に ｢中谷牧｣などというように, ｢～牧｣が残っている｡
2. 昔の布施村の牛 ｢
林業の盛んな布施村では,明治50年代まで,材木運搬のために多くの牛がいたOほとんど
の家で. 1- 5政の牛を飼っていた｡牛による材木運鞭を今でもうかがえるものが残IDている｡
それは,牛が材木を引いた後の石で敷いた沸で,道路のそばに残っている｡
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しかし,やがて荷串の出現とともに,牛もそんなに多くは必要ではなくなり,牛も瀬-,てし
まった｡
この後,昭和50年代まで牛の数は増す碑はなかった.
5,村の牧畜振興計画
搬後になると,日本人の食生活は非常に変化したO肉の消智が増加したOこれに伴い政府も
牧畜を重視し,牧畜も盛んになって来た｡
このような状況のもとで,布施村においても,昭和 50年代半ばには,肉用牛の厨膏を始め
る人が出てきた｡ しかし少数飼育では利が薄く,林業,漁為 しいたけ栽培などJ他にもっと
利のよい産菜のあるこの村では,じきに棄過してしまった｡ (図1参照 )
昭和42年に村が総合振興計画を立てた｡この中に牧畜振興計画も含まれていたO
村が総合振頻計画を立てた昭和42年頃というのは,外材の輪人によIDて木材の値段が下がり
始めた時期と一致している｡
壬に林菜に村財政を斬っているこの村としては,林業の他にも産業を盛んにする必要があった
ために,この計画が立てられたものと思われる｡
昭和42年頃の日本の牧畜界の状況は次の様であった｡
畜産物ののびは著しかった｢,こ(')中でも豚肉,肉軌 鵜卵,牛乳などは伸びているにもかかわ
らず,牛肉の生産丑は減少している｡このため肉用牛だけでは需要がまかなえず,乳用牛まで
もが屠殺されているO当然, 価格も上昇している｡
需要が伸び,価格も上昇しているのに,生産取が低下しているのは,飼育氏家の零細性と肉用
牛の収益性の低さに理由があった｡これを克服するためには,多頭飼育と流通機構の簡素化が
必要であった｡
〔毎日年鑑 昭和42年より〕
このような日本の畜産界の状況のもとで,布施村では新たに牧畜振興が行なわれたわけであ
る｡
布施村における牧畜とは,何年を釣って子牛を生ませ,子牛を売る ｢子取り生産牧畜｣であ
るっ
村の牧畜-の昭和41年～昭和47年度までの予井,及びその内訳を示すと次の様であるo
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研和 41年 89,000円
昭和 42年 1.128.000円
46.000円
416.000円
昭和45年 2.415.000円
1.7占2.000円
571.∩O0円
昭和 44年 2.202.000円
45口.000円
941.000円
村のfe付牛肝入
共同畜舎の建設
村のff付牛購入
和牛生産組合設立
和牛歩貯組合補助
放牧租の鉄柵
村の焚付牛購入 (公用不明 )
昭和 45年 599.000円
昭和 46年 5_718.G0n円
昭和 47年 500.000円
村の実際に行なった援助には,上の予欝でもわかるように,次の様な1番-があった｡
借付牛の恥入,共同畜舎の建設,放牧場の柵つけ,和牛生産組合の言笹立と補助,近代化資金
の利子の肩代りetc
貸付牛というのは,村が主に鳥取県からii-J牛を恥入 して来て,度家に貸付けるものであるO
農家はこの牛を飼育 して,般初に生まれたノスの子牛を村に返す｡この時点で,何年はその農
家の特牛となる｡村では返されたメスの子牛を他の曲家に貸付け,この摂家でも,前の出家と
同じようにして,この年を自分の特牛とするのである｡この方法で村は牛の数を増加させよう
とした｡
共同畜舎は布施村の布施にあり,布目神社の柵にあるD
農家では,飼育に要する軒用を恭協より,近代化筋金で借り,この利子は村で肩替 りした｡
よ-'て農家は元金のみ俄封す ればよいわけであるOなお昭和 4占年が元金の依却年にあたゥて
いた｡
和牛生産組合も設立された様だが,これについては調査 していないので記せないが,現在は
この妊L合はなくなっている｡
4- 飼 育 状 態
布施村には孤軌 布施,飯美の 5つの大字がある｡ このうち牧畜が行なわれているのは,那
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激と布施であり,卯軒では8戸, 18頭 (松野さんが中心 ),布施では5戸, 16頭 (山川さ
んが中心 )となっているO
4月～正月前(哲が降るまで )は,柵の紫借の整っている帝谷において放牧を共同で行なっ
ているo放牧地は70帝が村有林で5G歩が私有林であり,春 ･秋で場所が変るOなお,牧草
はほとんど自然のものであるが,一部は播種しているという部である｡
放牧は共同でされているのだが,巡視は,布施では 1D日に 1度山川さんが,卯政では 1ケ月
に2回,当番でされている｡
雪が降り始めると,牛連は畜舎に連れて帰られる｡卯数では,それぞれの自分の家に,布施
では共同畜舎に｡
エサはワラや,土用に入って作られた千草,地協から酵入した飼料 (ひかわ,大豆かすetc)
であるO
食塩としての,また畜舎の敷くものとしてのワラは,水田の少ないこの村では自給できず,
ほとんど恥入している,
千草は,牧草を作る土地のないこの村では,ほとんど野草に頼っている｡ただ,卯敗の松野さ
んは水田がいくらかあるので,牧草を作っており,またワラもある程度まで自給しているとい
う事であ〔た｡
飼料は朝,昼,晩と5回与え,正月には牛にモチを食べさせる｡
5. 人 工 受 輪
｢子取り生産牧畜｣においては,最も直垂な閉経は何とい-,ても,人工受精の問題であろう｡
普通, 2才- 1D, 11才の間に 1年に1回妊娠をするQ鹿も妊娠しやすい時期は, 5才の
頃である｡
以前は,布施村に近い中村に受精師がいたのだが,今は布施村からは相当通い所にある西郷
町の帯産セ1/クーに 5名しかいないOここから連絡を受けた受棉師がやって来るのだが,遠い
ために時間がかかる串と,連絡を受けた時に受探知が不在だったりして,牛の発情期を過して
しまって,どうしても受精率が悪くなIJ,ているO
受柄回数の多さと,器具の不衛生さの為に,牛が内膜炎をおこしてしまう番が多 あ々るOこ
' のような内膜炎にかかった牛, 5才ぐらいにな.,ても受精しない牛,何回受璃しても受fl)'･しな
･-レ
い牛は,｢子取り生産牧畜｣には適しないので,肉用牛として売却してしまう｡
参考に受輔費用を記しておくと次の様である∩
初回1.4r]0円,2･5回400円,以後は1.400円であるO
-115占一
卜
A. 流 通 株 耶 J･-i.
大体, 8ケ月#厨育されてから子牛はセ])にかけられるo
セtJ市は西郷PT池田において, 4･8 ･11月に開かれ,博労は壬に四国,中岡,山陰の各
県から,ひいては滋賀,岐阜からもJR･ま-Jて来る亡.
2･5年前までは,隠岐島内だけで取り引きされていたので,値段は本土より非常に安かったo
Lかし高速と経済連 (正式名称は不明)が合併して,博労がいろんな所からや-,て来るように
なった現在では,本土の値段に近くなったo LかL,まだ本土よrJ幾分低いようである0
6ケ月世で,子牛は200kg位になるOオスでソ～ 10万円U メスで 1n万円r,(本土では
15- 1占万円位 ) 1
1年半位の子牛は50Mq～ 占ODl･q位あり25万- 5【〕'.75ぐらいてある,_. '｣r】-
～鯉にオスよりメスの-ll-が占.占い｡ しかしオスはメスより体魂があるので,焚際の値掛 ま,あま
り変らない樺である｡
47年 4月のセリ市では,子牛 80軌 肉用牛58g,t7.(布).ikは 2軌 卯数は5頭 )がセリに
かけられた｡
布施村で一番大きい畜産穀家である松野さんは, I./,年 1u月のセT)で 4頭を出荷したという
-･gfである｡
セリは西郷町で開かれるので.布施から持株までの運t?が問巌となる,輸送は トラ･}クでな
される.-, 1回で5- 4両を運び4.00u円かかる
西郷町に着いたその日にセリが開かれるわけではないので,-押郷町で牛を干如､ってもらうのに
1軌 1日で 150円かかるOこれで終r)かと思うとそうではなく,七.J市の場から港までの
トラヤク代も売却人が負担する司りこなっており, 1旅につき5口0円が必要である｡
7. 成功 しなかった理由
利では/.2年度より相当の鮮用をかけて,振興を計-_,たのだが,牛の数は確かに一時は増加
したが.衷 1でもわかるように,また滞少してい来ている,_.
年 度 牛の頭数 飼育声数 年 摩 牛の頭敬 飼育戸数
S25年 14敢 Sd?一年 45粛
S55年 7頭 S4Ll年 占2頭 22P
s55年 6頭 S45年 57頭 16戸
S58年 9頚 S47年 55所 11戸 衰 1
S40年 5頭
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この理由としては,次のような部が挙げられるのではないだろうか｡
1. 始めた時軌こ,牛の値が下がった0 .
2. 人工受楠がうまくいかない番が多い｡
5. 畜産に従車している人の平均年令が高い(50才以上)0
4.林業,漁業,しいたけ栽培,民宿etc ｢
他に利のいい仕番がある0
5.牧草,ワラなどを作る土地がないo
d.経過機構が単純化されていない｡
他にもいろいろと原因はあったろうが.これらの部が大きな原因だと思われる.そのために,
利の蒋さを克服するために必要とされる多頭飼育,流通故柵の単純化のいづれもが成功しなか
ったためであるO
8 将 来 性
牧畜以外に,利のよい産業があり,従番者の平均年令が高くて,後継者のいないこの村では
これ以上牧畜が盛んになる恥まないと思われる｡
今,従郡している牛の本当に好きな人達が掛ナていけば,いくだけではないだろうか｡
淡 以上は,布施の竹谷さん,山川さん,卯敗の松野さんに恥 ､た話を基にして沓いたものであ
る｡この調査中に感じた都は,この村では牧畜はそんなに菰要祝されておらず,本当に牛の好
きな人の間で細々と掛すられているという節であった｡
(蜂谷淑子,光森淑子 )
注 光蘇淑子氏独自のレポ-トが提出されたが蜂谷さんのレポー トと内容が癒複するためカッ
トしたことを記しておわびしたい. (綴典老)
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Ⅴ 水 産 業
○ 隈蚊の漁桑
島の近海を見ると,鳥相半島との間に隠岐床,北方に隠岐堆,新大和堆,神藤唯から竹島へと
漁場が続き,そのまわりには暖流と寒流の接触点があって恵まれている.したがって,島の漁薬
は古くから行なわれていたが 自給的生産から商品化へ進んだの紘,滞政中期からのことである.
この期まで簡Fn化されなかった理由としては. 1. 滴野市場に遣わC 2. 生産物の商品化が立ち
遅れていたQ以上2つがあげられる｡
17C後半に河村瑞軒によって酉廻り海運が開発され 隠岐が帆船の寄帯地にをb水産物の移
出が始まった｡やがて,幕府直営の｢長崎俵物｣の生産地として,享保以後有名に-/Lった｡アワ
ビ,ナマコ,するめが対牽輪出物となって息敵に生産が増加し,その揖盛期は文化文政時代であ
る｡｢職位するめ｣は全国的に有名を水湊加=品になった｡
磯後,漁業が大型化し,浜田,境,香住などが日本瀬菌部の水揚地になるに及んで,漁場に近
い崎蝦の各漁協は,出熟根処地として発展した｡しかし現在では,出漁基地と水揚地との機能が
分化したため,隠岐の各漁港には漁船は群集するが,水揚げは行なわれをh o 今日も漁家の95
再演でが ,沿岸中心とした零細経営で半戯半漁が多く,専某はわずか20多にすぎない0両軌
浦錐が主賓漁港である､ (日本文イ地 理大系 参照 )
1. 布施 の漁敷
布梅村で第 1次奪策に従車する人仕21.1好で,熟英に従車する人結 6.8解である｡しかし,
表-1のように,明確に,典薬.粗菓,林菜に分かれるのではなく,秦-2･表-5から見られ
るように,鹿菜.漁薬,林業を並行してやっている傾向がみられる｡
Ex.わかめの季節になると,一家総出でわかめをとりに行く,家内労働形態の作兼がみられ,
しレ､たけの忙がしい時払 しいたけの方にかかる｡
=←
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秦- 1 生 産 ･産 輿別 世帯数及 び人 負数
菜 種 布 施 卯 故 坂 美 合 吾十
第一 次産菜出 世帯数 人 見 世帯数 人 月 世帯数 人 員 世帯数 人 見I 5 5 12 58 1 l 1 1占 42
林 業 15 59 4 1占 2 8 21 65
漁 菜 9 52 2 7 5 20 1占 59
節 二 次産業 15 4占 2 5 5 1■7 54
第三 次産 業 129 585 21 45 55 114 185 560
総 合 計 1占9 5【】5 I .i 129 45 146 ｣三 55 N 778
(布施村勢饗覧 1970よt))
(S4 .^1.1現在 )
表-2 漁 家 及 び 人 に]数
家 名 常 任
総 数 7
252 -/'25 lI
1､jO ^ 41
58 120
秦-5 曲 家 人 rj
(布施村勢贋覧 197ロより)
i1
(S44.1.1現在 )
(内 ) i"i I-一従 車 者
価 女
(布施村勢要覧 1970より)
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1)規 模 (昭和 45年度 )
衷- 4 漁 船 数
(昭和44.1.1現在 )
i- 部 落 名 個 人 経 営
総 数 無動力船 有 勤 ●力
総 数 2t以上 船外機船
総 数 147 51 116 12 104
布 施 75 22 ム1 占 55
卯 数 54 8 26 5 21
(布施村勢要覧 19 70よF))
すべて個人経営である｡
船の大きさは5t･hJ.下のものばかりであり,大型船での漁は行lrわれていない｡布施の港で
は大型船の管理はできない｡大型船の鮮港できる港は,西郷,浦郷などである｡
2)漁 法
布施村に紘底びき粗 大型 ･小型定位総 額びき楓 ノてッチ網はをい.がぶり漁の時の刺網,
いかの時の釣などの漁法が代表的なもので,その他 約 7ゴ漁の時の固定刺網があげられる｡
5)れ 沌 物
収入としては, 1･ 海苔. 2･ サザェ, 5,和私 4. 稚魚 (42年 1調 )の慨であるO
熟竣福は義一5忙-,T.･すとおりIrあるO
素-5 漁 放 物
＼ -､書類~＼ あ じ 類 さ ば 類 ぶ b 勅 ひらめ.加lレ潮 さ め プ荊 重 い 類
隠 岐 郡 5516 5501 175占 57 6 250
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種類 rその他のいか類 その他の水産物Ilわ か め 類 その他のも類
(島根県 凍計年鑑より)
漁建物の般近の傾向として,戦後と歓べて,さL･Tえ ･あわびの妹少｡ぶ り･あL'･いわしが
少なくなったということがあげられる｡擬近では典雅わかめが伸びてきている｡
漁獲物のうち代表的なものの漁法をあげてみる､I:,
(1) 鮮 魚
7) ブ リ 軌
ほとんどが一本釣か刺網である｡刺柄は図-1に示すような細で, 1Dt程度の船によ
って行なわれるG鮎は沖合治樟約1.5kNの地点に軒の流れに直交 して, 日没とともに仕掛
けられ,日の出とともに引き揚げられるL春 (4, 5月 )秋 (10, 11. 12月)に盛
んに行なわれ,政文協同組合を通 じて,墳鞍へ出荷される｡布施村における網状ただ 1つ
で,個人所有で,称門業として営tL･まれているO他は一本釣であるoプリは成長するまで
に様々に呼名が変 り,ヤR'･丸子･ブ])という伊長の段階に応じて, 5稚脚の網があるそ
うである｡
阿- 1
1:二･' L t 一∴ ~--1
′九 l~~~十
網の目15L7qlf)
｢ト
5071!
＼才
かり
イ)鯛 鮒
鯛 (真鯛 )は1- 2t程度の船で沖合約 1.5kJtの地点で-1本釣で行をわれるGえさはタ
コの足,エビが用いられ,一本の糸に 2- 5本の針がつけられる｡漁期は 4- 11月,出
荷は冷凍にして県内あるいは遠方では脚濁方面へ送られる｡
ウ)7 ゴ 漁
アゴと払 とびうおのことであるO漁Ll.t刺節で行なわれるO図-2に示すような網で櫛
の流れに衝角に,沖合沿粒約 1.5血の地点に口没 とともに仕掛け, 日の出とともに引き揚
げられる D絢は個人持ちで6- 7月が最盛軌 ほとんどが村内消粥である｡他の魚の丑が
減少 したの把くらべて,7ゴだけは昔と丑は変 らず,ここB胃腔では政もよく供される魚で
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ある｡焼魚,刺身に又ゆがいて 図-2
乾燥させ, 1年分の材料となる
のである-O民家の軒先で,はだ
しにするために.虜と内臓を取
-'r'l ゎ除いている主婦の姿がよく見
かけられる｡
!ヽ
.･､."_,.ラ_き
■l
~網 の目約 5.5m角
エ)イ カ 漁
イカ払 するめイれ 白イカの2種類である｡図-5に見られ 図-5
る-jンガラという釣針を用いて,夜,海上に船を浮べて一本釣が
行か♭れる｡
敢壕は沖合 1- 1.5k井までの大陸棚で,漁礁のほとんどが村内
消鞍である｡
?〓
?
?
? ?
r寸.T!L.'. .ト
(2)磯 物
オ)サザエnアワビ
サザェ払 ヤスとサザエ綿が倣われる.,ヤス拙箱鏡を用t^て,海面からつくのであるか 毅近
滋近はほとんど青首え網を用いるO約9cm角の柄の目をもったもので,夕方船で海底へ落
していく｡それが潮の流れによって海底にねかされる.そして, 5- 4日から1週間程た
った時引き揚げるのである.手間と時間が省けるとレゝう理由から,この方法が盛んに用い
られる｡
■T
●つ.1■
.㍗,L∵■
･l
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ??? ? ?
? ? ? ? ? ? ?
? ?〜 ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ェ ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ?〜
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ??
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ェ ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ?
? ?
町
～仇0nu78
? ? ? ?
? ? ? ? ? ?
いるO昭和 4d年 1月の雪台風のため,粒床が変化 し,海藻がなくな D,サザェの丑が純
少 したが,後に述べる独英改善計画により,その増殖がはから九ている｡
(5) 水産加=品
布施村には,虚協 ･漁協 ･村との三者共同出P.(,{よる水産加工場があるれ ここで加工品
か生鮮され出荷されるo観光用としての味付わかめ.煉わかめ,又,自家洞野用のアブ(ト
ビウオ )の乾妹などが行なわれる.以下その産鶴である,I
表-6 水 産 加 = 品 生 産 高
(S45-年-)
名 生 産 ;f-.･1-
ス ノレ メ 180千円
(4) 海 守
布施村には海守とい う制度がある｡布AL･鹿莫 ･卯教の 5部落に各 1人ずつL-･わ,ナ嫌 防
止,符漁の監視などを行なう自主規制の桜桃である｡叉,和布 ｡粕も Uてん ぐさItrでの成長
の ぐあいを見て,ナだてを行なうOナだてとLpITFJ･,')は.-せいに採取するという滝味の こと
ばである.任朋は2年で倣番制 ･伝統的なものは喪いが明治の頃から続けられていて,梅の
天侯状態の判断にす ぐれていることが必要である,J現在は漁井組合の理解の中から遠出され
るか それ以前は総会で迭はれていた｡
すだてについて簡単に述べようO上述(J.tう(･L-,し1つせいに採取するということをすだて
とV,う｡海守は現場 (漁場 )で,ナギ,天候良しと判断すると,サイレンで村中に合図するL.
その時間は山の仕事と(TJ関係で6時半から-/時半頃で. 5部落のうち2部落までがすだてと
なると,学校は蛤時休硬 となT),家族全員が海に出て,ワカメ･の りIJTZどを採取するのであ
るo又,どこかの家に不幸があれば,その時はすtr_ては行なわれない｡このようにナだては,
生活に非常に%'着 したものである.
海守抹その名の示すとおりだ-ilを守るものであり,自然の保連と人指Jの生命の安全を考えたも
ものである｡ 日本梅の荒波に浮かび,il.かを漁菜折節に恵まれた姥肢で生まれ,はぐくま11
てきた制度の 1つである｡
ノ
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(5) 流 通
漁狂物の大半が村内あるいは島内消勢であるので,流通といっても取 り立ててをい.しか
し,流通のルートは一定してV}るo自己洞野の余剰,又,専門業としての漁獲物は,布施村
縛某協同組合を通 じて西郷へ運ばれ,逓鵜的 (冷凍施設完備 )により境港へ迦ばれ 島根 ･
.棺J一取の腺漁連を通じてせりにかけられる｡.西郷までの適地は,隣村の中村漁業協同組合との
-1′1ムー
三村司所有である冷凍車で頼送される｡
流通において興味あることは,サバ ･イワシ･アジなどの大衆魚が肥岐沿桂に近すく前に
漁獲されてしまうため,四方海に囲まれてhTlから.本土から再移入をするという形になっ
ているということである.
2.漁業構造改善計画
布施村で払 昭和 42年から漁菓振興のため, この計画を行なっているが,それについて,水
産物共同加=場.ワカメの養殖を中心に説明fTI加えていく｡
(1)水産物共同加=壌
布htEi村布施にあるこの共(妬']u=域比 昭和 42生に改磐計画の 1つとして,村長が経営とい
う形でつくられた.盛典協同縫合から2a0万円の運営挺金を借 り入れ 建物は役場が国庫補
助金2/5,地元負担1/5で作 り,その建物は粁 協同組合が役場から買い取 り,軽本金Oの
形でスクートしたO迎営資金け出払 種物枕漁t如 ､らの借 り,経営比村という5者協同的形を
とっていろ√,
とこで払 観光士姥物としてlJ味付ワカメ｡鍵ワカメ,自家消戟用の-'j' ゴの煮干, しいたけ
の乾燥が行tL･われるO ここでの加=品は75- らLl東が島内消敷されるO飽け本土 (島根県 )
のあるカワメ加J会社に,その会社の製品として出荷される(,原料orJ'ワカメの取入は,漁業協
同組合(布施村たけではなく他の村の鮒 ,弘も)を涌 L:て行たわれるO昭和 4d年の売 り上げは,
EO〔万円,生産額 4.00nわ. 7. 8月の観光シーズ/Eriフル操羊で,鹿の 1ロケ月分を売
b上げる.
借金ばかりでスク1-トした共同加=境は,規模はそれほど大きくもなく,年産額も限 られる
ので,現在.赤字経営とし一lうことである.
(2) ワカメの凍熱
-Jk:殖ワカメ仕島根県水産課の指導により,昭和44年からスタートした｡隠岐の海岸線拭破
浜が多く,全般的に藻場が発達 しているので 天軒のものも多く生産されるoLかし,天然で
は生産に引画性が夜く,冬に採取すZJため人尚の安全性も危い｡又,賓兜とし､っても,設備資
財は簡単であ り,季節的に早い時期に収難できるため,経済的にも天然に比べてコ3 トアップ
する こういった9.由によって蕃相が始められたO
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養 殖 漁 業 の 推 移 調 査
表-7 ワ カ メ
転＼ 着 秦 者 数 従 車 音 数 生 産 丑 lm
44 16 25 25
45 58 45 58
乗-8 の り
r.･l-レt
I ･)L 幼 者 生 産 数 tm
2 1
注 昭和 4占年のワカメの水揚げが少いのは, 4占年 1月4. 5日にかけて低気圧による
被害で,約 50帝の施設が破壊 したためL
秦-9 壁 殖 用 種 苗 使 用 突 放
＼昭恕 --＼ ワ カ メ の り
44 10500 15
45 20400 10
46 2150 (】 20
5月に,陸上で化繊糸につける種づけが行なわれ 水槽の中で培養されるo 1l月頃,軸に
本村けされる｡本付け払 種糸を親綱に巻きつけて,沖に出され発芽 し海中繁殖する｡そして,
里 1月～ 5月に収裡される. 1人あたり直径 1,8CZIのロープ(親綿 )400m, 1mにつき生
ワカメ壊低 5kgの収穫がある.これは,乾燥 して製品にすると5009になる.
泰殖場所払 沿軽800m,水粍 50- 40mの附近｡図- 5に示す｡
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(5) そ の 他 e)計 画
昭和 44年
魚 礁 設 置
1.5CN角のコンクリ-トブロックにより,人=的な瀬がつくられた｡ (図-8参照 )
事業祭 180万円,水蘇 50cmの地点に 300佃が投入され,鯛 ･hさきの漁獲が目的
とされたQ昭和 44, 45. 46年 と行なわれ､鯛 ･レゝさきに50万円/ 1年の増収を
待ているO
昭和 46年
魚 1歳 設 置
献づくりのためのH墾)_ブロックが投入されるU サザ ェ ｡アワビ｡ワカメの楯鞄が目的O
藻 場 設 夜
着のりの藻場設慨のため岩礁爆破,水面下 1.571に,のり魚協が造成されるG
昭和 47年以降
乾線場設駐計画
種漁センター(昭和 58年以降の計画 )
稚魚,稚魚の養成のため｡叉.観光用のためでもあるo
はたて月の亜殖 (検討段階 )
薩づくりによる治轄油菜の構造改普
コンクリー ト漁礁
図-8
5. 総 括
布施村には,純漁業を営なんでいるものはほとんどをい｡この村の人口は740人余 り,戸数
248戸余bてあるが,そのほとんどが漁鞍を行なう亡.同様に,虚業をやり林業をやるのであるO
布施村では,Al】兼業であり時期的に林業をかえるq海の噸葱時,山でしいたけをやt),山の暇
な暗海でワカメをや り,漁を行なうという形である｡そして,漁場物はほとんどが自己消軌 島
内消印に限られている｡,
近くに好漁場をもちながら,それほど漁港が盛んでをい埋由は,脚英の大ZfiJ,化 U概械化という
避けられたい時代の流れであるo大規模船団が闇忙近梅で盛んに漁兆 し,隠岐桁岸に近よる前に
熟粧してし･ih,それを本土の境松 ･浜m ･香住などの触 地に遇ふ そejために,小知校に沿
桂漁業を行な･っていて払 それに対処でき-/Jレ､こと√,i;7､:,たとえ漁業で成功 したとLても,大
きく在ればなるほど.少くとも島後の爾鰍,あ･/i,し､は2=十のtlL;離Q'C根拠地を移さざるをえをいと
と｡ これらがその主な壬舶jであろ｡
布施村での漁鼻腔,主(I,:自家消せ_!～のためのもりてある｡本土への移け他 目的とした商品として
の軌杜で比なく,その日む食卓に供するととかにをrE-描.1であって,一部の専門業qI)人を除いて,
余剰物を移出するという形で行なわれている.LかL.ナたて(,L:も襲われているtうに,生活の
中で漁業の占める割合は,大きいものがを-7JQ希と近心馳械化としノ1う避けられなしへ時代の流れによ
り,執業比衰退¢}一途をたどってレゝると思ニトれたが, L､堺 に,件藩 の中には･大きを位際を占め
ていろことが認められた｡､
しかも,闘うf-という時代の産菜とともE,I,海の果す投割も大きく違ってきているか,梅のあれ
ることを防ぎながら,その梅を生かした観光産業とLもに,新しい方向へ 採る漁業から作る漁
共への方向へ転換させようとしていることがうかかわれた｡
(大 辻 Ji･呼 子 杭 田 琴 )
Ⅵ 社 会 構 造
t.地域的まとまりの機能とその実態
布施村は総両税 1a.占dkiで,布施 卯激 (うずき_),薮美 (hいび )の5部落から成ってい
る｡かつては,卯散村,布施杜 飯美村の5村に分かれていたものが,明治57年に5村が合併
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し,現在の布施村と成った訳である｡
- しかし,布施村の人々が地域的まと-,!りをもっのは,やはり部落単位であるOそして村全体的
なまとまりという形はうすい.しかいたがら,これは地理的にみて当然のことと思われる.村役
｢ 嶺のある布施地区が村の経線 行政の中心である.那,5部落は.それぞれの氏神様を中JL.tに氏
I-～. 子集団としてQjまとまりを作っているrJである｡
5部落には,それぞれの地区の遺草で選ばれた区長が居 り,部落の経済,行政,祭など全ての
面 にかいて,その釆配稗を持っている｡この区長は.昔からの土地の有力者が選ばれることが多
いO-見封建的に聞えるが,決 してそうとばか 如ま言えないのである(tすべてにかいて,区長が
博隈をもっていることqj:確かであるけれども,実際は区長が従来e_)仕きたりに従い,一切の雑-fji
を引き受けていると考えればよho
との区長の仕串で澱も重大なもの比,地区の弼f2経滞()中心である共同販売所の樫常であり,
もう1つ(rl神社に関する仕車である｡
とVL)共同版元所は,地区o,i)経帝生活安定を目的として創始されたJ.村からの振興兜用をもとに
して作られたrJだが,この共同販売所は利益というものはほとんどとらをho職員の給料をやっ
ー と浮かせるのが柵一杯である｡
江とし‥ /tAj'施地区には共同版竜所はないと配したが,何故共同版売所が立たなかったかとい
うと,布施は以前より村の中心地であり,個人経営の店がすでに 17軒もあったからであるOこ
の商店の生活を守るためにも.また大きく貰えば祁~施部落の地域的-1とせりを保つためにも,布
施地区に共同販売所rL)設倍は不可能だったのである｡共同版売所はもとより,利益を得ることが
目的では-/=かったUjで,安価故に,布施地区の人も換金があれば共同販売所で購入するよう心が
けているようである｡
次に神社であるが･前述のようにこれを中心とした各部常のまとまりというもの払 非常に強
固をものである｡そナは主,決して排他的であるというのではJ,:く,同じ神社の氏子であるとhう
意識か昔から人々を支配してかb,現在もあるので比たいだろうか｡
卯敦には白腹神払 布施には春日神社,飯糞tJCは白整押社があり,年に 1回の祭に比 和をあ
げて行なわれる｡との祭 りの岱用払 寄付金と村からの振興世用として各地域に配られる金をあ
てるO振興敢用払 共同版売所の経営とこの祭との柱野に抱とんど資せれるが,共同販売所と祭
に伴われる金額は性は同街であるというoそれでもなお不足金がてる場合には,卯数では区有林
の一部を売り金にかえている｡とのととからみても,いかに人々の心深くに神社の存在が刻みつ
けられているかがうかがえる.
-152--
･修,4=如モ用等tt寄付金によってまかなわれているか,そtlでも神社の経常菅坪仕困難な状態にな
りつつあるとV,lう｡
各々の神社の神官である加 とれは,村内唯ICj神官が. 5地域をまたにかけて兼任している
状態である(､結果として,布施村は1つの地域的やとまりを強めて良いわけなU)であるか,住民
の意識は神官では貴く,神社にあるから,結鳳 神社ごとの氏子集団的まとまりを越えることは
できないようである｡
氏子集EBのそのひとつ下のまとせりとして｢お弘幸ん｣と呼ばれろものがめるo 所謂,謝絶の
ことである水 これは布地に5組,版美に2組､DT激 に 1伍あるuこれの分けI方は地域的に都合
よく分けてある上うである｡例えは上(かみJと下〔Lも)東と西としへう井倉t,でむら｡
との｢お就さん｣は祭の日には桁組とと!,C袋せ り, 1日中療宴を開いて祝 うのであ/:I,o家は,
当番が内分の家を挟供する仕組に-/Lっている､) こむ時虻,年に 1回プチ'という人々の恵枇 l',酒宴
を支配し大変盛大に行なわれるという,-
･iた,｢か課さん｣の中で貯金をし,いざとレ､う時に車僻 しているOたとえE,1,本土に働きに
出ている息子が病気だが,行く的用がないという上E1-,5時,｢1:誠さん｣内で貯金されてレゝる金
をおろLて併用することができるo相互扶助絶間として托家族に次すく′J＼さTr妹Eflであるが,人
々は兼組的括合を非常に大切にしている｡これは,生Tfを守るものという意識があるからてあろ
う｡又,結婚,葬式あるいは入学,卒3-の祝いなどi,茄組内部でももちろん祝われるが,部落
単位に及ぶ傾向が強い□特に葬式'I)似合拭,/佃他村全体:て崩が広かってゆく(
卯厳の場合,区有財産として､区有林五･もってL･lる75:,これ仇 明治 58年の七件の際にそれ
ぞれ一定金敬を出しあった残 りのものであろ､〕この匡看林の管矧′亡は卯敷全休であたっているが,
枯れない春慶に維持するのかやっとであるという｡この区有榔七 地区全体で行なう行事の較金
にあてられるO
卯敏の禎合,もう1つ区有財産として,かけ触 ;儒者されている机 とれ比 何時の境からか
さだかではをいが,祭の暗にのみかけられる｡御本棒線の rlF,i:役割を束している0
億近になって,婦人会 青年会も地域的.まとまりの-端として発足 した- 2つとも利VJの奉仕,
あるい比,行書如rcあたっては労働力を提供 し汝がら,その細 を深めあっている.若者の日はどう
うしても本土の方へ向いていくが,将来の生活の安定等 を考え島内に残ろうと決意する者もある.
宵年会は,ごく般近忙成ったばかbT,布施村の再興に意気を燃やしている｡
2. 経済的まとまり
布施付にかける経済的まとまりを典薬地故と徴集地域に分けてみようとしたが,実際に聞き取
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り調査をやってみて,布施村においてほそれは不可能であることが解ったo布施村にかV?てbi,
熟粘期にはほとんど全戸の人が漁紫に従車し,そうでない時には,林業や虚業に従壌 Lているo
こういう状態の布施村に‥t,小 て,村民の伴済的海食状態を2つの面から見ることができると思
うOその1つは名子制度と呼ばれてきた鮮制的家族馴鹿 あるいはそれに類似するものoそして
もう1つQも 村落共同体的夜箆組とVlう関係である.
民主主轟が全島に入り込み,前者は現在ほとんど見られないが,村民の奥深くに秘められた封
建意鰍i:否定できないと考える.後者Irt,前者とは対立する関係にあるものではあるが,松島に
ふいて人kが生活してゆくための知唐として生まれてきた当然の結合であると思える｡
近世にかいて払 神海村に限らず隠放免全体的に名子制度が乾透し,日常生清においても,経
済酎 帥二おいても人々を支配 し,拘束していたようである-Lかし夜から,利内にかいてCJ聞き
取り調査では,との名子制鮭自体について弼くことは出来なかった.それ比 布施村内に名子制
舷が存在し怒かったのではなく,硯在,名子制度,あるhktそれに類する音素を口にすることが,
人々のタブーになっているからだと患 うoLかしなから,名子肌度に通ずる陶係は認めることが
出来たGそれは,｢親方一子方｣と呼ばれる牌係であるO(また拭,｢仮名 (かな)恵一仮名子｣
｢金輿 (かわ)親一部子(ふでと)｣の楓係と呼ばれているし )
とわは,子方にT-L･るものが親力に対 して労助力を捷俳するかわ りに,生活の面倒をみてもらう
よう誕LnilJ的家族馳係を結ぶものである(､未婚の男あるいは女が村内の有力者に自分q_)親誘l'に成っ
てもらうのであるが,布施村i/Cかいては,男がとの隣係を結ぶととを｢親方一一子方の偶保を紡ぷ｣
といい,女の場合は,｢金奨親一銀子の関係を蘇ぷ｣とV,っていた.明治時代に卦いては,この
関係を結ぶことが金ム舶勺に流行し,島の有力者は多数の子方 あるいは教子をもつことになった
のである.子方は,親方に生活全般にお･ける面倒をみてもらい,あるいは経済的援助をしてもら
うかわりに,解報酬で労働力を提供しなければ在らないO-見,単なる禰互扶助的形態をとって
いるけれども,子方は親方rLr終身従うところから考えても,親方の負担よりも子方の負担,ある
レ1は拘束の方が多かった,こうであるぐ
現在は,親方一子方の関係を結んでいる例が1線Lか残ってい75:hoこの親方一子方拙どうい
うつき合い方をしているかというと,もちつきの援助等が親方の役目となっており,子方は親方
の手伝いをすることにをっている.表面的には以前とあせb変っていないけれども,現在の方が,
相互扶助的契約という感じが弾くなってきているo所言臥 手間がえ的をものと成ってきているの
である｡これは終戦後の世の中の動きと考えあわせてみて,たとえ離島と言えども当然の変化で
あろうと思える｡
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次に地主一小作の関係をみてみたいと思うO親方一子方の関係の場合は,人間と人間が直接関
係を結んだが.地主-′J､作の関係払 田畑を間に杖さんで関係を拒んでいる｡
l布施村内において,地主--小作という関係総見レ､たせなかったけれども,村内に仏 所言附 外
地主と呼ばれる嚢鹿が存在しており,布施村外把水田を持ち,現地の人を′J､作として使っていた｡
布施村布施における典型的旧家である山口家の例をあげてみようと思う｡
山口家本宅の回りには現在も米食が5軒もあれ かつての勢力範囲を語ってくれる.山口氏は
出地改革以前は20軒の小作を村夕什こかかえていた｡この小作は,山口氏の水田がある中筋地区,
中村地区のRl行方正と見られた男子が山口氏から直接遇ばれてなるのである｡同比すべて,収穫
JLJ大′｣＼によって1臥 中田,下田に分けられてあり,上mからの収壬Bは 1反当り5- 6俵程度で
あった｡
小作になったものは 山口氏から1軒あIkt)1町前後のFTlを与えられ,耕作に従車するわけで
あるが,′｣＼作比耕作労働のみが柑一杯であったが,水韓の修理とか水害の後始末等は,主として,
地主の指挿下において成されていた｡という(つ払 地主比天災のあと,あるいは職をみてkt現地
に出向V,て立見(たちみ)を行ない,そのつど,小作に対して数々の指示を与えていたのである｡
普評の焚用は,多くの場合地主負担であったO
全収稗の5割あるいは4割を′｣､作米として地主I,E柳めた.その場食 中村地区には,山口氏の
米倉が建ててあったので,そこへ蒔年 12月10日に小作米看過ぶことになっていた｡ 4斗を1
俵にするととになっていたが,規定より少なめを1韻としているものか多かったC ここでも例に
もれず,'｣､ftが自分のささやかを生活を守ろうとする姿が月られるc l俵を見方で定めたのはの
ちにをってのことである ｡
山Ll氏は,中筋から500俵から500俵,中村地区から100俵から200俵の小作米が入
ってきた｡全休として,多い時が500俵から占00俵 少ない時で4･30俵の′｣､作米が入って
きた訳である｡年貢として得られを米の敵対丑仕年々連うけれども,その多/少によって,Ll口家
の生活不安があることはJrかった｡こうして集められた米の大部分紘,船で西郷の酒屋に持って
行かれ,そこで現金と交換された｡現金の80解雇度を日｣口氏は,毎年山林の手入れ,あるいは
月収の軽鼓として使ったoこうしてLl｣口氏はEfl畑だけでなく,山林も村内において最も多く持つ
家となっていったのであるo
Tlた/J､作は,′J､作米を納める他把も,地主宅の冠婚葬祭に際しては棟穣的に労働力を提供し夜
ければならなかったoとれ払 ′｣､作としての当然の専任と考えられており,この臨時の労働力に
対して,地主側から何らの報酬も受け取ることを期待してはならなかった.
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また小作者は.一年の始めである正月には,地主宅-前年の御礼と年始のあいさつをかねて出
向いて行く横わしであった｡これは必ず正月2日と決っていたが,地主はかとずれた小作に対し
て,玄関先で酒をふるまうのを常とした｡こうして,暗黙のうちにその年の地主-/J､作の契約が
成立するのであった｡
また,中村地区からは.山口家へ下男奉公という形で,数人の男児を送って労働力を提供して
いた.山口氏壮彼等を家の雑事にも使ったが,主として,山林の経営,管理の一端としての下刈
りに従事させたO
このようVr,/付乍とV'えども,地主の生活に臣事 しているところからみて, 1町前後の′J､作だ
から隷盤と(,i嘗レ磯 いかもしれないが,名子制度に通ずるものがあるように思うO
農地改革により,法律上 地主一小作の関係は消えたけれども,梓神的主従取除まで取り消す
こと仕できないようである｡当時′｣＼作として鋤いてV,た^が亡なり,次の世代と凍ると地主家と
LlJ廃係も薄く7たるが,小作者が聖存している場合払 今も何かにつけ,かつての地主へ尽してい
る様子がうかがわれた｡
膏た山口氏のようを地主曙歓の者の中には,近世末期頃から,商薬貴本家的に活躍する者が出
祝した.山口氏もその例にもれなかったO殻物 干物などQJ生産物を移出し,所謂帆船業者とし
ての仕軒を比じめたのであるOそれらの商品払 船主がさかざきとなり,′｣＼倉,松払 江戸,舵
代,新帝方面に杓って行かれた｡山口氏は,山林の-部で,船を8ばh購入 し,功業にたすさわ
ったO同じ布施の森田氏比 山口氏の酔負船頭としてやとわれ,この為にずレ､ぶん羽振 りがよく
なり,多くの山林を手に入れたという｡とのととからみて,この建物移出は大いに成功したと言
える｡
次に漁業における.まとまりをみてみたho
かつて隠岐全島的に浜名子,あるいは網子などと呼ばれる人々が存在し,親力から漁船,漁具
あるいは住居などを借 り受け,漁共に従事していたようである｡この場合 漁獲物は性とんど親
方へ撞供していたようであるO
また,浜銀と呼ばれる金が親方から支給されることもあったようであるが,布施村内にかいて
払 見あたらなかったoこれ紘布施村にAILける漁業がきわめて規模が小さく,自給自足を目的と
したものであったためと思われる｡
壌初に記したように,今号で述べてきた樺折的結合と対立する隣係として,共同利益を追求す
るものがある.これは近世において,全島的に流行した牧畑社会が嶺も良い例であるが村布施村
内で壮見られなかった.大久,浦郷地区で盛んだったようだ.布施村内にかいては･以前から,
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